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だから僕は、Ｈができない。10




死神と告白

















橘　ぱん

















富士見ファンタジア文庫











本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　みなのおもい










「私ね、良りよう介すけくんのことが──」

　大おお倉くら美み菜なが、背後から加か賀が良介の腕うでを摑つかんだ。美菜の柔やわらかな手がぎゅっと摑み、その掌てのひらが少し汗あせばんでいることが分かる。

　良介には分かってしまっていた。彼女が何を伝えたいのかを、だ。

　何しろ良介は、聞いてしまっていた。学園祭初日も終わろうとしている夕方、二年Ｂ組に戻もどって来て聞いてしまったのだ。

　美菜が、リサラ・レストールに「良介に告白する」と言っていたのを。

　リサラは、美菜に貴方あなたも告白をすればいいと言われて、走り去ってしまった。その背中を追おうとして、良介は美菜に摑まれたのだ。

「美菜」

　振ふり返ることも出来ずに、良介はただ名前を呼んだ。

「聞いて」

　強い口調で、美菜が良介にそれ以上何も言わせない。

「私ね」

　振り返ることが出来ない良介の背中に、美菜が再び告げる。彼女が何を告げようとしているのか、はっきりと分かる。

　美菜は自分に「○○」と言おうとしている。

　想像した瞬しゆん間かん、言葉は靄もやが掛かかったように頭の中でかき消えた。でも、分かるのだ。その単語は、何度思い浮うかべても具体的にならないが、分かるのだ。

　そしてもう一つ分かる。

　聞いてはいけない。

　美菜の言葉の続きを聞けば、何かが変わってしまう。今までの良介と美菜の関係も、リサラとの関係も、全すべてが変わってしまう。良介には、それがはっきりと分かった。

　だから良介は、美菜の手を振りほどこうと腕を振った。

　すると美菜が、あっさりと手を放す。何の抵てい抗こうもないことに拍ひよう子し抜ぬけした良介が動きを止めた瞬間、美菜が更さらに一歩近づき、そっと背中に頰ほおを寄せてきた。

　ふわりと美菜の香かおりと体温が良介を包み込む。

　それは優やさしく良介を搦からめ捕とって、動けなくしてしまう。

　そして美菜が、しっかりとした口調で言った。

「聞いて、良介くん」

「いやだっ」

　考えるより先に、良介は叫さけんでいた。金かな縛しばりのように体は動かない。それでも、咄とつ嗟さに叫んでいたのだ。

　そう、怖こわいのだ。

　聞くのが、先に進むのが、変わるのが、怖い。

　だから良介は再び叫んだ。

「いやだっ」

　その叫びに、美菜が困ったように苦く笑しようする。

「良介くん、ごめんね」

　なぜか、謝罪の言葉だった。その真意が良介にはさっぱり分からない。

「良介くんが聞きたくなくても、私は伝えるって決めたの」

　静かにも拘かかわらず、強い口調で美菜が言う。その迫はく力りよくの前に、良介は完全に負けてしまい、口を開くことも出来なかった。

「良介くん。大倉美菜は、加賀良介のことが好きです」

　グワンッと、脳みそを強く叩たたかれた気がした。激しい衝しよう撃げきで、一瞬何を言われたのか理解出来ない。

　ただ動どう悸きがして、荒あらい息が出る。そんな何か言うことも、振り返ることすら出来ない良介に、美菜が続けた。

「私ね、良介くんが好き。もちろん、友達としてじゃないよ。一人の男性として、愛してるの」

　もう理解出来ないなんて、そんな誤ご魔ま化かしを自分に出来ない。はっきりと言われてしまった。美菜は、自分を加賀良介を男として愛しているのだ。

　信じられないことに──とは思わなかった。どこか良介の中で、そうかもしれないという感覚はあったのだ。そのことから、あえて目を逸そらしてきていた。そして、何な故ぜかは分からないが、今もそれは変わらなかった。

　実際に、美菜に想おもわれているという現実を目の前に突つきつけられても、目を逸らしたいのだ。告白をなかったことにしたかった。

「良介くん？」

　美菜が答えを促うながすように名前を呼んできた。それが引き金だった。美菜によって掛けられていた金縛りが解け、良介の体が動き出す。

「キャッ！」

　もたれ掛かっていた良介が突とつ然ぜん動いたことで、美菜が支えを失って小さく悲鳴を上げた。

　咄嗟に、良介は立ち止まって背中で美菜を支える。

「良介くん……」

　美菜が呟つぶやくが、良介は振り返ることなく、再び走り出した。美菜に何か言うこともなく、振り返り顔を見ることもしないで、告白からただ逃にげ出す。

　その背中に、美菜が叫んだ。

「良介くんっ、それでも、美菜は好きなのっ。良介くんに告白をしたんだよ！」

　背中に否いや応おうなく突き刺ささってくる。

　その痛みが、さらに良介の足を速めた。

　さらに速度を上げて、一刻も早く、美菜の前から消えて──違ちがう、自分の世界から美菜を消すために、良介はただ逃とう走そうしたのだった。




　　　　※　　　※　　　※




　リサラ・レストールが、息せき切って居い候そうろうを決め込んでいる加賀邸ていに駆かけ込むと同時に、制服のポケットで端たん末まつがブルブルと震ふるえだした。

「お母様っ!?」

　リサラ・レストールは、居間へと向かいつつ取り出した端末を見て、驚おどろきの声を上げてしまった。

　死しに神がみ界との連れん絡らくに使う端末の着信には、彼女の母親でありレストール家当主代行アルメイア・レストールの名前が映し出されている。それも一回ではなく、六回もだ。どうやら家まで走ってくる間に、呼ばれ続けていたらしい。全く気が付かなかった。

「どうしてお母様が？」

　思考がグチャグチャでリサラには、アルメイアが自分に連絡を取る理由がさっぱり見当がつかない。

　何しろ教室で、美菜に言われてしまったのだ。

　彼女が良介に告白すると。そして、リサラもまた良介のことが好きだと、言われてしまったのだ。

　そんなことを急に言われて、リサラはまずレストール家のリサラとなった。

　美菜は《イレギュラー》かもしれないのだ。そうであれば、彼女が魂たましいから望むことを叶かなえてあげれば、《イレギュラー》かどうかはっきりする。それは死神界の名門中の名門レストール家次期当主候補として、何よりも優先すべきことだった。

　だからリサラは、美菜が告白しても構わないと答えた。

　そんなリサラに美菜は、怒おこったのだ。

『逃げるんだ』

　まっすぐにリサラを見て言った。そして答えられないリサラに、一転優しく告げてきた。

『リサラも良介くんに告白すればいい』

　その言葉にリサラの混乱は頂点に達した。

　レストール家の跡あと継つぎとしての使命は？　断られたらどうするの？　良介がいなくなってしまうの？

　──良介が私を見ない。

　そう思った瞬間、リサラは逃げ出していた。

　良介と鉢はち合あわせてしまい、なおさらリサラは逃げ出した。

　混乱して頭がグチャグチャのまま走り続けて、気が付いたら居候先である良介の家に帰っていたのだ。

　ブルブルブルとまた端末が震えた。送り主は、また母親であるアルメイアだ。

　仕方なく、リサラが端末をタッチすると画面いっぱいにアルメイアの不満げな顔が表示された。その仕草は、娘むすめのリサラから見ても子供っぽい。外見が、はち切れんばかりの豊満な肉体に、顔はスラリとした鼻筋にやや垂れた目を持つお姉様といった感じだけに、そのギャップにリサラは時々戸と惑まどってしまう。

『リサラちゃん、遅おそい。とーっても大事な話があるのにぃ』

　再び少女のように唇くちびるを尖とがらせて、プリプリと怒っている。その表情に、リサラは思わず脱だつ力りよくして、居間の床ゆかにへたり込んでしまった。

『あらリサラちゃん、どうしたの？』

「いえ、なんでも。はぁ～、大事な話ってなんなんですか、お母様」

　ため息を吐つきながら立ち上がり、リサラは冷蔵庫から麦茶を取り出した。学校から家まで走り続けて、喉のどがカラカラに渇かわいていることに、今いま更さらながら気が付いたのだ。

　グラスにコポコポと注ぎ一気に飲み干す。二杯はい目を入れ終わると、大事な話という割にはわざわざ待っていてくれたアルメイアが、ようやく口を開く。

『美菜ちゃんが《イレギュラー》の可能性が高いそうね』

　一瞬、リサラは誤魔化そうと思った。美菜のことは、今は考えたくないのだ。どんなことでも美菜に関かかわることは全て、今のリサラにとって良介に繫つながってしまう。

　チラリと画面を見る。そこには、それまでとは打って変わって真しん剣けんな顔をした母親の姿があった。

　リサラは、小さく息を吐いて頷うなずいた。

「どうしてそれを」

　するとアルメイアが一歩下がって、彼女よりやや若い女性が画面に現れた。亜あ麻ま色いろで波打つ髪かみを持った、大人の女性だ。容姿はややキツめの美人で、少女のような感じは全くなく、落ち着いた大人の女性の空気を纏まとっている。

「サイラ叔お母ば様!?」

　サイラ・ゼリア。リサラの従い姉と妹こであり妹分のキュール・ゼリアの母親だ。リサラの他界した父親の妹、つまりリサラの叔母であり現ゼリア家の当主でもあった。

『久しぶりね、リサラ』

　淡たん々たんと、特に感情を交えずにサイラが挨あい拶さつを寄よ越こす。慌あわててリサラも頭を下げた。

「お久しぶりです」

『挨拶はこれくらいにしましょう。大倉美菜が《イレギュラー》の可能性が高いって情報はね、キュールから私に入ったのよ』

「キュールが!?」

『そうよ。《雷神の雹テイールハガル》のヘルガ・キヴィレフトがそう言ったのでしょう？』

「そうですけど……。でも、どうしてキュールが」

『あの子を責めないであげてね。別に、貴方あなた達を出し抜ぬこうとか裏切ろうとしたのではないのよ。ただキュールはキュールで、大倉美菜が《イレギュラー》ならば護衛が必要だと考えたのよ。むしろ、《イレギュラー》のことを知って、そういった手配をしなかったリサラ、貴方の落ち度よ』

　叱しつ責せきというほど強くはないが、サイラが批難の色いろ濃こく指し摘てきする。

「そ、それは」

　思わず言い淀よどんでしまう。良介のことで頭がいっぱいで何も考えられなかったなどと、とても母親と叔母に言う気にはなれない。

『ま、いいわ。護衛はこちらで手配します。それで、《イレギュラー》かどうか判断する際に必要な大倉美菜の魂の願いが何か、分かっているの？』

　サイラが聞いてくる。

「それは……」

　リサラには確信がある。美菜が魂から願っていることは、良介に好きだと言ってもらうことだ。良介と愛し合うことだ。そうでなければ、告白なんて行こう為いを決めるわけがない。

　でも、それを伝える勇気がリサラにはない。

　だって──レストール家の死神として、次期当主候補としての立場を考えれば、リサラは美菜を《イレギュラー》として覚かく醒せいさせるべきなのだ。

　一人で千人万人の霊れい力りよくを持つ特異者。その特異者の中でも更に特異な存在である《イレギュラー》は、レストール家で確保出来れば必ずや大きな大きな力になるだろう。

　そして、その功績はリサラを次期当主として決定づける。

　まさしく、リサラが人間界に来た目的が達成されるのだ。

　それは頭では理解している。それでも、リサラはどうしても口に出来ない……。

『思い当たることがあるようね』

　思い悩なやむリサラを見ていたサイラが、憎にくらしいほどに淡々と事務的に指摘してきた。

「どうしてっ」

　思わず聞き返したリサラを、サイラがじっと射い貫ぬくように睨にらむ。

「あっ……いえ、私は何も」

『噓うそおっしゃい』

　ぴしゃりとサイラに否定されてしまった。それでも、どうしてもリサラは美菜が良介のことが好きだと、口に出来ない。

　すると、アルメイアがサイラの後ろからひょいと顔を出してきた。

『良介くんね』

　ズバリと言う。

「お母様っ!?」

　驚きの声を上げると、アルメイアがふわりと微笑ほほえんだ。

『見ていれば分かるわよぉ。美菜ちゃんが良介くんのことが好きってことくらい。それに、リサラちゃんがそこまで悩んでる理由もね』

　傍かたわらのサイラは、よく分かっていないのか目を瞬まばたかせている。

『美菜ちゃんの魂からの願いは、良介くんとくっつくことなのね、リサラちゃん』

　優やさしい目で、アルメイアがリサラを見つめた。その視線に、リサラは自然に頷いていた。

『そう。それでリサラちゃんは、どうしたいの』

「どうしたいって……私はレストール家の後こう継けい者しやです。だから、私は」

『無理をすることはないのよ？』

「無理なんてっ」

　思わずリサラが叫さけぶと、サイラがクスクスと笑った。

『なるほどね。ふふっ、加賀良介って子は幸せものね』

「叔母様っ。私は別に良介のことなんか！」

『いいのよ、リサラ。ねぇ、お義ね姉え様』

　サイラがアルメイアに顔を向ける。向けられたアルメイアは、苦く笑しようしながら頷いた。

『ええ。レストール家として、すぐに《イレギュラー》が必要な状じよう況きようではないわよ。ガルダーブロウグに封ふう印いんされた霊力庫も、そろそろ開封出来そうなのだし』

　そこで言葉を切ると、アルメイアがじっとリサラを見つめる。

「お母様？」

『リサラちゃん。よく考えなさい。考えて、悩んで、そして答えを出しなさい』

「でも……」

『若い時の悩む時間は貴重なものよ。そして大人になってから、とても大事な支えになるわ。特に』

　ニコリと笑う。

『若い時に男で悩めば悩むほど、いい女になれるのよ』

「お母様っ！」

　リサラが顔を真っ赤にしてつい怒ど鳴なると、アルメイアとサイラが仲良く笑い出した。その様子を見た瞬しゆん間かん、リサラの頭に思いっきり血が上ってしまう。

「知りません！」

　考えるより先に手が動き、リサラは有う無むを言わさず連れん絡らくを切った。

「何なのよ、もうっ！」

　画面から二人の顔が消えた後も、カッカッと頭が熱い。

　そもそも、どうして自分が良介のことでそんなに悩まねばならないのか。

「そうよ、私はっ」

　勢いに任せて言葉を紡つむぎ、ぷつりとそこで途と切ぎれてしまう。

「……私は」

　良介の顔が浮うかぶ。次いで、美菜の顔が浮かぶ。

「そっか、今いま頃ごろもう美菜は良介に告白してるのよね」

　美菜の眼鏡めがねの奥にある、大きくくりくりとした瞳ひとみがまっすぐに良介を見ているはずだ。柔やわらかく優しげな顔、声、仕草、リサラから見ても美菜は可愛かわいい。美菜は胸だって大きい。翻ひるがえって自分は胸もないし、目もキツい、輪りん郭かくだって尖とがり気味だ。あげくに自覚はしているが、短気だ。

　自分と比べて美菜の、なんと女の子らしいことだろうか！

　もし自分が男の子だったら、美菜のような女の子を彼女にしたいと思うだろう。あんな素す敵てきな女の子の告白を断る男なんて、リサラには信じられない。

「そうよ、ね。もう決まっちゃってるはずよね」

　ソファに深く身を沈しずめ、リサラは天てん井じようを見上げた。

　今はなんだか下を見たくなかった。









　一章　なやむひとびと










「ハァッ、スゥゥゥ……ハァッ、スゥゥゥ、ゼハァァァァ。な、何も家まで全力疾しつ走そうすることなかったよな……」

　玄げん関かんの前で、良りよう介すけは膝ひざに手をついて数回大きく深呼吸を行った。秋といっていい学園祭の季節だが、まだまだ太陽は絶好調だ。そんな陽ひ射ざしの中を、学校から走り続けてきたのだ。汗あせだくな上に、体中が疲ひ労ろうで悲鳴を上げている。

　それでも走り切れたのは、《四し雷らい斧ふ》達との戦いに備えて毎日続けているトレーニングのおかげだろう。リサラと出会う前の良介なら、最初の一キロで足が攣つってリタイアしていたはずだ。

「まずは麦茶だ、麦茶」

　冷蔵庫に入っているはずの冷たい麦茶に思いを馳はせ、玄関のドアノブを握にぎる。

　本当は、もっと色々と考えることがあるはずだが、疲労がほどよく思考力を遮しや断だんしてくれているのだ。おかげで今は、疲労回復以外の余計なことを思い浮かべないで済んでいた。

　が、だ。

「げっ……リサラ、もう帰ってるのか」

　玄関にリサラの靴くつが置かれていた。揃そろえて置いてあるが、几き帳ちよう面めんで育ちが良いリサラにしては珍めずらしく靴の足先がややばらけている。

　それは、彼女が何かしら焦あせっていたことを如によ実じつに表していた。

「リサラも、あのまま一直線に帰ったのか。まぁ、喫きつ茶さ店てんとか寄り道するような財政的余よ裕ゆうないもんなぁ」

　ブツブツと一方的な文句を言いながら、良介もまた靴を脱ぬいだ。

　体は変わらず麦茶を欲ほつしているが、頭の中が急にリサラで満たされていってしまう。美み菜なに告白されたこともチラチラと脳のう裏りを過よぎるが、リサラのことが気になってしまうのだ。

　美菜に自分への告白を促うながされたリサラは、どうするのだろうか。

　鼻で笑っているのだろうか。

　それとも、もしかして、本当に告白をしてくるのだろうか。

　その時は、どうすればいいのだろうか。

　いや、そんな可能性があるはずがない。リサラが自分なんかを。

　いやでも、もしかして告白するかもしれないし……ｅｔｃ．。

　頭の中で堂どう々どう巡めぐりだ。しかし、全すべてがリサラに繫つながってしまう。

「だぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　良介は髪かみの毛を搔かき毟むしった。

「考えたって仕方ないだろ。そもそも美菜から逃にげ出したんだぞ、俺は」

　自分で言って、自分で思い出し、良介は落ち込んだ。

「もしかして俺、最低なんじゃないか……」

　ズンッと情けなさと罪悪感が肩かたにのしかかってくる。誰だれがどう考えても、告白から逃げ出すというのは──最低だ。

　と言って、謝りに行く勇気もない。

「明日あしたの学園祭二日目、休もうかな」

　そんな弱気が湧わいてくる。

「いや、どの面つら下げてリサラに休むって言うんだよ。逃げ出したから休みますなんて、言えるわけないし。いや、そもそも帰ってきたリサラに、どんな顔すればいいんだ。リサラと美菜の会話を俺が聞いちゃったの、アイツ知ってるし」

　一方的に促されたとはいえ、良介はリサラの告白対象なのだ。

「その気がなくったって、気まずいよなぁ」

　もう一度良介は、頭を搔いた。

　考えれば考えるほど、リサラと顔を合わせる気がなくなってくる。どんな顔をしていいか分からない。何を言われるか分からない。結末を知りたくない。

「また、逃げだそうかな」

　今から公園にでも逃げたくなる。美菜から逃げてリサラから逃げて、もの凄すごくみっともない。それでも本当にそうしようか、そう思った時だ。

　ジャ──────。

　水が流れる音が響ひびいた。そしてゴソゴソとした音がして、扉とびらが、トイレの扉が開いてリサラが出てきてしまった。

　間の悪いことに、ばったりと顔を合わせてしまう。

「良介!?」

　リサラが目を丸くして、その場で固まる。そんなリサラに良介は、かなりぎこちなくはあったが、いつも通りを装よそおって挨あい拶さつをした。

「た、ただいま」

「…………」

　リサラからは何も言葉は出てこない。ただ、錆さび付いたロボットのようにギギギと右手を挙げるだけだ。

　どうやらそれが、今の彼女にとって精せい一いつ杯ぱいの挨拶らしい。

　もっとも良介にもこれ以上の話題はない。かと言って、何も言わずにこのままリサラの脇わきを素通りするのも、とても気まずい。何か言わないと不自然というか、意識しまくっているのがリサラにバレてしまう。

　でも、何を言っていいか分からない。

　一秒、二秒、三秒と気まずい沈ちん黙もくが流れていく。

　何か言わないと、更さらに空気が重く気まずくなっていくはずだ。良介の心の中に、どんどん焦りが募つのっていく。

　そしてまた、一秒、二秒、三秒。

　焦しよう燥そうの中で、良介はなんとか話題を探した。美菜からの告白は絶対に口に出来ない。自分が逃げ出したなんて、酷ひどすぎて言えるわけがない。

　ならリサラのことかと言われれば、もっと口に出来ない。

　告白のことは、あれは美菜のたちの悪い暴走だ。

　少しでも話題に上げてしまい、そして鼻で笑われたら、良介は何もかもが終わってしまう気がするのだ。
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　そんな暗い未来予想図を、現実にするわけにはいかない。

　と、思い悩なやむ良介の視界にリサラが背にしている扉が留まった。

　それはトイレ。そうだ。リサラは今、トイレから出てきたのだ。

「リサラ」

「っ……なに？」

　名前を呼ぶと、リサラが一いつ瞬しゆんびくりと肩を跳はねさせてから、探さぐるように見返してきた。

「あのさ、その、ええと」

　良介が言い淀よどむと、ゴクリとリサラが息を吞のむ。

「手、洗ったか？」

　瞬まばたきもせず、リサラが固まった。目が痛くなったのか数秒で瞬きを再開し、スゥゥゥゥゥゥと大きく息を吸い込み、

「当たり前でしょう！」

　思いっきり怒ど鳴なった。

「ったく、何を言うかと思ったら。何を考えてるのよ、もう！」

「何をって、いや、まぁ、うん」

　むしろ考えないようにしている良介だ。そのことにリサラもまた、すぐに気が付き、気まずそうに横を向いて頰ほおを搔く。

「まぁうん、ええと、は、早かったわね」

「ああ。急いで帰ってきたからさ」

「急いで？」

「ああ、急いで帰ってきた」

「でも……」

　聞き返そうとしたリサラが、言葉を吞み込んだ。そしてこれでこの会話は終わりと、頭あたまを振ふる。

「ううん。なんでもない。ねぇ良介、夕飯のリクエストとかある？」

　強ごう引いんに話題をリサラが変えた。それは良介にとっても、渡わたりに船だ。

「そうだな。夕飯、夕飯ね」

　もっとも、大混乱の中で走って帰ってきたのだ。夕飯のことなんてこれっぽっちも考えてない。更には、まだ混乱を引きずっているのだ。そう簡単に思考が、夕飯へと切り替かわってはくれない。

　結果出てきた結論は、丸投げだ。

「任せるよ」

「私に？」

　何な故ぜか、意表を突つかれた様子をリサラが浮うかべる。

「ああ、今日はなんでも良い気分だし」

「そ、そう」

　何か提案をするわけでもなく、リサラがただ頷うなずく。おかげで、また会話が途と切ぎれてしまった。

　互たがいに何も言わない。いや、言えない。おかげで、またトイレの前で立ち止まることになってしまった。

　せめて居間に入って座ればいいと思うのだが、どうにもタイミングが摑つかめないのだ。

　だって、良介から一方的に居間に行きたいと言えば、まるでリサラを避さけているように思えてしまう。

　かといって、一いつ緒しよに居間に行こうと言うと、それはそれでリサラを誘さそっているように思える。それは、良介への告白を促されたリサラに対して、色々と他意があるように思われはしないだろうか。

　そんな考えがぐるぐると頭の中で回り続け、結局良介は喋しやべることも動くことも出来ないで立ち尽つくしたままだ。

　そしてそれは、リサラも同じだ。彼女は廊ろう下かの壁かべを見つつただ立っている。時々、沈黙を誤ご魔ま化かすためにか、わざとらしく「夕飯、夕飯……」と呟つぶやくが、それでメニューが口から出てきたりはしない。ただブツブツと呟くだけだ。

　そんな気まずい時間が、果たしてどれだけ過ぎただろうか。

「二人とも、トイレの前で何をしていますの？」

　良介とリサラだけの世界に、突とつ然ぜん声が割り込んできた。良介が驚おどろいて振り返ると、腰こしに手を置いたキュールが不ふ審しんそうに眉まゆをひそめてこちらを見ている。

「いい年して、トイレの順番争いですか？」

「そういうわけじゃないんだけど」

　言いながら、良介はチラリとリサラを見た。するとリサラが、コクコクと何度も頷いて同意してくる。

「なら、ココで何をしてますの？」

　当然の疑問だ。

「何って言われてもだな。なぁ、リサラ」

　また良介はリサラをチラリと見る。するとリサラがまたもや、コクコクと何度も頷く。

「へぇ、そうですの」

　胸の前で、右みぎ肘ひじを左ひだり掌てのひらの上に置いたキュールが、口元に右みぎ拳こぶしを当てて交こう互ごに良介とリサラを見つめてくる。その視線は、良介とリサラから何かを探さぐり出そうとする、まるで探たん偵ていのものだ。

「二人だけの秘密ってわけですのね。このキュールを仲間はずれにして」

「秘密ってわけじゃないんだけどさ」

　良介の答えを、キュールが鼻で笑う。

「ふんっ。なら、何をしていたのかキュールに仰おつしやって下さいな」

「え、いや、その……」

　いい答えが見つからず、良介はすがるようにリサラを見た。するとリサラが、今度はスッと視線を外した。

　良介に対応を丸投げする気らしい。

「ほら、今度は目と目で会話してますわ。あーあ、学園祭から二人して先に帰ってしまうし、どうせキュールは仲間はずれなんですわね」

　プゥと頰をキュールが膨ふくらませる。

「いや、別に俺達は一緒に帰ってきたわけじゃないぞ」

　良介がとりあえず訂てい正せいすると、キュールがジロリと睨にらんで来た。

「噓うそですわ。良介さんはリサラお姉様の後を追って帰ったって、美菜さんが言ってましたもの」

「美菜が？」「美菜が？」

　同時に、良介とリサラは叫さけんでしまった。

「……そんなに驚くことですの？」

　良介とリサラの反応に、キュールが不思議そうな表情を浮かべた。

「別に、リサラお姉様が帰った後すぐ、良介さんも美菜さんとの話を途中で切り上げて帰ってしまったって、キュールは聞いただけですけど。何かありましたの？」

「いや、その通りだし、特に何かあるわけじゃないんだけど」

　言い繕つくろうように慌あわてて良介は答えた。キュールに言い訳しても仕方ないのだが、帰ったというよりも逃にげたというのが真実で、どうしても罪悪感があるのだ。

　すると、いきなりリサラが良介の肩かたを摑んだ。

「良介、どういうことよ」

　振り返ると、真しん剣けんな射い貫ぬくような眼まな差ざしをしたリサラが居た。

「ど、どうって」

「もしかして良介、話を聞かないで帰って……ううん、逃げ出して来たわけ？」

　リサラの言葉に、良介は思わずたじろいだ。まるで見てきたような、事実を言い当てる鋭するどい一言だった。

「どうなのよ」

「いや、その……どうして分かったんだ？」

「なんとなく、目に浮かんだのよ。ま、一緒に生活して長いしね。いやでも分かるわ。しっかし……」

　リサラががっくりと項うな垂だれて、頭を左右に振る。

「はぁぁぁぁぁぁ。らしいと言えばらしいけど良介、最低よ、それ」

「[image: うだくてん]……じ、自覚はしてる」

「ああもうっ。だから、キュールを仲間はずれにしないで下さる！」

　ズカズカと近寄って来たキュールが、強引に良介とリサラを引き離はなした。ちょっと、ホッとしてしまった良介だ。

「お姉様、キュールにも分かるように説明して下さらないかしら」

　目を三角にしてキュールがリサラを見る。と、リサラがキュールから逃げるように視線を軽く泳がせた後、良介を見た。

「良介の問題だから。良介、よろしく」

　丸投げだ。ついつい良介は反応してしまった。

「なっ。お前の問題でもあるだろうが！」

　言った瞬間、良介は「あっ」と小さく声を出した。目の前では、リサラが瞬間凍とう結けつしている。油断して、リサラが良介に告白するかどうかの話題に、踏ふみ込んでしまったのだ。少なくとも、リサラはそう受け取っている。慌てて良介は、うんうんとわざとらしく大おお仰ぎように頷いた。

「いや、その……ああ、うん、俺の問題だ。うん、俺の問題だ。リサラは関係ないもんな、うんうん」

「関係、ない？」

　リサラが呟く。

「ああ、関係ないぞ、うん。俺と美菜の話だ」

「……そう。そうよね、良介と美菜の話よね」

　静かに、どこか力なくリサラが言う。そして、ゆっくりとリサラがキュールを見た。

「お姉様？」

「キュール。この話題は禁止よ」

「え、どうしてですの？」

「良介と美菜の問題なの。私達が立ち入ることは禁止。分かったわね？」

　静かだが、有う無むを言わせない響ひびきがあった。

　その圧力にあっさり負けて、キュールが小さく頷く。

「それでいいわ」

　笑うことなくリサラは答えると、そのまま居間へ歩いて行ってしまった。その背中を見つつ、キュールが首を三十度ほど傾かたむけた。

「良介さん、リサラお姉様どうしたんですの？」

「さあ、俺にはさっぱり……」

　リサラの様子からすると、何かまずいことを言った気がするが……それがさっぱり分からない良介だった。
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　──死しに神がみ界レストール家屋や敷しき。

　壁に設置された大きなモニターには、何も映っていない。

「リサラちゃんたら、急に切るんだものぉ」

　椅い子すに座ったアルメイアが、唇くちびるを尖とがらせながらハーブティーの香かおりに鼻をひくつかせた。

「あら、良い香りね」

　コロリと機き嫌げん良さそうな表情を浮かべる。その無む邪じや気きな様子に、対面に座っているサイラは思わず苦く笑しようしてしまった。

「ホント、お義姉様は無邪気なんだから」

「あら、そうかしら？」

　アルメイアがキョトンとサイラを見る。サイラは苦笑を強くしながら、ティーカップの中でスプーンをくねらせた。

「そうですよ。さっきまで、リサラに連れん絡らくを一方的に切られたって怒おこってたでしょう？」

「……そうそう。酷ひどいと思わない？　母親との連絡を、挨あい拶さつもなしに切っちゃうなんて。私、嫌きらわれちゃったのかしら」

「若い子の恋れん愛あいを笑ったら、普ふ通つうは怒りますって」

「サイラだって笑ったのにぃ」

　アルメイアが唇を尖らせる。その抗こう議ぎにサイラは軽く肩をすくめて、ティーカップに唇を付けた。

「ふぅ……お義姉様、私はただの叔お母ばですよ。実の母親が笑うのとは重みが違ちがいますって」

「だってあの堅かた物ぶつのリサラちゃんが、女の子女の子してるんだもの。嬉うれしくなっちゃって、つい」

　うじうじと、その巨きよ大だいな胸の前で両人差し指を突つき合わせて、アルメイアはサイラを上うわ目め遣づかいで見上げる。

　その子供っぽい仕草に、サイラは思わず額に手を当てた。これで、本当にレストール家の当主代行なのだろうか。

　レストール家。王家が失しつ踪そうした死神界にあって、その秩ちつ序じよの中心ともいうべき準王家の地位にある名門中の名門だ。その勢力も死神界随ずい一いちであり、家いえ柄がらと実力で死神界を統すべているといっても過言ではない。

　ただ本来の当主であるサイラの兄、シグムントは既すでに他界していた。そのため妻であったアルメイアが、娘むすめのリサラが成長するまでの間、当主代行を務めている。もっとも名門だけあって一族は多く、その中でリサラが跡あとを継つぐことへの反対意見も根強い。もちろんアルメイアが当主代行であることへの、反発も強いものがあった。

（ウチの旦だん那なとかね……）

　サイラの夫であるシゲイルもまた、つい先日アルメイアやリサラに反旗を翻ひるがえしたばかりだ。奪うばわれたエッチな本の回収という、頭が痛くなる目的ではあったが……。

「そういえば、シゲイルさんはどうなさってるの？」

　タイミングよくアルメイアが、尋たずねてきた。そのどんぴしゃのタイミングに、一いつ瞬しゆん心臓が止まったかと思ってしまったサイラだ。

「どうしたの？」

「よく私が旦那のことを考えてたって、分かりましたね」

　人差し指を顎あごに当てて、アルメイアが少し考える素そ振ぶりをする。

「う～ん。なんとなくかしらぁ」

「まったく。お義姉様はやりにくい……。旦那は、適当にエッチな本を渡わたしたら大人しくしてますよ」

「あらあら、それだけ～？」

「どういうことです？」

「サイラちゃんが、夜も満足させてあげてるとかぁ」

　ニヤニヤと笑いながら、アルメイアがその豊満な肉体をクネクネと身み悶もだえさせる。その意味することが、即そく座ざに分かってサイラは思わず肩を怒いからせた。

「お、お義姉様！」

「あー顔が赤いー。図星なのね」

「だからっ」

　アルメイアの言うとおり、サイラの顔は真っ赤だ。自分で自覚出来るくらい、熱くなってしまっている。

　その様子に、背後でメイドが二人思わずクスクスと笑っている。

　なるほど、こういう時に笑われるとものすごく恥はずかしい。リサラが怒った気分が、とてもよく分かってしまったサイラだ。

「あ～あ～、羨うらやましいわぁ。私もあの人が死んでから長いでしょぉ。まだまだ若いつもりだしぃ、独ひとり寝ねが寂さびしいわぁ。はぁぁぁ、リサラちゃんや美菜ちゃんがいなければ、良介くんにお願いしたいのになぁ」

「お義姉様、冗じよう談だんでもそーいうことを言わないように」

　がっくりと肩を落として、サイラはアルメイアを見上げた。

「それよりも、その美菜です。大おお倉くら美菜が《イレギュラー》だとしたら、どうします」

　サイラの言葉に、アルメイアが少女の顔から大人の顔へと変わった。

「その情報は、ごく一部に留とどめておきましょう」

「一部と言うと、私達と大倉美菜を護衛する死神あたりまでですか」

「ええ。レストール家も一枚岩ではないし、そもそも《雷神の雹テイールハガル》の息が掛かかった死神が一族の中にもいるようだから」

《雷神の雹テイールハガル》。今の死神契けい約やくに基もとづいたシステムに反対を唱える、死神至上主義者達の秘密結社だ。死神が人間の一生をサポートして、その代だい償しようとして人間が死ぬ際に放出する霊れい力りよくの塊かたまり『ライフジュエル』を受け取る。その霊力は死神界では基本的なエネルギーとして、社会を支えている。

　しかし《雷神の雹テイールハガル》の死神達は、人間よりも死神を格上の存在とし、人間をパートナーではなく霊力を搾しぼり取る家か畜ちくとして見るのだ。

　家畜のサポートなどいらない。今すぐにでも死神が人間を支配する世界にすべきだ。そう彼らは唱え、今のシステムを破は壊かいすべく死神界で蠢うごめいている。

「でも、ガルダーブロウグの目的はどこにあるのかしらね。彼はもう《雷神の雹テイールハガル》を掌しよう握あくしたと言うけどれど」

　アルメイアがモニターに一人の死神の姿を映した。縄なわで編み込んだような金色の仮面を被かぶり、黒装しよう束ぞくに身を包んだ男だ。

　メイズ・ガルダーブロウグ。スタンザと呼ばれる、生きている死神では数名しかいない、特別な功績や強大な力を持つ死神にだけ与あたえられる名めい誉よ称しよう号ごうの第六十九を持つ、《雷神の雹テイールハガル》の死神だ。

《雷神の雹テイールハガル》の高級幹部であり実戦部隊《四し雷らい斧ふ》でもあった彼は、他ほかの幹部達を抱だき込み、あるいは追い落とし、組織を完全に手中に収めていた。

「それはやはり、今の死神界と人間界の関係を打破して、死神が人間を支配する世界を作ろうとしているのでは？」

　サイラの答えに、アルメイアが小首を傾かしげる。

「だったら、何も《雷神の雹テイールハガル》を掌握することないんじゃないかしらぁ。だって《雷神の雹テイールハガル》の目的も同じでしょう？」

「やり方が生ぬるいって思ったんでしょう。従来の《雷神の雹テイールハガル》は、基本的に各死神組織に内通者を作って乗っ取るやり方ですからね」

「なら、ガルダーブロウグは違う方法を？」

「あまり考えたくはないけど、直接的な武力に訴うつたえる可能性があるかもしれませんわね」

　そう言ってからサイラは「はぁ」とため息を吐つくと、アップルティーを一口飲んだ。

「戦争を起こそうというわけ？　死神界内で戦争なんて、七十年近く起きてないのよ？」

「だからあまり考えたくはないと、言ったじゃないですか。でも、ガルダーブロウグの動きを見ていると、そう思えて」

「その根こん拠きよは？」

　じっとアルメイアがサイラを見つめる。

「《イレギュラー》」

　サイラの言葉に、アルメイアがはっとした顔をした。

「《イレギュラー》の霊力は、それだけで死神界に蓄たくわえられた霊力に匹ひつ敵てきしますから。私達との戦争に備えているのでは？」

　サイラの言葉に、アルメイアが小さく首を左右にした。

「ガルダーブロウグが奪った良介くんの魂たましいに隠かくされていた《ファヴニール》は、それだけで無む尽じん蔵ぞうの霊力を蓄えた存在だわ。何しろ人間の良介くんが、《折れた剣けんグラム》を覚かく醒せいさせられた程ほどのね。最初は、ガルダーブロウグもその力を使って、世界を変えようと考えていたそうよ」

「どこからそんな情報を手に入れたんです？」

「《四雷斧》だったライファン・ピグノートちゃんからの情報よ」

　レストール家傘さん下かでありながら《雷神の雹テイールハガル》の高級幹部だった少女だ。良介に倒たおされ、気が付けば今やその協力者となっている。もっともサイラは、アルメイアが既に接せつ触しよくしていることを知らなかったが。

「でも《ファヴニール》に蓄えられた霊力を使ったガルダーブロウグは、良介さんに敗北したでしょう？　だから、違う方法を目もく論ろんでいる。でもその方法までは、ライファンちゃんは知らないそうなのよぉ」

「お義姉様には、どうやら心当たりがありそうですね」

「《ファヴニール》は、それと一体化した死しに神がみを竜りゆうとする。そんな伝承を思い出したの」

「竜？　そんな想像上の化け物を出されても」

「人間は霊力を生み出すけれど、使うことは出来ないわ」

　アルメイアが、死神にとって初歩の初歩というべき常識を口にし出した。その意図は分からないが、サイラも言葉を続ける。

「死神は霊力を使えるけれど、生み出すことは出来ない」

「その通りよ」

「子供が最初に教わることでしょう、こんなことは」

「でも、例外がいるでしょお？」

「王族ですか。死神界の王は、自ら無尽蔵の霊力を生み出し、使うことが出来る完結した存在だった、でしょう。でも最後の王族も失踪していて、今の死神界には居ませんわ。だからレストール家が、準王家としてとりまとめているんですからね」

「《ファヴニール》と一体化して竜となると、自分で霊力を生み出せるそうよ」

　アルメイアが平然と言って、ティーカップに唇くちびるを付ける。その切せつ迫ぱく感の欠片かけらもない仕草に、サイラは思わずその言葉をそのまま流しそうになってしまった。

「って、お義姉様。それは本当なんですか？」

「伝承よぉ」

「伝承でもです。もしそれが本当なら、ガルダーブロウグが王を名乗ることだって……」

「あり得るわねぇ。でもね、ガルダーブロウグはまだ名乗ってないでしょう？」

「それはそうですけど」

「《イレギュラー》よ」

　唐とう突とつにアルメイアが話題を戻もどしたせいで、サイラは思わず目をパチパチと瞬まばたかせてしまった。

「は？」

「《ファヴニール》と一体化して竜になるためにはね、膨ぼう大だいな霊力が必要なそうよぉ」

「そのための《イレギュラー》だと？」

「可能性よぉ、あくまでも。でもでも、竜となって王を名乗るガルダーブロウグが戦争を起こしたら、死神界は大混乱に陥おちいるでしょうねぇ」

「レストール家をよく思っていない家々が、ガルダーブロウグに付く可能性も、否定は出来ませんね」

「ええ。しかも王族が継けい承しようして来た《旧ふるき五つ》の一つ《不幸の運び手テュルフィング》を、ガルダーブロウグは手にしているでしょう」

「レストール家から盗ぬすみ出したものですけど」

「王族が失しつ踪そうした後、《旧き五つ》の管理は準王家の仕事だったのよねぇ」

　吞のん気きに言いながら、アルメイアはレーズンの入ったスコーンをひょいと口にした。もぐもぐと咀そ嚼しやくして飲み込み、ハーブティーを一口飲む。

「ふぅ、美お味いしいわぁ」

「お義姉様、何を吞気に」

「あのねサイラ。盗まれたのは一つじゃなくて二つなのよぉ」

　悪戯いたずらが見つかった子供のように、アルメイアが視線を逸そらし頰ほおを小さく指先で搔かく。

「は？」

「レストール家が管理を始めた時、《旧き五つ》は《折れた剣グラム》を筆頭に、《不幸の運び手テュルフィング》《龍りゆう殺しの剣リジル》《殺さつ戮りくの剣ダーインスレイブ》の四つだけだったわ。一つは既すでに紛ふん失しつしてたの」

「では、その一つが？」

「ううん。《ダーインスレイブ》もガルダーブロウグに盗まれちゃってるのよねぇ。内ない緒しよよ？」

「な、内緒よって。《旧き五つ》は、世界が作り直されたという黄昏たそがれの戦い以前から伝わる、王家の秘宝でしょう！」

「怒おこっちゃいやよぉ。私の代で盗まれたんじゃないしぃ」

「……まったくレストール家の管理はどうなってるのかしらね」

「あははは。とにかく、《イレギュラー》がガルダーブロウグの手に渡わたれば、死神界で戦争が起きる可能性があるってことでしょう？」

「《旧き五つ》の二つまでもが渡っていれば、王としての信しん憑ぴよう性も高まるわけですしね」

　ジロリとアルメイアを睨にらみながら、サイラは言った。その視線にアルメイアは、「意地悪……」ともごもごしてしまう。その仕草のせいで、サイラは怒る気力を根こそぎ奪うばわれてしまった。苦く笑しようしながら、話を前に進める。

「ま、とにかく大倉美菜を守る必要があるでしょうね」

「そーなのよぉ。リサラちゃんや良介くんに任せてはあるけど、陰かげから見守る役も必要でしょう？」

　パァッと顔を明るくして、アルメイアが言う。

「確かに、それはそうでしょうけど」

「問題は、口が堅かたくて信用出来る腕うで利ききの死神が誰だれかということよねぇ」

　アルメイアが、大きすぎる胸を下から支えるように腕を組む。

「戦せん闘とう力のある死神はみんな、《雷神の雹テイールハガル》の息が掛かっていたり、リサラちゃんや私を追い落としたい一族の息が掛かっていたりして……情けない話、手て駒ごまが全然ないのよねぇ」

　チラリチラリと、アルメイアがサイラに視線を投げてくる。

「…………はぁぁぁぁ。私に行けと？」

「あらぁ。サイラちゃんってば、読心術でも出来るのかしらぁ」

　拍はく手しゆしながらニコニコとした笑えみをアルメイアが浮うかべる。そのわざとらしすぎる仕草に、サイラはうんざりと答えた。

「かしらぁじゃないでしょう。そんなあからさまな視線を投げておいて……お義姉様ったら」

「もうっ、怒っちゃいやん」

「怒ってませんって、はぁぁぁぁ」

　こめかみに人差し指を当て、サイラは大きく息を吐いた。アルメイアが兄に嫁よめ入いりしてからこのかた、いつもいつもそのお願いには全く逆らえないサイラなのだ。

　死んだ兄もそうだったし、リサラも逆らえていないことを考えると、アルメイアという女性はレストール家にとって天敵かもしれない。

　そんなことを考えた後、サイラは一度息を吐はいてから思考を切り替かえた。

「大倉美菜は、あのキュールと友達になってくれてるみたいだし、仕方ないわね」

　自分の娘むすめながら、腹黒くて性格が曲がっているキュールだ。そんなキュールと友達になってくれるなんて大倉美菜は、とても、非常に、滅めつ多たにない、貴重、いや今後ないかもしれない存在だ。

「でもサイラちゃん。リサラちゃんや本人には」

　アルメイアの言葉をサイラは遮さえぎった。

「分かってますよ。あの子達はあの子達で、とても大事な時期なのでしょう。そこを大人が邪じや魔まするなんて、野や暮ぼな真ま似ねはしませんから。そっと陰から、ね」

　軽くウインクした瞬しゆん間かんだ。

「ありがとぉぉぉ、だからサイラちゃん大好きよぉ！」

　全力でアルメイアが抱きついて来た。決して太っているわけではないが、その巨きよ大だいな胸だけでも相当な重量だ。そこに、年相応にやや肉が付いているアルメイアだ。全ぜん般ぱん的に年の割には引き締しまりスレンダー気味なサイラには、その体重は……重すぎた。

「キャンッ」

　アルメイアに包まれたまま、サイラは勢いよく床ゆかに転がった。

「もがっ……がっ、もがががっ」

　息が出来ない。何も見えない。柔やわらかく温かい何かに、頭が包まれてしまっている。振ふりほどこうと顔を振っても、共にたゆんたゆんと動いて、塞ふさがれたままだ。

「んっ、あんっ……んっ、サ、サイラちゃん、ちょっとぉ」

　肉が、何か言っている。

　バタバタともがき、両手で顔を塞ぐ肉を握にぎる。柔らかく指が吸い込まれていく。

「ふあぁぁんっ。ん、んっ、もうっ、独ひとり寝ねが寂さびしいって言ったけど、こんな所で……あはん♡」

　何か喘あえいでいる。が、そのせいかますます肉が顔に押しつけられてくる。

「もがっ、げふっ、もがががががっ！」

　必死になって摑つかんだ肉を押し返す。

「んっ、あっ、も、もぉ情熱的ねぇ、サイラちゃんっ」
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　何をしても、何か喘ぎ声が返ってくるだけで肉は……どかなかった。

　三分後。メイド達に救出されたサイラは、呼吸困難で失神しかけていたのだった……。




　　　　※　　　※　　　※




　桃もも園ぞの学園高等部校舎屋上で、つばが大きく広がった黒い円えん錐すい形の帽ぼう子しに黒いローブを羽織った魔ま女じよ姿のまま、キュールは金かな網あみ越ごしにグラウンドを見下ろした。

「分かりませんわ」

　背後からの返答は、ない。

「……分かりませんわ」

　今度は、目いっぱい深刻な声を出してみる。

　背後からの返答は、ない。

　仕方なくキュールは振り返り、ベンチに座ってホットドッグを食べている二人の間に頭を突つっ込んだ。

「分かりませんわ」

　セクシーなドレス姿の福ふく宗むねイリアはそれでも無視したまま、屋上へ呼び出す代だい償しようとしてキュールが買ったホットドッグを貪むさぼり食っている。が、ライファンは、やれやれと頭を振った後にホットドッグを置いてキュールを見た。

「はぁぁぁ、何が分からないんだい？」

　その様子に満足して、キュールは再び金網越しにグラウンドを見下ろす。

「三人の様子が、どうも昨日からおかしいんですの」

「三人って、もぐもぐ、もしゃラふぉ、りょうふけに、ゴクン、美菜のことぉ？」

　ホットドッグのソーセージを頰ほお張ばりながらイリアが聞いてくる。

「リサラお姉様に、良介さんに美菜さんって言いたいのなら正解ですけど、行ぎよう儀ぎが悪すぎますわよ」

　うんざりとキュールは答えた。見下ろしているグラウンドの端はしでは、黙だまったままの良介とリサラ、そして対照的に一人で喋しやべっている美菜が、休きゆう憩けいを取っている。

　二年Ｂ組の学園祭の出し物が喫きつ茶さ店てんクラブピーチのため、リサラも美菜もセクシーなナイトドレス姿で、良介もまたホストとして執しつ事じ姿だ。

　普ふ段だんからよく三人一いつ緒しよのため、クラスメイトが気を利きかせて同時に休憩時間を取らせてあげたのだが、今はそれは余計なお世話のようだ。

　かなり気まずい空気が流れている。

　普段であれば一番口数が少ないのは美菜だ。良介とリサラがくだらないことで漫まん才ざいしているのを、美菜がニコニコ見ているのが日常の風景なのだ。

　が、今日は美菜が一人で喋っている。

　どう考えても、この状じよう況きようはおかしい。

「なるほどね。確かに、普段とは違ちがうようだ」

　立ち上がったライファンが、キュールの横に並んで三人を見下ろした。

　男性として桃園学園に通っているためホストとして執事服を着ているライファンだが、本当ははち切れんばかりのバストを持つ女の子だ。

　そして、キュールとしては油断ならないことに良介に、何やら気がある節がある。出来れば相談などしたくはなかったが、親しい知り合いが人間界に（死しに神がみ界もだが）少ないキュールとしては、相談相手として背に腹は代えられなかった。

「なるほどねぇ。こりゃ確かにリサラのヤツ、何かあったわねぇ」

　ソーセージをもぐもぐと食べながら、イリアもまたグラウンドを見下ろした。口元のケチャップを舌先でペロリと舐なめながら、目はニヤニヤと笑っている。

　現役グラビアアイドルでもあるイリアだが、その豊満なボディの中で最も目を引くバストは──術式による偽にせ胸ちちだ。真実は、貧ひん乳にゆうのリサラの上を行く貧しさだったりする。そんなこともあって、死神養成学校の同級生であるにも拘かかわらずリサラとイリアは、犬けん猿えんの仲でもあった。

（それでも、リサラお姉様に関してよく知ってるんだから、仕方ありませんわ）

　少々さみしくなった財さい布ふの中を気にしつつ、キュールは心の中でぼやいた。

「二人とも、様子がおかしいのは分かってくれましたわね？」

　キュールの確かく認にんに、イリアとライファンが頷うなずく。

「でも、昨日は帰るまで普通だったと僕は記き憶おくしているけどね」

　ライファンの言葉に、今度はキュールが頷いた。

「まさしくですわ。キュールが家に帰ってみたら、良介さんとリサラお姉様の様子がおかしくなってたんですの。あげくに、リサラお姉様が良介さんと美菜さんの話は禁止とか、わけが分からないことを言い出して」

「ふ～ん」

　しげしげとイリアが、グラウンドのリサラを観察する。そして、かなり悪い笑え顔がおを浮かべた。

「何があったかまでは、イリアには分からないけどぉ。これはあれよね」

「あれとはなんですの？」

「リサラさんってばぁ、良介くんのこと避さけてる感じ？」

「まあ見ればその通りだけど、珍めずらしいこともあったものだね」

　イリアの感想に、ライファンが声を上げる。

「見てる感じだとぉ。良介くんも美菜さんを避けてるよね。つ・ま・り」

　クルリとイリアが金かな網あみを背にして、キュールとライファンを見た。

「なんですの？」

「なんだい？」

　疑問を口にした二人に、イリアがニヤァァァァとよりいっそう悪い笑顔を作った。

「今の良介くんはぁ、フリーってことよねぇ」

　その指し摘てきに、キュールとライファンは思わず互たがいの顔を見てしまった。

「そうそう。今がチャンスじゃないかなぁ。美菜さんと何があったか分からないけど、幼おさな馴な染じみとも気まずくて、居い候そうろうで仮かり契けい約やく者のリサラにも避けられてるんだもの。良介くんをどうこうしちゃう、チャンスだってイリアは思うな♡」

「でも、何か問題が起きている時に、そ、そういうことするのはよろしくないと、キュールは思いますわ」

「そうだよね。うん、僕もそういう抜ぬけ駆がけのようなやり方には賛成しかねるな」

　キュールとライファンが口を揃そろえて拒きよ否ひすると、イリアが「あ、そぉ」と呟つぶやき、階段へと向かいだした。

「ちょっと、どこに行くんですの？」

　キュールが尋たずねると、ピタリとイリアが立ち止まり顔だけ振り返る。

「もちろん、良介くんのところ。イリアはぁ、抜け駆けでも卑ひ怯きようでもぉ、奪うばったもん勝ちだと思うの」

「なっ。そもそもイリアは、良介さんに興味とか無かったはずですわ！」

「えー、無いわけじゃないけどぉ」

　そこで言葉を切り、イリアが可愛かわいらしくしていた顔から、獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうのような顔へと表情を変えた。

　ペロリと舌なめずりをする。

「良介くん盗とられて、悔くやしがるリサラの顔が一番の目的よね。フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ、泣きながら悔しがるリサラの顔が、今から、た・の・し・み♡」

　そう言うとスキップしながら、イリアが屋上を去って行った。

　そのあまりに邪じや悪あくな顔に、キュールとライファンはその場で呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしてしまった。

　数分後。キュールは、はたと状況を把は握あくした。

「はっ。これって、このままだと良介さんの貞てい操そうの危機なんじゃありません!?」

　キュールの言葉に、ライファンも解かい凍とうする。

「確かにっ。イリアくんのことだから、何をしでかすか分からないよ」

「でも、どうすれば……」

「良介くんに直接言っても、イリアのことだからありとあらゆる手を使って、籠ろう絡らくしてくるだろうね」

「しかも、目的はリサラお姉様を悔しがらせることとか、昔っから最低だとは思ってましたけど、イリアは本当に最低ですわね」

　キュールが憎にく々にくしさを隠かくすことなく言うと、ライファンが目を閉じた。

「何か名案でも？」

　キュールが聞いても、何も言わない。

　一分ほどしてからライファンは、目を開けた。その瞳ひとみには、打って変わって何か決意のようなものが浮うかんでいる。

「ライファン……？」

「イリアの動機は不純だ」

　きっぱりと言うライファンに、キュールはどこか気け圧おされてしまった。

「え、ええ、そうですわね」

「でもね、僕の動機は純じゆん粋すいだ」

「……は？」

　何を言っているのか分からず、キュールは思わず目を見開いてライファンをまじまじと見つめた。

「分からないかい？　この僕、ライファン・ピグノートの加賀良介への恋れん慕ぼの感情は、純粋だと言っているんだよ」

「な、なななななななななななっ」

　突とつ然ぜんの宣言に、驚おどろきの声しか出てこないキュールだ。

「僕を、そしてガルダーブロウグを打ち負かした時の良介くんは、雄お々おしかった。巨きよ乳にゆうの女子しか愛せなかった僕に、男を見せてくれた。そして海岸で僕を助けてくれた時の優やさしさを、僕は忘れることが出来ない」

　驚き固まっているキュールの前で、ライファンの宣言は続く。

「だから僕は、不純な動機でイリアに盗られる前に、ものにしてみせる。そうとも、良介くんはまだ誰だれのものでもないんだ。リサラくんや美菜くんと付き合っていて、揉もめているところに割り込むのは卑怯だけど、フリーなんだから何も問題はないはずだ。そうだろう、キュールくん」

　いきなり名前を呼ばれて、キュールは馬ば鹿かみたいにキョロキョロとしてから、自分を指差した。

「そうとも、キュールくんだよ。だってキミもまた、良介くんのことが好きなのだろう？」

　ＢＯＭＢ!!

　キュールは何かが爆ばく発はつする音を聞いた。いや、何かではない。キュールの心が爆発した音だ。

　心臓は早はや鐘がねのように鳴りっぱなしで、顔は熱湯に入っているように熱く赤い。

　そして口は、陸おかに上がった鯉こいのようにパクパクと開閉するだけだ。

「どうしたのかな？」

　ライファンが不思議そうに聞いてくる。その吞のん気きというか、無神経な顔がキュールの怒いかりに火を点つけ、ショートした思考が動き出す。

「どうしたもこうしたもありませんわよっ。いきなり、なんてこと言い出すんですの!!」

　ライファンに詰つめ寄ると、平然とした顔で問い返してくる。

「では、違ちがうのかい？」

「へ？」

「だから、キュールくんは良介くんのことが好きでもなんでもないのかい？　だったら、僕には好都合だ。ライバルが一人減るわけだからね。思う存分、キミの前でアタック掛かけるとしよう」

「ダメッ、ダ、ダメに決まってますわ!!」

「どうして？」

「どうしてって、その、だから……」

　もちろん、キュールは良介が好きだ。実際に行動に移して誘ゆう惑わくしたことも、数回ある。それでも、その心を良介以外に知られたことはないのだ。少なくともキュール自身は、隠しおおせていると思っている。

　それが今、面と向かって同性に追及されているのだ。

　恥はずかしい。

　もの凄すごく恥ずかしい。

　自分の中の乙女おとめが、ダダ漏もれだった気がしてきて、居ても立っても居られなくなってしまう。

　と、いきなりライファンがキュールの頭を撫なで始めた。

「なななな、何をっ」

「キュールくん。僕に対して素す直なおに認めることが恥ずかしいなら、それはいいさ。でもね、良介くんにははっきり言うべきじゃないのかな？」

「はっきり……」

　言われてみれば、エッチな誘惑をしたことはあっても告白したことはない。

「僕はね。この肉体で、このおっぱいで誘惑をする。でも、それだけじゃないよ。しっかりと、この心の想おもいでも誘惑するつもりさ。キュールくん、キミはキミの自由にすればいいよ」

　微笑ほほえむと、ライファンはしっかりとした足取りで屋上から出ていった。

「キュールの心の想いで……誘惑……」

　呟きながら、キュールは我知らず唇くちびるに指を這はわせていた。

「馬鹿じゃありませんの、甘ったるいこと言って」

　そう憎にくまれ口を叩たたきながら、キュールは何な故ぜか自分の体を両りよう腕うででしっかりと抱だきしめた。

　目を閉じる。

　そのままじっと動かない。

　赤くなった顔が元に戻もどった頃ころ、ゆっくりと腕を解いた。

「……………………やるからには、負けませんわ」

　目を開け、背筋を伸のばし胸を張り、キュールは前へと進み出した。
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「そういえば、五人くらいで来てくれた男の子達いたでしょう？」

　ニコニコと美菜が話している。

　グラウンド脇わきのベンチで、美菜を中心として良介とリサラは座っていた。並ぶ気は無かった良介とリサラだが、半ば強ごう引いんに美菜によって座らされてしまったのだ。

「憶おぼえてる？」

　美菜が、座らされた時と同じように押し強く聞いてくる。正直良介は、その男の子達とやらを憶えていないのだが、なんとなく「ああ」と相づちを打った。

「男子校の中学生なんだって。サインして下さいとか、言われて困っちゃった」

「そうか」

　また気の抜ぬけた返事が出てしまった。それでも気にせず、美菜は機き嫌げん良さそうに話を続ける。いや、機嫌良さそうというより、今日の美菜はどこか堂々としている。良介が小さい頃から知っている、どこかおどおどとしたところが全く感じられないのだ。

「そしたらイリアさんが助けてくれたの。さすがよね、ああいうのに慣れてるなぁって」

「……まぁ、イリアはグラビアアイドルだしな」

　答えてから良介は、他ほかのクラスが出していた焼きそばに箸はしを伸ばした。もう麵めんは食べ尽くしていて、適当に紅ショウガを箸先でつつくくらいしか出来ない。それでも、どうにもこの居い心地ごこちの悪い空間からの逃とう避ひ行動になるにはなる。

「リサラは、何か困ったことなかったの？」

「ひえっ!?　え、いえ、私は別に……」

　みっともない声を上げた後、リサラが慌あわてて言い繕つくろった。やや背中を良介と美菜に見せて座っている。そして彼女もまた、麵がなくなった焼きそばの器うつわをつついている。

　いや、同じではない。紅ショウガもなくなり、つまめるわけもない張り付いた青のりを弄いじっていた……。

　その様子に、美菜が少し苦く笑しようした。

「お腹なか空すいてるの？」

「あ、あはははは、そ、そうかな。そうかもね」

　思いっきりぎこちない笑えみをリサラが浮かべる。

「なら私が買ってきてあげるね」

「えっ。美菜、でも悪いから」

「ううん、平気。私もたこ焼きとか食べたいから。良介くんと話してて」

　有う無むを言わせず立ち上がり、美菜がきびきびとグラウンドに並んだ出店へ歩いて行ってしまった。

　残されたのは、半ば呆ぼう然ぜんと美菜を見送ることしか出来ない良介とリサラだ。

　人混みに美菜が消えた。と、リサラが良介を見ることなく口を開いた。

「ねえ、良介」

「なんだよ」

「あれ、本当に美菜なの？」

　外見は誰がどう見ても美菜だ。でも、その疑問は良介も感じていた。

「やけに押しが強いよな」

「強いって言うより、強引よ。クラスの連中が私達一いつ緒しよに休きゆう憩けい時間にしたけど、私が拒きよ否ひする前にＯＫしたのも美菜だし、ここに並んで座ることになったのも美菜のせいだし」

「だな。俺が知ってる美菜は、どっちかって言うと人に引きずられるっていうか、あまり意見とか自分を出さないはずなんだけど……今日は真逆だ」

「ねえ」

　リサラが、呼びかけたまま何も言わない。

「なんだよ」

「……昨日よ」

　言いにくそうに言う。

「昨日？　あ、うん、昨日か」

　それは美菜に告白された日だ。

「本当は良介、何か言ったんじゃないの？　ううん、言わないでも行動で何かしたとか」

「なんでそう思うんだよ」

　逃にげただけの良介だ。

「上機嫌だから、美菜はああなったのかなって思ったのよ」

「いや、それはないと思うぞ。むしろ怒おこってるんじゃないか」

　告白しようとして、相手が聞きたくないと駄だ々だをこねる。なんとか告白しても、逃げ出す。最低過ぎる行動だ。普ふ通つうは怒る。

　昨日から何度も何度も考えて、毎度毎度同じ結論に至る良介だ。

　なのでリサラに、

「そうは見えないけど」

　と言われて、ついつい条件反射で答えてしまった。

「お前の目がおかしいんじゃないか」

「なんですって？」

　リサラの声のトーンが、クンッと上がる。

「いや別に、リサラが悪いとかそういう意味じゃ」

「そうよね。良介と美菜、二人の問題だものね。私にはうかがい知れないことが、そりゃいっぱいあるわよね」

　フォローの言葉は、リサラには聞こえなかったようだ。もしくは、聞く気がない。

「いいわ。私がココに居ても邪じや魔まだろうし、休憩時間が終わるまで一人でぶらついてるわ」

　勢いよくリサラが立ち上がった。

「いやでも、美菜が買いに行ってるたこ焼きどうすんだよ」

「良介が食べればいいでしょ。お金は後で私が払はらうわよ」

「あ、おい、待てって」

　微み塵じんも待つ素そ振ぶりを見せず、リサラは足取りも荒あらく去って行ってしまった。

「いや、そんなに俺って怒らせること言ったか？」

　ボリボリと頭を搔かくことしか出来ない良介だった。
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「何よ、あの言い方！」

　歩きながら、リサラは思わず口にしていた。

「私の目がおかしい？　ええ、ええ、そりゃそうでしょうよ。どうせ私には分からない、良介にしか分からない美菜の様子があるんでしょ。だからって、おかしいはないわよ。人のこと小こ馬ば鹿かにしてっ」

　ふと、リサラは立ち止まった。

「そうよね。私には分からないことが、いっぱいあるんだわ。だって良介と美菜は幼おさな馴な染じみなのよ。私が知らないことが、あの二人の間にはいっぱいあって当然じゃない。なのに、なんで私、こんなに怒ってるんだろう」

　立ち止まったまま、空を見上げる。

　死しに神がみ界と同じ、青い色をした空だ。でも、同じ空ではない。似ているだけだ。

　それは死神と人間にも言える。

　似ている。でも、やっぱり死神と人間なのだ。違ちがう。

「良介は、どう思ってるのかしら。わた……ううん、美菜のことを」

　私と言いかけて、リサラは自分でも分からないが慌てて言い直していた。

「やっぱり普通に考えれば、美菜みたいな可愛くて女の子らしい人に告白されたら、しかも同じ人間だもの……そうなるわよね」

　当たり前で普通のことだ。

「そもそも、なんで美菜は私に告白しろなんて言ったのかしら。私は別に良介のことなんて、なんとも思ってないし。むしろ美菜のことを応おう援えんしてあげたいくらいなのに。ええ、本当にそう。本当にそう思っているんだから」

　空を見上げながら、ブツブツと呟つぶやき続ける。

「怒ってるのだって、小馬鹿にされた気がしただけで……だけで、別に良介にのけ者にされた気がしたからとか、そういうことじゃないわよ。当たり前じゃない。そんな焼やき餅もちみたいな、みっともないこと、このリサラ・レストールが良介に思うわけないし」

　どれだけ自分に言い張っても、どうも納なつ得とくがいかない。ブツブツと繰くり返してしまう。

　そんなことをリサラが五分も繰り返していると、視界の端はしにキュールとライファン、そしてイリアの姿が映った。

　グラウンド外れの茂しげみに囲まれた芝生しばふの上に、頭を突き合わせて座っているのだ。

「イリアまで？　何をしてるのかしら」

　どう見ても、イリアの顔は何か悪わる巧だくみをしている顔だ。端はたから見れば美少女が明るく笑っている顔かもしれないが、死神養成学校時代からの腐くされ縁えんであるリサラにははっきり分かる。あの笑顔の下には、邪じや悪あくな顔が隠かくれていると。

　分かりたくもない相手にも拘かかわらず、イリアのことがよく分かってしまう。

「良介と美菜も……こんな感じなのかしら」

　自じ嘲ちよう気味に肩かたをすくめるとリサラはイリア達の側そばに行くべく、そっと歩き出す。何かしら、不ふ吉きつな予感がするのだ。

「あの三人の共通項こう……良介？」

　そう思うと、気になって仕方なくなる。

　視線の先では、イリア達が何な故ぜかじゃんけんを始めている。

「順番を決めてるみたいね。でも、何のかしら」

　一いつ喜き一いち憂ゆうする様を、リサラは慎しん重ちように監かん視しし続けた。

　どうやらライファンが、何かの一番手になったらしい。一人だけ立ち上がり歩き出す。その方向は、リサラが居た場所、良介が座っているベンチだ。

　イリアとキュールが、四よつん這ばいになって茂みの陰かげからライファンを見る。

「間違いなく、良介に何かちょっかいを出す気ね……」

　こっそりとライファンの後をつけようとして、リサラは立ち止まった。

　冷静に考えれば、自分が気に掛かける必要などないのだ。なんで良介が、イリア達に弄られるのを心配しなければならないのか。

「…………」

　立ち止まったまま、リサラは考えた。

　何故？

「何故って……ええと、何故って、でも気になるから。って、でもでも別に良介が気になるとか、そーいうのじゃなくてね」

　頭を抱かかえて、自分に必死に言い訳してしまうリサラだ。

「あ、そうそう、そうよ。美菜のこと、美菜が心配だからよ。美菜が心配だから美菜が、す……」

　好きという言葉を、リサラは慌てて吞のみ込んだ。その言葉は、口にしたくなかった。

「気にしてる、うん、美菜が気にしてる良介も気になるのよ。だって美菜は、友達だから。それだけ、それだけよ」

　なんとか自分に言い訳をして、リサラはそっと良介がいるはずのベンチに向かったのだった。

　こっそりと隠れながら。
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「どうしたんだよ？」

　いきなりライファンに声を掛けられて、良介は思わず聞き返してしまった。

「な、何か用事がないと声を掛けちゃいけないのかい？」

　ライファンの声は、微び妙みように震ふるえている。秋になりつつあるとはいえ、今日は十分に暖かい。寒いとはとても思えない。その証しよう拠こに、ライファンは胸むな元もとを大きく開けているのだ。

「ん？」

「どうかしたのかい？」

「いや、その……」

　胸元から目が離はなせない。普ふ段だんライファンは術式が掛けられたブラジャーによって、胸を真っ平らにしている。男で通しているが故ゆえの行こう為いだ。

　しかし、本来の彼女のバストは九十センチジャストを誇ほこる巨きよ乳にゆうなのだ。

　そう。はだけた胸元には確かに深い深い谷間が見える。いや、それだけではなく上着もＹシャツも、しっかりと盛り上がっている。おっぱいが、服の上から堂々とハッキリと自己主張しているのだ。

「ば、ばかな……」

　リサラを怒らせてしまって戸と惑まどっていた。そのことで頭がいっぱいだった。それ故に、良介はライファンのおっぱいに全く気が付かなかったのだ。

　なんという不覚……。

（あ、いや。流石さすがに今は、他ほかのおっぱいを気に掛ける時じゃないだろ、うん）

　そう思い直した瞬しゆん間かんだ。

「僕の胸元が気になるのかい？」

　正面に立ったライファンが、のぞき込んできた。必然的に、はだけて谷間が見える胸元が思いっきり良介の目の前に来る。

　ダメだダメだと思っていても、釘くぎ付づけだ。

　少し汗あせばんだ肌はだが、よりその谷間を印象づけてくる。

　あげくに、男装なのだ。

　Ｙシャツの中に窮きゆう屈くつそうに、はち切れんばかりに詰つまっているおっぱいの、なんと素す晴ばらしいことか。上二つまでのボタンが開いていて、三つ目が今にも千ち切ぎれ飛んでしまいそうになっている。そこがまた素晴らしい。

　そのボタンが千切れ飛んだ時、見てはいけないでも見たい、おっぱいの二つのボタンが見えるはずなのだ。

（頑がん張ばるなっ、三つ目のボタン！　あ、違う、だから俺は今、そういう場合じゃ……）

　ブルブルと良介は頭を振ふる。邪じや念ねん、妄もう想そう、情欲を振り払うべくだ。

「しかし今日は暑いよね」

　ライファンが、上着を脱ぬぎ去った。

　目が点だ。驚おどろいたわけではない。目に映っているものが点なのだ。

　白いＹシャツに、少し汗ばんだ肌が、おっぱいの窮屈さもあって張り付いている。上着が取り払われたことによって、Ｙシャツしかない。

　そしてライファンは術式を掛けたブラジャーを、何故か外している。

　故に、白いＹシャツに二つの点があった。

　そこだけ、そのなんというか、ちょっとピンクだ。

「お、お、おおおおおおっ」
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　目が離せない。良介の意識が全すべて点に集中していってしまう。

「ねぇ、良介くん」

　ライファンが、呼んだ気がした。

　が、今の良介にはそのことに脳みそのリソースを割さく余よ裕ゆうはない。今、良介は重要な命題に突つき当たっているのだ。

　この点──乳ち首くびは勃たっているのかどうか、だ。

「良介くん？　おーい、良介くん？」

　窮屈そうにＹシャツにおっぱいは収まっている。その圧力に、乳首という存在はあらがい勃ち続けることが、果たして出来るのだろうか。今、この目の前にある突とつ起きは僅わずかに隆りゆう起きしているだけだ。この隆起が、まだ勃っていないから僅かなのか、勃っているにも拘らず圧力に負けて僅かなのか。

「あのぉ、良介くん？　聞こえてるかな？」

　この謎なぞは、男にとってあまりに興味深い問いかけだった。

　しかし、触さわって硬こう度どを確かめるわけにはいかない。視線だ。視線だけで、硬度を確かく認にんせねばならないのだ。

　見るだけで触る。もしそれが出来れば、良介は世界中の女の子を触り放題だ。

　見る。いや、もう睨にらむ。必死になって、目を血走らせて良介は突起を睨んだ。

「触れっ。俺の視線よっ。今こそ物理力を発揮して、視線で触るのだ！」

「な、何を言っているの……かなぁ、良介くん？」

「乳首の硬度確認だ。俺の視線が今、まさに、乳首に纏まとわり付く！」

「いや、あの、ええと……見られてて、硬かたくなっては来てるけど」

　おっぱいがモジモジと揺ゆれた。その揺れに視線もまた併あわせて、忙いそがしく動かす。

「違うっ。俺は、この目で、触って、確認、するんだ！」

　きっぱりと良介は言い切った。

「はぁい、時間切れよ。ま、それに、どう見ても失敗みたいだし」

　違う声がした。直後、おっぱいが離れて行ってしまう。

「え、あ、お、おおう!?」

　手を伸のばすことなく目で追おうとして、いきなり腕うでを摑つかまれた。

「え？」

　いつの間にか、左ひだり隣どなりにイリアが座っていた。ふにゅりと、腕が柔やわらかく温かい感かん触しよくに包まれる。

　イリアが、良介の腕を抱え込み胸に当てているのだ。

　が、しかし──この胸は偽にせ物ものだ。ライファンとは逆に、イリアは術式で貧ひん乳にゆうを巨乳にしている。初めて会ったときから、徐じよ々じよにその技術を上げ、ますます感触などを本物に近づけているとはいえ、偽は偽だ。偽いつわりだ。

「イリア、確かに嬉うれしいと言ったって、俺が偽物に心躍おどると思うのか？」

「もぉ、また術式バージョンアップしたのになぁ」

　肩を寄せて来ながら、イリアが唇くちびるを尖とがらせる。

「いいかイリア。俺は今、考えなきゃいけないことがあるんだ。からかうなら大おお平ひらとか玉たま野の先せん輩ぱいあたりにしてくれ」

「もぉ、良介くんってば分かってないんだからぁ」

　斜ななめ下からイリアが、上うわ目め遣づかいだ。さすがは現役グラビアアイドルなだけあって、媚こびた視線が良介をドキドキさせる。

「……何を分かってないんだよ」

「イリアはね、他ほかの誰だれでもなくてー、良介くんをからかいたいんだよ？」

　まっすぐに良介の目を見ながら、イリアが甘えた声を出した。イリアに弄いじられてると思いつつも、そう言われると満まん更ざらでもなくなってしまう。

「良介くんにだったらぁ、イリアは本当のおっぱいだって見せてもいいもん」

「なっ」

「そしてねー、おっきくしてもらうの」

「お、おっきくって」

「揉もんだら大きくなるんでしょぉ。イリア、良介くんにいーっぱいおっぱい揉んで欲しいなぁ♡」

「ば、馬ば鹿かっ、お前、何言ってるんだよっ」

「う～ん、何を言ってるか、言っちゃってもいい？」

　グイッと顔を、鼻先数センチまでイリアが近づけてきた。

「近い、近いぞ、なぁ」

　そんな良介の抗こう議ぎは、完全無視でイリアが口を開く。

「あのね、良介くんへの、愛のこ・く・は・く♡」

「……は？」

　言ってることが分からずに、良介はキョトンとしてしまった。

「もうっ、だから告白よっ、イリアはぁ、良介くんのこと好き好きーって告白」

「う～ん」

　腕を組み、良介は首を捻ひねった。その様子に、イリアが不ふ審しんそうに瞬まばたきをする。

「な、何よ」

「いや、何を企たくらんでるんだろうって思って」

「なっ」

「だってイリアには似合わなすぎだろ、今の。もう少し自分のキャラを把は握あくした上で、策を巡めぐらした方がいいと俺は思うぞ」

　うんうんと頷うなずきながら、良介は大おお真ま面じ目めに言った。すると、イリアが勢いよく立ち上がって見下ろしてくる。

「な、な、なっ、いくらなんでも、そんれひどいべ!!」

「え？」

「コホン、ええ、ええ、そりゃね、本気じゃないわよ。でもねっ、イリアだって乙女おとめだもんっ。女の子だから、打算とかお金とか権力とか以外にも、たまには乙女思考する時あるんだからね！」

　ガシッと良介の両りよう肩かたを摑んで、ガクガクと揺らしてくる。

「あ、いや、分かってるけど、俺には、ないって思ったから」

「あーもうっ、腹立った。この場で、イリアの所有物にして奴ど隷れいにしちゃうんだからっ」

「えっ、ちょっ、おい!?」

　イリアが全体重を良介に乗せてくる。

　ガクガクと揺らされていたこともあって逆らえず、そのままベンチに良介は仰あお向むけに倒たおされてしまった。

　その上に、しかも股こ間かんの上にイリアが跨またがる。

「さぁて、どうしちゃおっかなぁ」

「ちょ、ちょっと待てっ。こんな外で、みんな見てるしっ」

　暴れようとした良介の両手を、イリアが摑んだ。そして顔を、獰どう猛もうな猛もう獣じゆうのような笑え顔がおで近づけてくる。まるで舌なめずりをしているかのようだ。

「ねぇ、良介くん」

「ひぃぃぃぃぃ」

「今、良介くんの股間に触ふれてるものって、なーんだ♡」

「なんだって、イリアお前の──はっ!?」

　カッと良介は目を見開いた。

　スカートの中には何があるでしょう。

　答え、パンツ。

　そう、イリアのパンツが良介の股間にくっついている可能性が高い。自分のパンツ、自分のズボン、そしてイリアのパンツ。僅か三つの壁かべを隔へだてているだけで、女の子の最も神聖にして、男の子の誰もが希求してやまない楽園が、自分の股間と接触しているっ。

　目を見開いたまま、良介は自分の下半身をチラリと見た。

　イリアは、ややスカートの前がナイトドレス姿だ。そして良介の股間に跨がっているせいで、白い足がスラリと露ろ出しゆつしているだけではなく、黒いパンツがチラリと覗のぞいている。

　間ま違ちがいない。

　イリアのパンツと自分の股間が、接触している！

「フフフ、このままイリアが腰こしをぐーりぐりと動かしたらどうなるでしょう？」

「硬くなります」

　男らしく堂々と良介は答えた。その揺るぎのない姿勢に、イリアが一いつ瞬しゆん気け圧おされる。

「あ、相変わらず、こういう所は堂々としまくってるのよね、良介くん」

「はい。正確に言えば、このままでも硬度が増しそ──」

　素す直なおに、とても素直に告白していて、ふと脳のう裏りに怒おこった顔が浮うかんだ。

　リサラだ。

　ムッス──────ッと睨んでいる。

　その顔が浮かんだだけで、良介の硬度がへなへなと萎なえていく。

「え、あれ？」

　イリアが、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。次いで、再び良介の肩を握にぎってガクガクと揺らす。

「ちょっと、どういうことよっ。ここまで来て、イリアに恥はじをかかす気なのっ。なんでいきなり武装解除しちゃうの！」

「あーいや、リサラの顔が浮かんだら、なんか」

「くっ、くぅぅぅっ、魂たましいの底まで調教されてるってわけ。いいわよっ、こうなったら意地よっ、意地っ。恥も外聞もないわ。良介くんの息子むすこを、イリアが絶対に勃たせてあげるんだから！」

「いや、あの、そーいうことを大声で言うのはどーかなぁと……はおっ!?」

　イリアが、ゆっさゆさと腰をグラインドし始めた。

　良介の股間の上を、イリアのパンツが接触したまま前後に動く。シュッシュッとパンツとズボンが擦すれ合う音が響ひびいてくる。

「んっ……くっ、ど、どうっ、これで硬くならなかったら男として失格なんっ、んぅっ、なんだから！」

「くぅぅっ、て、いや、しかし」

　ますます脳裏のリサラが、ムス────ッとしてくる。そして口を開けて怒ど鳴なった。

「その前に、イリアが女として失格でしょうが!!」

　本当に叫さけんだかのような、リアリティある声だ。

　次いでスッパ───────ンと、小気味いいほどの高く乾かわいた打だ撃げき音が響き渡わたった。そして、イリアの動きが止まり、

「いだだだだだだだだ」

　後頭部を抱かかえて蹲うずくまる。

「え？」

　目をぱちくりとさせると、イリアの後ろに本物のリサラが居た。仁に王おう立だちで、良介とイリアを見下ろしている。

「良介も良介よっ。イリアなんかにデレデレしてる場合じゃないでしょう！」

　まさしく目が三角だ。

「いやだから、俺は抵てい抗こうをだな」

「言い訳しないっ。ライファンに迫せまられてる時だって、思いっきり鼻の下伸ばしてたじゃないの！」

「あ、うん……って、言うか、リサラ。ずっと見てたのか？」

「え……あ、ええと、その、やっぱりたこ焼きが気になったのよ！」

　何な故ぜか怒鳴りながらリサラが答える。

「そうなのか、まぁそれならそれでいいけど」

「ちっともよくないですわ！」

「キュール!?」

　リサラの背後に、怒鳴りながら走り寄ってくるキュールが見えた。その後ろには、胸を再び平たくしたライファンも続いている。

「なんだ、これ。どういうことだよ？」

　まだ後頭部を抱えて蹲っているイリアの下から脱だつ出しゆつして、良介は立ち上がった。

「私だって知らないわよ。良介が、時と場所も選ばないでにやけ面づらしてたのしか、私は見てないもの」

　リサラが憮ぶ然ぜんと言う。

「仕方ないだろ。男として、誘ゆう惑わくされたら我が慢まんしつつも顔はにやけるもんだ」

「我慢してたねぇ。とてもそうは思えなかったけど」

「あのなっ。俺の股間を見てみろ！」

　ビシッと良介は、両人差し指の先を股間へ向けた。返ってきた答えは、

「いやよ」

　の一言だった。

「あの、別に普ふ通つうってことを証明したかっただけでさ。ほらほら、盛り上がってないだろ？」

　チラリと、一瞬だけリサラが視線を移す。

「ま、まぁ、特になんともなさそうね」

　ちょっとだけ顔を赤くしたリサラが、空を見上げながら認める。

「だろう？　俺は反応しないように必死に耐たえたんだぞ。イリアによる極ごく悪あくな攻こう撃げきからさ」

「ゼハァゼハァ……じ、自じ慢まんするようなことじゃありませんわ」

　ようやく辿たどり着いたキュールが、肩で息をする。

「そもそも、これはどういうことなのよ、キュール。ううん、ライファンでもいいわね」

　リサラの言葉に、キュールの後ろで平然と立っていたライファンが、鼻の頭を搔かきながら横を向いた。

「いやぁ、どうと言われてもね。そもそもイリアくんが言い出したことだからね」

「なっ、最初に方向性をおかしくしたのはライファンでしょぉ！」

　イリアがガバッと顔を上げて、ライファンを睨にらむ。

「キミに言われたくないね。どうせ最初から、同じ様なことをする気だったのだろう？」

「もう少し大人しめに誘惑する気だったもんっ。それをライファンが、いきなりノーブラとか反則技わざを使うから！」

「だからって、良介くんに跨がるのは反則超こえてレッドカードだよ！」

「入れなきゃいいのよっ、入れなきゃ！」

「いいや、キミは入れるところまで突つっ走る気だったね！」

　イリアとライファンが、人目も気にせず大変下品な口くち喧げん嘩かを始めた……。

「ええと、要するに俺は貞てい操そうの危機だったのか？」

　良介が呟くと、ようやく息を整えたキュールがうんざりと答えた。

「そんなわけありませんわ。《グレイプニル》のこと、忘れてません？」

「あ……」

《グレイプニル》。《グラム》の鞘さやから作られた護身用の武器であり、《グラム》の覚かく醒せいを押さえ込む封ふう印いんだ。良介の魂の奥底に眠ねむる生きる力──エッチな魂が激しく燃え上がると、通常であれば霊れい力りよくが《グラム》に行くところを、《グレイプニル》が全すべて吸い取ってしまう。そうやって覚醒を抑おさえているのだが、その副作用として良介の息子さんへも力が行かず、硬かたくなることはなかった。

　哀かなしすぎるシステムだが、ガルダーブロウグ達に対たい抗こうするためには仕方ないことだった。

　なぜならば、《ファヴニール》をガルダーブロウグに奪うばわれた良介は、その貯金で《グラム》を覚醒させている。哀しいことに貯金というものは、何い時つかはなくなるものだ。

　そのため、無む駄だ打ちしないように《グレイプニル》で封印を施ほどこしたわけだ。もっとも、その残りもあと一回だけなのだが……。

「忘れてましたわね。その《グレイプニル》のせいで、良介さんはそーいうことは出来ませんから」

「ひどい……」

　その場に崩くずれ落ちた良介を見つつ、リサラがジロリとキュールを睨んだ。

「それはそれでいいけど、結局貴方あなた達は何をしていたわけ？」

「まだ分かんないのぉ、リサラさんはホントにお馬ば鹿かね」

　イリアがふふんと鼻を鳴らす。そして、小馬鹿にした顔でリサラを見た。

「なによ、その顔」

「馬鹿にした顔に決まってるじゃない」

　顎あごをツンと上げ、髪かみを搔き上げながらイリアがリサラを見下ろす。

「いい、リサラ。お馬鹿な上に鈍にぶくて性格がねじ曲がってるアンタにも、よぉく分かるように教えてあげるから、その耳かっぽじってよく聞きなさいよ」

　イリアの言葉に、キュールとライファンが互たがいの顔を見て、何やらワタワタと慌あわて出した。

「イリア達三人はね、誰だれが良介くんを落とすかの競争をしてたのよ。分かるかしらね」

「え、俺？」

「良介を？」

　良介は、リサラと思わず顔を見合わせて、慌てて顔を背そむけた。そのままイリアに尋たずねる。

「なんで俺なんかを？」

「簡単な話よぉ。リサラとも美菜さんともギクシャクしてそうだからに、決まってるじゃない。喧けん嘩かしてるなら、鬼おにの居ぬ間になんとやらよぉ。分かるでしょぉ？」

　イリアがクネクネと体をくねらせて、甘えた声を出す。なんというか、あからさまに作った仕草だ。

「別に喧嘩してるわけじゃないけど……まぁ、うん」

　ポリポリと頰ほおを搔いた。ギクシャクしていると言われれば、確かにその通りだ。

　告白問題のおかげで、どうにも普通には接することが出来ていない。それはリサラの良介への態度も同じだ。これでは喧嘩していると思われても仕方ないかもしれない。

「はぁ、それで良介へ妙みようなお色気を見せてたわけね。物好きというか、暇ひま人じんというか、よくやるわね」

　心底呆あきれた様子のリサラだ。そんなリサラに、イリアがまたもや小馬鹿にした顔をする。

「ま、そーいうわけだから、良介くんに興味も何もないリサラさんはぁ、黙だまってて欲しいわけ」

「そういうわけには、残念ながらいかないわよ」

「あら、ど～して～？」

「良介は今、貴方達と関かかわってる暇はないのよ」

「ふうん、リサラさんが嫌いやだからじゃなくて？」

　ニヤニヤとイリアが、リサラの顔をのぞき込む。

「わ、私は別に……関係ないし」

「あ、そ。なら、いいじゃない」

「だから、よくないって言ってるでしょう！」

「でもでも、それを決めるのは良介くんだしなぁ。ねぇ、良介くん」

　いきなり話を振ふられて、良介はつい自分を指差してしまった。

「そ、良介くん。良介くんは、イリア達に迫られて迷めい惑わくなのぉ？」

　イリアが潤うるんだ瞳ひとみで見てくる。本職はグラビアアイドルだが、たまにドラマとかにも出ているだけあって、涙なみだを流すのは上う手まいらしい。

　それでも女の子に潤んだ瞳をされると、演技だと分かっていても強く出られない。

「いや、何も今じゃなくてもさ」

「ううん、今がいいの。今、イリア達三人から一人を選んで欲しいの」

　そっとイリアが良介の胸むな元もとに両手をあてがい、頰を添そえた。

「あ、あう」

「ね、良介くん。お願いだから……」

「そ、そう言われても」

　困り果て助けを求めるべくリサラを見たが、プイッとそっぽを向かれてしまった。

　その隣となりで、キュールとライファンは「行け行け！　もう一押し！」と、イリアを応おう援えんしてやがる……。

「私も参加していいかな？」

「えっ!?」

　振り向くと、たこ焼きを二パック持った美菜がニコニコと笑っている。

「美菜っ！」

　驚おどろくリサラにたこ焼きを渡しながら、美菜が軽く頭を下げた。

「ごめんね、リサラ。大行列だった上に、一回目の前で焼き上がりなくなっちゃって、時間が掛かかっちゃったの。待ったでしょ？」

「うん、それほどでもないけど……。って、そうじゃなくて、美菜。貴方は今、なんて言ったの？　事態が分かってるわけ？」

「リサラ、そんなに怒おこらないでも平気だから」

　詰つめ寄ったリサラを、美菜が苦く笑しようしながら宥なだめる。

「イリアさんやライファンさん、キュールちゃんが、良介くんを取り合ってるんでしょう？」

　その言葉に、リサラだけではなく良介を含ふくめた全員が息を吞のんだ。その通りなのだが、しっかりと言葉にされると大問題だと、改めて気付かされるのだ。

「美菜、貴方はそれでいいの？」

　眉まゆをひそめたリサラに、美菜が微笑ほほえんだ。

「うん。いいも悪いも、元々良介くんが決めることだもの。私が決められる問題じゃないしね」

　と、良介をチラリと見てから苦笑する。

「でも、良介くんってば意い気く地じが無いから決められないかな」

　グサリと良介の心に突き刺ささる言葉だ。そして、何一つ反論出来ない。

「うーん、誰が良介くんに相応ふさわしいか、どうやって決めたらいいのかしら」

　美菜が腕うでを組んで、首を傾かたむけた。そんな美菜に、イリアが自分の胸を叩たたいて言う。

「やっぱり色仕掛けよぉ。リサラに《グレイプニル》の封印を解いてもらって、エッチまで持って行った人の勝ち！」

　そう宣言したイリアの肩かたを、ライファンが摑つかんで引き寄せる。

「だからキミは、どうしてそう短たん絡らく的なんだい。結けつ婚こんするまでは、お触さわり程度で済まして、本番は初夜に行うべきだと思うよ。それが貴族のたしなみってものだろう」

「あら、ピグノート家でしたっけ？　田舎いなか貴族でも貴族は貴族なんだぁ」

「なんだって！」

「だいたい結婚だなんだって言ってるけどぉ。死しに神がみと人間は、結婚とか禁止でしょお。どうせ非合法の愛人付き合いになるんだったら、初夜もクソもないわよ。好きなだけエッチすればいいのよ。エッチが付き合う目的だっていいじゃない」

　イリアの言葉に、ライファンがよろめく。

「な、なんて退たい廃はい的で下品なことを」

「ふんっ。イリアはね、アンタ達みたいな上品な世界だけで生きてないわけ。目的のためなら、手段は選ばないわよ！」

「はいはい、ヒートアップしてるところ悪いんですけれど、そろそろ落ち着いてくれません？」

　二人の間に割って入ったキュールが、やれやれと首を振る。

「キュールちゃんも、イリアに文句あるってわけ？」

「違ちがいますわよ。二人がヒートアップしてるせいで、グラウンドの隅すみっこだっていうのに、目立ち始めてるってことですわ」

　キュールが、自分の後ろにチラリと視線を投げた。確かに、数人の人間が何事かとこちらを見ている。

「人が見てる中で、やれ死神だの、やれエッチだのと言うわけにはいきませんわ。皆みなさん、死神だってことを隠かくして桃園学園に通っているんですから」

　声を潜ひそめてキュールが指し摘てきした。その言葉に、さすがのイリアもライファンも頷うなずくしかない。

「で、キュールから提案ですわ」

　キュールが、美菜、イリア、ライファンを見る。リサラを完全に無視してだ。

「実は、ちょっと面おも白しろいイベントが行われますの。決着に丁度いいと思うのですけど、どうでしょう？」

　そう言ってキュールは、パンフレットを一枚取り出す。

　そこには『桃園学園ベストカップル決定戦』と書かれていた。

「これで決めればいいんですわ」

　勝利を確信した不敵な笑いを、キュールが浮うかべるのだった。









　二章　のりきなひとたち










「これは、どういうことだい？」

　テントの奥から出てきた玉たま野の光ひかるが、四枚の申込用紙を机に並べる。

　ボクシング部部長を務める三年生の中心的な生徒であり、家が金持ちでしかもイケメンと、学園一のモテ男でもある先せん輩ぱいだ。もっとも、その内面はかなり残念であり、リサラにこっぴどくフラれてからは、女性面では随ずい分ぶんと大人しいとも聞く。

「玉野先輩、どうしてここに？」

　良りよう介すけが聞くと、意味も無く髪かみを搔かき上げて笑う。

「何を隠そう、この桃もも園ぞの学園ベストカップル決定戦、ラブホテルチケット一年分争そう奪だつ戦せん。の企き画かく立案は、この僕だからね」

「ラ、ラブホテルチケット一年分っ!?　なにそれ、マルベックの貧びん乏ぼう小屋より遥はるかに住みよさそう！」

　イリアが俄が然ぜん食いついた。が、そんなイリアに玉野が力なく首を左右にする。

「心の狭せまい生徒会や教師のおかげで、ラブホテルチケットは禁止になってしまったよ」

「そんなぁ」

「でもね、こうやって看板に張り出している以上は、この玉野光、噓うそは吐つかないよ」

「いやでもチケット禁止なんでしょう。どうやったって噓でしょうが」

　呆れて良介が言うと、玉野がニヤリと笑い胸を張った。

「これを見たまえ」

　紙切れを玉野が取り出した。そこには、玉野の家の住所とフリーパスという文字が印字されている。その横に、更さらに鍵かぎを置く。

「なにコレ？」

　リサラがひょいとのぞき込み、首を傾かしげた。その様子に、玉野がフフフと含み笑う。

「もちろん。僕の部屋へのフリーパスだよ。一年間、好きな時に来て、好きな時に僕とエッチ出来るチケッ──ああっ!?」

　ビリビリとイリアが破り捨ててしまった。

「はぁぁぁ、くだらない話はいいかなぁ、もう」

「うう、頑がん張ばってゆうべ作ったのに……」

「玉野先輩、イリア達の申しん請せいの何ど処こに問題があるのぉ。ぱっぱと説明して欲しいなぁ」

「[image: うだくてん][image: うだくてん]、だってこのイベントはベストカップルを観客投票で決めるイベントだよ？　それが、なんでみんな相手が加か賀が良介なんだい。そもそも、カップルじゃないだろ、キミ達は」

　玉野が申請書を叩く。

　そこには、

　──福ふく宗むねイリア＆加賀良介

　──キュール・ゼリア＆加賀良介

　──大おお倉くら美み菜な＆加賀良介

　──ライファン・ピグノート＆加賀良介

　と、四枚のカップル名が書かれた申請書があった。

「そもそも、このライファン・ピグノートって、ウチの生徒じゃないだろう」

　玉野が、執しつ事じ服ではなくチェックスカートとブレザーの制服を着た爆ばく乳にゆう女子となったライファンを見上げる。

「[image: うだくてん][image: うだくてん]、なんて素す晴ばらしいおっぱいだ。ずるい、狡ずるすぎる」

　ブツブツと玉野が、胸を見ながら呟つぶやく。

　これが男子として学園に通っているライファンだと、全く気が付いていないらしい。ライファンは玉野の父親の隠し子として人間界に潜せん入にゆうしており、玉野とは一つ屋根の下にいるのにだ。

「とにかく、こんな重じゆう婚こんみたいなのは、うらやま……ずる……おかしい！」

　ドンッと玉野が机を叩く。

　と、そんな玉野へキュールが顔を近づけた。両手を顔の前で握にぎり、祈いのるような顔だ。

「玉野先輩、キュール達が我が儘ままなのは重々承知してますの。でも、でも」

　瞳ひとみ一いつ杯ぱいに涙なみだが浮かんでいる。イリアに負けず劣おとらず、キュールもまた演技派だ……。

「どうしても、このイベントに出たいんです。そして、キュール達四人の中で、誰だれが一番女の子として輝かがやいているかを……決めたいんですの」

　良介が誰を選ぶかから、何やら話が変わっている。

「そのためには、相手の男性は決まっている方が正確な判定になると思いません？　思いますでしょう？　だから、みんな良介さんが相手になってるんですわ」

「し、しかし」

「お願いします、先輩」

「なら、いっそのことこの僕が全員の相手にだな！」

　パァァァッと玉野が瞳ひとみを輝かせて言う。

「嫌いや──じゃないですわ、ダメですわ」

「ん？」

「あーっと、ほら玉野先輩だとイケメンで輝き過ぎていて、キュール達が霞かすんでしまいますし、あはははは」

　露ろ骨こつなごますりだが、それで玉野はちょろくも満足したらしい。

「フフフ、そうかそうか。それもそうだよな、うん」

「だから玉野先輩。どうかよろしくお願いします」

「う、うん、まぁ、相手が同じだとダメなんて規定はないことはないし、羨うらやましかっただけだし、加賀良介が単なるダシなら、まぁいいか」

　何度か唸うなってから、渋しぶ々しぶと玉野が了りよう承しようした。

　もっとも、キュールがこのイベント参加を提案してから、今まで一度も良介の意思は確かく認にんされていない。が、四人の様子を見る限り、良介に拒きよ否ひ権はないらしい。

　一回、渋しぶりかけたのだが、美菜にニコニコと笑え顔がおのまま睨にらまれてしまい、何も言えなくなってしまった。

「やれやれ、よくもまぁこんなくだらないことをやるわね」

　リサラが、あからさまに憮ぶ然ぜんとした顔をする。全くもってその通りだと良介も思うのだが、目の前で順調にエントリーが処理されていく。もう諦あきらめの境地だ。

「そもそも何をやるのよ、この決定戦って」

　リサラに聞かれて、良介は力なく首を左右に振ふった。その素振りに、リサラが肩かたをすくめる。

「呆あきれた。中身も知らないのに、よく付き合うわね」

「仕方ないだろ。今の俺には拒否権ないんだよ」

「まぁ美菜には逆らえないわよね。自じ業ごう自得よ、自業自得」

「[image: うだくてん][image: うだくてん]、その通りだけどさ」

　返す言葉がなく、良介は項うな垂だれたまま頭を左右に振った。

　するとエントリーを終えたキュールが「何をしてますの？」と、わざわざ屈かがんで良介の顔を下からのぞき込んできた。

「大会内容も知らないでエントリーした自分を悔くいてるのよ」

　リサラがイヤミたっぷりに言う。

「大会内容ですの？　そんなに大したことじゃありませんわよ。並んで歩いてひな壇だんに出て、そこで自分達がラブラブだってことをアピールして、ま、最後はお楽しみですわ」

「なんだよ、そのお楽しみってのは」

　良介が聞くと、

「キュール達の勝負の肝きもですもの。内ない緒しよですわ」

　キュールはパチリとウインクをして、腕うでを摑つかんだ。

「ささ、もう時間ですから。みんな待ってますわよ」

　ニコニコとしながら、良介を引き寄せる。良介といえば、もう諦めの境地だ。キュールのなすがまま、心の中で「ドナドナ」を響ひびかせつつ会場へと向かった。




　リサラは、良介の背中を強く睨んだ。

「全くよくやるわね」

　自分でもはっきり分かるほど、不ふ機き嫌げんな響きになってしまっている。

「だったらリサラも参加すればいいのに」

　美菜だ。いつの間にか肩を並べていて、リサラを見ることなく良介の背中を見ている。リサラもまた美菜には振り返らずに、答えた。

「私が？　冗じよう談だんでしょ」

「どうして？」

「どうしてって、参加する意味が無いもの、私には」

「そうかな」

　即そく座ざに美菜が否定してくる。

「何がよ」

　リサラはイライラとした視線を美菜に投げた。すると美菜が、振り返ることなく苦く笑しようした。

「私が言わないでも、リサラは分かっているでしょう？」

「私が？　分かってる？　何を言ってるのよ」

「リサラは、良介くんのこと何も言えないと思うな」

　いきなり、美菜が意味が分からないことを言う。

　訝いぶかしんで美菜を見ていると、クスリと笑って会場へ歩き出す。

　一言だけ、言い置いて。

「私は逃にげないよ」

　その美菜の言葉に、リサラは我知らず唇くちびるを嚙かんでいた。

　視線の先で美菜が、良介と並んだ。周りにはキュールもライファンもいる。あそこは、随分と遠い。いつの間にか、良介の周りには自分の席がなくなっている。そんな風に思えてくる。

「でも、私にどうしろって言うのよ。死しに神がみなのよ、私は」

　自分自身に、リサラは言った。

　今のままの関係でいいはずだ。仮かり契けい約やくをした死神と人間。その今までの関係だけで、十分リサラは楽しかった。

　このままで、いい。変わる必要はない。

　なのに、美菜のせいで変わってきてしまっている。

　現に今、良介の側そばに自分は居ない。

「だからって、私に参加出来るわけないじゃない」

　キュールやライファンとは違ちがうのだ。良介に美菜が告白したことを、知ってしまっている。その上で、邪じや魔まをすることがリサラには出来ない。美菜を押しのけて自分が良介の前に立つ。そして告げる。

　しかし自分は死神なのだ。

　心が千ち々ぢに乱れてくる。

　ただ脚は動かない。会場に入っていく良介を見つめるだけだ。

　そう懊おう悩のうしていると、いきなり背中に声を掛かけられた。

「もしかしてリサラくん。『桃園学園ベストカップル決定戦』に参加したいのかい？」

　驚おどろいて振り返ると、玉野が探さぐるようにリサラを見下ろしていた。

「別に私は……」

「でも、じっと会場を見ているじゃないか」

「そ、それは」

「よし、この僕に任せておきたまえ！」

　いきなり玉野が、リサラの意見も聞かずに手を叩たたいた。

「は？」

「なぁに心配することないさ。この僕が、しっかりとリサラくんを出場させてあげよう」

　ドンッと自分の胸を叩く。

「いやだから、私は別にっ」

「ハハハ、恥はずかしがることはないさ。必ずやこの僕が、リサラくんを一番の彼女にしてあげよう！」

「なぁっ、い、一番の彼女って！」

　顔を赤くして驚くと同時に、リサラは玉野を睨んだ。もしかしてこの男は、良介を巡めぐって起きている問題を知っているのではないだろうか。

　それはつまり、リサラの心も──。

　そう戸と惑まどったリサラの腕を、玉野がいきなり摑む。

「さ、行くよ」

「えっ。ちょ、ちょっと!?　私は別にって言ってるでしょぉぉぉぉ」

　そんなリサラの抗こう議ぎには、全く耳を傾かたむけず玉野は強ごう引いんにリサラを引き連れて会場内へと入っていったのだった。




　　　　※　　　※　　　※




　体育館の入り口から奥の舞ぶ台たいまで、わざわざ花道が設置されていた。両りよう脇わきにパイプ椅い子すが並んで、そこそこ観客で埋うまっている。百人を切るくらいだろうか。

　司会者役の生徒が、良介とイリアの名前を読み上げる。

　仕方なく良介は、花道をがっくり項垂れ羞しゆう恥ちで顔を赤くしながら歩き出す。

「なんだってこんなことに……」

「やぁん、もうっ。ダーリンってば照れ屋さんなんだから♡」

　並んで歩くイリアが、わざとらしくお尻しりを振って抗議してきた。直後、観客席から一いつ斉せいに拍はく手しゆが起きる。中にはだみ声で「イリアちゃぁぁぁんっ！」とか、叫さけんでいる人間までいる。

　そんな声が上がるたびに、イリアは上機嫌で手を振るのだ。

「いやもう、俺いらないだろ、これ」

　良介がますます頭を下げると、イリアがますますくっついてくる。

「ダメダメ。イリアと良介くんの、ラブラブっぷりを見せるイベントなんだよ？」

「そ、そう言われても──うわっ!?」

　イリアが左腕を良介の右腕に絡からませる。

　イリアの服装はナイトドレスのままだ。胸むな元もとから肩にかけて、肩かた紐ひも以外に全く布がなくかなり過激な露ろ出しゆつ度どだ。当然袖そではなく、腋わきの下が一〇〇％露あらわになっている。

　そんな状態で腕を組むとどうなるか。

　腋の下が、直に良介の腕に触ふれるのだ。

　まだ暑いこの気温のせいで、イリアの腋の下は僅わずかに汗あせばんでいる。よく処理をされてツルツルなのに、少しジトッとする。

　その感かん触しよくは、まるで吸い付くようだ。ペットリと良介の肌はだに、イリアの腋の下が張り付いてくるのだ。

「く、くふぅぅぅっ」

　思わず妙みような声が漏もれてしまう。

　イリアの偽にせ乳ちちに抱だきかかえられるよりも、この攻こう撃げきは強力だ。激しく良介の生きる力を刺し激げきしてくる。

「ふっふっふ、良介くんの性せい癖へき、そろそろイリアにも分かってきたのよねぇ」

　ニヤニヤとイリアが笑う。

「く、くっそ、ずるいぞっ。この攻撃はずるいぞっ」

「だったらぁ、腕を振ふりほどけばいいと思うなぁ」

「え、いやだって、その……」

　右腕から猛もう烈れつな抗議の声が上がってくる。このままがいい！　と、シュプレヒコールだ。

「ふふふ、それでこそ良介くん。さ、一いつ緒しよにベストカップルを目指そうね！」

　抵てい抗こうしない良介にしめしめと笑うと、イリアはそのまま花道を進んで舞台に上がった。

「うお……」

　正面を向くと、百人近い視線が突つき刺ささってくる。そのほとんどが、敵意の視線だ。

「なんだよ、これ」

「う～ん、たぶんだけどぉ」

　腕を絡ませたまま、イリアが右人差し指で下した唇くちびるを軽く押し上げて、考えるフリをする。

「イリアってば人気あるでしょ？　ほら、アソコとアソコの人。サイン会で何回か見かけてるから、イリアのファンだと思うんだぁ」

「それと、俺が睨にらまれるのと……あっ」

　はたと気が付いた。

「そうか、お前とこんなコンテストに出てるから、彼氏だと思われて嫉しつ妬とされてるのか」

「ピンポーン。まぁ、ホントに彼氏って思われてるかどうか怪あやしいけどねぇ」

「なんでだよ」

「イリア、芸能人なんだよ？　それがなぁ、良介くんとだと釣つり合い取れなさすぎって思わない？」

「[image: うだくてん]、ま、まぁ、否定は出来ないな。てか、だったら俺とこんなコンテストに出るなよな！」

「えー、だってだってイリアはぁ、リサラの悔くやしい顔が見たいだけだし～」

「コイツは……」

　イリアの答えに、思わず天てん井じようを見上げてしまう良介だ。

「まーでもでも、芸能人のイリアと腕を組んでるってだけで、十分嫉妬の対象ってわけ。フフフ、良介くん暗い夜道には気をつけてね」

「くそっ、肌に接触されてる程度で殺されたら堪たまらないぞ。せめて粘ねん膜まく接触くらいからじゃないと」

「ね、粘膜接触？」

　イリアがキョトンとする。

「唇」

「ああ」

「舌」

「え？　あ、ああ」

「歯は茎ぐき」

「……は？」

「した」

「したはさっき言ったよ？」

「いいや、漢字が違う。下半身の下だ」

「え、ええと」

「より具体的に説明するなら、女の子にだけ咲さいてる花びらの──」

　ゴスッ。

　組んだイリアの左ひだり腕うでの肘ひじ鉄てつが強したたかに脇わき腹ばらに突き刺さり、良介は「ぐえっ」とみっともない声を上げてしまった。

「ぐ、ぐぅぅ、肝かん臓ぞうあるところはマジで痛いんだぞっ」

　その場で脇腹を押さえて屈かがもうとすると、イリアによって無理矢理立たされてしまう。

「肘鉄？　なにそれ～。ベストカップルなんだしぃ、イリアは良介くんにそんなことしないよ？　痛いって病気なんじゃないの？」

　しれっと言い放ち取り付く島もない。

『いやぁいきなりじゃれ合っているとか、本当に羨うらやましいラブラブっぷりですね』

　司会者役の生徒が、イリアの肘鉄を妙な勘かん違ちがいをして近づいて来た。この鈍どん痛つうの何ど処こに愛があるというのか……。

『それでは最初のカップルのラブラブアピールを一分間、この調子でお願い──』

　イリアがまだ喋しやべっている最中の司会者からマイクをふんだくった。

『えっとぉ、福宗イリアでーす。今日はみんな、よろしくね～♡』

　ラブラブどころか、いきなり自分のアピールだ。そして無数の「イリアちゃ──ん！」というだみ声が聞こえてくる。

『イリアの彼氏さんはね、ちょっと馬ば鹿かで間ま抜ぬけで顔も悪いんだけどぉ』

　酷ひどいことを言い出す。

『お金もないのよねぇ。どこも良いところないみたい。あははははは』

　勝手に悪い点を列挙して、一人で納なつ得とくしてやがる。

『じゃあじゃあ、なんでお付き合いしてるのか、不思議でしょぉ？　えっとねぇ……』

　イリアが、いきなり真しん剣けんな顔つきで、しかも少し照れながら良介の顔を見つめてくる。その視線に、イリアの目的がリサラへの嫌いやがらせだと知ってはいても、ドキッとしてしまう。

『良介くんはね。すっごくエッチなの……』

　そう言って、ポッと顔を赤らめてイリアが恥じらう。

「お、お前何をっ」

『あとね、エッチになるとすっごい……大きくて強くて硬かたい剣なの』

　モジモジと、している割にははっきりと滑かつ舌ぜつよく言う。

「おいぃぃぃぃぃっ。それなんか誤解受けそうなんですけど！」

　良介が叫んだ直後、怒ど号ごうが会場を埋め尽つくす。ダメだ。みんな、間違いなく良介が夜のテクニックと、息子むすこさんがすっごくてイリアを籠ろう絡らくしたと思ってしまっている。

　そもそも良介はエロ介すけとして有名なのだ。

　みんなが信じ込む下地は十二分にある。
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「よしっ。これで既き成せい事実化成功よね♡」

　イリアが小さくガッツポーズを取った。

「よしっ。じゃねぇだろっ。お前と俺はエッチしてるみたいになってるじゃないか！」

　思わず抗議した良介に、イリアがジト目で返す。

「えーだってだって、今の良介くんってエッチ出来ないんでしょ？　勃たたないんでしょ？　男として不能なんでしょ？」

「やめて、そういう言い方はやめて、三回も言わないで……」

　シクシクと泣く良介を見ながら、イリアが両手を後頭部で組んだ。腋の下が両方とも露わになる。

「だったらぁ。世間的には、もうヤッちゃってることにするしかないじゃなーい。なんなら、想像妊にん娠しんまでしちゃおっか？」

「ふっざけんな─────っ！」

「あらふざけてないんだけどなぁ。術式使えば、イリアのおっぱい出るかもよ？」

「そらまぁ、元々作り物だもんな。中に牛乳でも仕込めば出来るかもしれないけどさ」

「つ、作り物って言い方はよしてくれない？　イリアの努力と技術が詰つまった、そうドリーム。美しいドリームがコレなのっ」

　おっぱいを下から両手で持ち上げ、強調してくる。ふんにょりと柔やわらかいおっぱいがたわみ、左右がみっちりとくっつく。

　その仕草に会場の男子達は総立ちだ。

「イリア」

　ボソリと良介は名前を口にした。

「なによ」

「俺の股こ間かんとお前の胸は同じだな」

「……はぁ？」

「現実は辛つらい」

「余計なお世話よぉぉぉ！」

　スッパーンとイリアが良介の頭を叩たたき、アピールタイムは終わったのだった。

　控ひかえ室しつに戻もどると、キュールとライファンが可お笑かしそうに出で迎むかえた。最後にイリアが良介の頭を叩いたことで、本当は仲が悪いんじゃないか疑ぎ惑わくが観客に広がっているのだ。

　まぁ、本当に仲が悪いのだが。

　とにかく、キュールとライファンがイリアの失敗をクスクスと仲良く笑っていた。その脇わきで、美菜はニコニコと微笑ほほえんでいるだけだが。

「何よ、何よ、良介くんが下品なこと言うんだもん」

　ムスッとした顔をイリアがする。

「あら、自信満々だったのに、いきなり純情アピールとか、どうかと思いますわ」

　キュールが完全に上から目線だ。

「まったくだ。そもそもアピールというものが、いや、愛というものがまるで分かってないね」

　ライファンが堂々と胸を反らした。

　そこにはイリアとは違って、しっかりとリアルが詰まっている。そう九十センチの現実だ。

　そのリアルが、白いＹシャツの中ではち切れんばかりになっている。そして、双そう丘きゆうの上を通るネクタイがその膨ふくらみの大きさを更さらに強調しているのだ。

　短めのチェックスカートからは白い太ももが大だい胆たんに露ろ出しゆつし、ショートカットで中性的な顔立ちとのアンバランスが、なんともいえない色気となっていた。

「さて良介くん。次は僕達の番だね」

　そう言いながら、ライファンが良介の腕を取る。

　イリアのようにまた腕を絡からませてくるのかと思った直後、ふにゅりと良介の腕は包み込まれた。柔らかい。まるで愛に包み込まれたかのような、心地ここちのよい感かん触しよくだ。

「ば、馬鹿な……これってっ」

　呻うめいた良介の耳元で、そっとライファンが小さく小さく囁ささやいた。

「ノーブラ♡」

「ぐはっ！」

　良介は刺し激げきのあまり心の中で吐と血けつしてしまった。そんな良介を見つつ、ライファンがさらに続ける。

「僕が今日、本当の胸向けのブラジャーを持っていないのを、知っているだろう？　何しろ、さっき散々視し姦かんされたからね」

「!?」

「そうさ。さっきキミは、僕のピンクの頂上を……シャツ越ごしに見たんだよ？　それが、今またココにあるわけさ」

「おぼっ、おぼぼぼぼぼぼぼぼ」

　もう何言ってるんだか分からない良介だ。

「さ、一いつ緒しよに花道を歩こう。そうそう、歩き方に気をつけて欲しいね」

「あ、あ、あ、ああ、あるき、か、かた？」

「そうとも。何しろ、キミの腕が僕のおっぱいの中にあるんだ。あまり腕を振ふられると、おっぱいを揉もまれてるのと同じになってしまうだろ？」

「────！」

　良介の脳がショート仕し掛かけてしまう。

　今のライファンの言葉は、もしかして揉んで欲しいと誘さそっているのか？

　いや、本当にやめて欲しいという忠告かもしれない。

　だが待て。揉める時は揉む、それが男子の本ほん懐かいではなかろうか。

　ダメだっ。おっぱいという神聖な存在を揉むには、愛、愛がなければいけない。勝手に揉むなんて、服を全部脱ぬがしてしまうエッチなコスプレＤＶＤみたいなものだ。

　だったら。だったら、歩いている最中に、偶ぐう然ぜん、ついつい、腕を振りすぎて揉んじゃうなら、いいんじゃないか。ラッキースケベは天の恵めぐみだろう。

　あ、うん。偶然なら仕方ないかもな。そうそう、天の恵みに感謝するのもまた神聖な行こう為いだし。

　…………。

　…………。

　…………。

　結論。おっぱいを揉む、ではなくて腕うでを振ろう。偶然、なんかホント意図せずにおっぱいを揉んでしまうなら仕方ないのだ。

「よしっ」

　結論が出て気合いを入れた時、良介は気が付いた。

「あれ？」

　もう何故か舞ぶ台たいの上だった。隣となりではライファンが何故か、ふくれっ面つらだ。

「ふっ、激論に集中するあまり、歩いていることに気が付かなかったのか。それほど、有意義な討論だったということだな」

　良介はニヒル（つもり）に笑った。

　その場に倒たおれ伏ふして泣き出したい気持ちを、なんとか抑おさえてだ……。

『あれ、ええとキミはさっきも……』

　司会者が慌あわてて申込用紙を確かく認にんする。

『なっ、エロ介の分際で四人と付き合ってるだと！』

　司会進行の仕事を忘れて、司会役の生徒が本音で叫さけんだ。

　数秒後、会場に怒声が飛び始める。

「重じゆう婚こん罪だ！」「エロ介、絶ぜつ倫りんだったのか！」「許されない！」「世の中間違ってる！」「お前に愛を語る資格はない！」「時代は変態か！」「爆ばく発はつしろ！」「ホモになっちまえ！」「望むところだ、狙ねらってた！」「え、お前って……」

　等々、男子生徒の怒声が会場を埋うめ尽くす。

『なに、今日からは僕だけの恋こい人びとになるのだから問題ないさ』

　マイクを奪うばったライファンが、高らかに宣言をした。その宣言に、良介は思わず「は？」と首を傾かしげてしまった。

『良介くん、僕はね……キミのことが』

　じっとライファンが良介を見つめる。

「俺がどうしたんだよ？」

『ぼ、僕はだからキミがだ』

「おう」

『……コホン』

　なぜか真っ赤になった顔で咳せき払ばらいをして、ライファンが顔を背そむけた。

『あ、あー、あー、つまりその、さ』

「だからなんだよ」

『良介くんは、そのあの、僕が……す、好きかい？』

　突とつ然ぜんの問いかけに、良介は固まってしまった。その姿に、ライファンが慌てた様子で、顔の前で両手を左右に振りだす。

『あ、ああ、そのあれ、あれだよ、僕のバストは好きかなって、その、そうそう、僕のバストは好きかなってことだよ』

　重要なことだからか、同じことを二回言う。

「ああ、ライファンのおっぱいは素す晴ばらしいと思うぞ。当然、好きだ」

　どこか釈しやく然ぜんとしないものの、良介は素直に答えた。

『あ、あははは、そうかい。うん、あ、ありがとう』

　妙みように高い声で笑い、ライファンはさっさと花道を戻っていってしまった。一人でだ。

「ええと、俺はどうすれば？」

　困こん惑わくして司会者に助けを求めたが、

『ケッ、重婚野や郎ろう……ケッ』

　返答は舌打ちだった……。

「やれやれ。イリアはただの馬ば鹿かですし、ライファンさんは臆おく病びよう者ってことですわね」

　キュールが余よ裕ゆうの笑みを浮うかべながら、花道を歩いてくる。どこで手に入れたのか、黒主体でフリルが多いゴスロリメイド服だ。

「この服装ですか？　キュールのクラスの出し物は演劇ですもの。そこで使う衣い装しようの一つですわ。似合ってますでしょ」

　良介の疑問に目め聡ざとく気が付いたキュールが、答えながらニコリと笑う。

「ああ、確かに似合ってる」

　普ふ段だんからフリルが付いたドレス系の服を着ているキュールだ。ゴスロリ服を違い和わ感かんなく着こなしている。

「お世辞でも嬉うれしいですわ」

　良介の前で笑うと、優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをする。

「……あれ、キュール。お前の唇くちびる」

「ふふ、気が付きました？」

　微かすかに唇を開き閉じる。するとキラキラと唇が輝かがやいた。

「ラメ入りの口紅ですわ。他ほかにもアイシャドウとか、今日はしっかりお化け粧しようしてますの」

　そのせいか、キュールが普段より少し大人びて見える。

　まだ幼さを残した体型や顔立ちと相まって、なんともミステリアスだ。

「お化粧方法もしっかり習ってますから。たまには、こういうキュールも悪くはないでしょう？」

「お、おう」

　なんだか気け圧おされてしまう。

「ふふ、ありがとうございます」

　ふんわり柔やわらかく笑うと、キュールが司会者にマイクを渡わたすように頼たのんだ。司会者もまたキュールの雰ふん囲い気きに気圧されて、言葉を発することなく、ボーッとした様子でマイクを渡してしまう。

『ありがとうございます。呼び出し前に勝手に来てしまったので、まずは自己紹しよう介かいを致いたしますわね。中等部のキュール・ゼリアですわ。そして、フフ、今日三人目になる良介さんの恋人になりますわね』

　キュールが言うが、そのミステリアスな雰囲気に吞まれてしまったのか、良介への怒ど号ごうは飛んでこない。どこか呆ぼう然ぜんとキュールを見上げている。

　そんな空気の中で、キュールがマイクを持ったまま良介の前に立った。

　じっと見つめてくる。

「キュ、キュール」

『良介さん。本当は薄うす々うす気が付いているのでしょう？』

　しっかりとした口調だ。

「何を、だよ」

　良介はゴクリと唾つばを飲み込んでしまった。

『キュールの想おもいですわ』

　キュールの瞳ひとみが、微かに揺ゆらいだ。しっかりとした口調。堂々とした態度。それでも、その瞳が彼女の緊きん張ちようを如によ実じつに教えてくれた。

「キュール、お前の想いって、もしかして──」

　キュールが、人差し指を一本立てて良介の唇に添そえた。

『シーッ。その言葉は、キュールから伝えたいんですの』

　微笑ほほえむ。

　その微笑みは、良介が見たキュールの笑顔の中でも、一番輝いている気がする。心臓がドキドキしてくる。

　ただ何故だろう。

　怖こわくはない。

　逃げ出したい、叫んででも妨ぼう害がいしたいとは、思わない。

　どこか冷静に、キュールが言うであろう言葉が分かり、待っている自分がいる。そして、心の中でキュールに伝えるべき言葉が、しっかりとスタンバイしていた。

　それは、少し哀かなしくて辛つらくて、可哀かわい相そうなことだろう。

　でも、キュールのためにも噓うそを吐つくわけにはいかない、大事な答えだった。

『良介さん。キュールは……キュ、キュールは、あのね、キュールは』

　さすがのキュールが何度か言い淀よどむ。

　良介はそれを、どこか微笑ましく見つめていた。

『キュールは……キュールは良介さんのことが──』

『ちょっと待った──────────────────────────────！』

　耳をつんざく大音量の叫び声が、キュールの言葉をかき消した。

　キュールといえば、驚おどろきのあまりパクパクと口を開閉している。

　耳を押さえながら振ふり返ると、玉野が拡声器片手に立っていた。何故か燕えん尾び服ふく姿だ。そしてその脇わきで、何故かリサラがモジモジとしている。

「……何やってんだ、リサラ」

「私だってよく分からないよっ。なんかあれよあれよという間にっていうか、気が付いたら無理矢理連れてこられて……」

　クラブピーチ向けのドレス姿をしたリサラが、言い訳がましく言う。

『お、お姉様、今のはちょっと酷ひどすぎるんじゃありません！』

　立ち直ったキュールが、マイク片手にリサラを指差した。なんだか、プロレスのマイクアピールみたいだ。

「私じゃないわよっ。やったのは玉野先せん輩ぱいでしょ！」

『ふふん、そうは問屋が卸おろしませんわ！　だってその格好、どう考えてもベストカップルを決めるこのコンテストに参戦しているのでしょう。ということはつまり、今のお姉様はそこのゴミとカップル。でもっ！』

　ビシッとゴミこと玉野を指差す。その先では、ゴミ呼ばわりされた玉野が引きつった笑いを浮かべている。

『このゴミとお姉様がカップルになるなんて、あり得なさすぎですわ。だってゴミだから』

　玉野がついにシクシクと泣き出した。

『つまりっ。リサラお姉様は、キュールの告白を妨害すべく、ゴミを利用して大会に忍しのび込んだんですわね！』

「違ちがうわよっ。本当に、無理矢理連れてこられただけで」

　リサラが慌てた様子で弁明すると、その脇で玉野が涙なみだを拭ふいて断言した。

『リサラくんが大会に出たいと言っていたのは、事実だね。ふっ、そこで──』

『ほらほら、決定的証言ですわ！』

「違うわよっ。このゴミが、勝手に勘かん違ちがいしただけなんだからっ」

　キュールとリサラが言い合いを始めた。そして玉野は「この優やさしい僕が、リサラくんのために一ひと肌はだ脱ぬいだというわけさ。そう、この優しくイケメンな玉野光がいなければ、リサラくんは一人涙をしていたというわけさ」等々、延々と誰だれも聞いていないのに喋しやべり続けていた。

　独りよがりというか可哀相なヤツ──そう良介が思っていると、玉野の目からツゥと涙が落ちた。

　どうやら無視されていることに、気が付いていたらしい。単に引っ込みが付かなくなって喋り続けているってことらしい。

　だとすれば思いっきり間違った方向ではあるものの、その精神力はなかなか見事だ。少し感心してしまう良介だ。

『あーもうっ。とにかく、キュールを邪じや魔ましに来たんじゃないって言うなら、お姉様！　そこで黙だまって見てて下さる！』

　キュールが声を荒あららげた。その迫はく力りよくに、リサラは押し黙ってしまう。

『ふぅ……では、良介さん。キュールの言葉をしっかり聞いて下さい』

　キュールが良介に振ふり向く。なんというか、妙な妨害が入ったせいでさっきまでより更さらに緊張してきてしまう。

「お、おう」

『では、その……コホン』

　どうやらキュールも同じらしい。決意というものは、得てして二回目の方が難しかったりするものだ。

『あ、あーと、その良介さん。キュールは……キュールは』

　顔を赤くしながらキュールが、良介を見つめる。

『待ちたまえ』

　玉野が、またもやここぞという時に妨害してきた。キュールが思いっきり不ふ機き嫌げんな顔で、振り返る。

『なんなんですのっ。さっきから！』

『僕には認められないね』

　きっぱりと玉野が断言する。

『認められないって、キュールのお父様か何かですか？　貴方あなたにキュールのことで、とやかく言われる筋合いはありませんわ！』

　怒いかりを隠かくそうともせずにキュールが怒鳴った。その怒りに玉野は、ただ苦く笑しようを返す。

　それがまたキュールの怒りに燃料を追加した。

『初めて会った時に、再起不能にしておくべきでしたわね』

　キュールが、低く低く唸うなる。が、その危険な響ひびきを玉野は平然とした顔で受け止め、良介を見た。

『勘違いしてもらっては困るね。僕が認められないと言ったのは加賀良介、キミだよ』

「え、俺？」

　突とつ然ぜん話を振られて、良介は素すっ頓とん狂きような声で答えてしまった。

『そうとも、キミさ』

　拡声器片手に、玉野がビシリと指差しながら近づいてくる。はっきり言ってうるさい。

『僕はね、さっきからずっと見ていたんだよ。そこで分かったことがある』

「先輩、どうでもいいけど拡声器はもういらないんじゃ」

　耳を押さえながら良介は抗こう議ぎした。が、完全無視だ。

『キミは女の子達のアピールに対して、一度たりともまともに答えてないじゃないか』

「え……そ、そうかな？」

　思い返してみる。

　イリアからアピール的なものがあった気がしない。してもいないエッチを既き成せい事実化されかけただけだ。

　ライファンは、あの九十センチおっぱいの中で腕うでを動かすべきだった。確かに、それはまともに答えられなかった。けど、本当に動かしてよかったかどうか分からないし……。

『ちっが─────────う！』

　鼓こ膜まくがキンキンするボリュームで叫さけばれた。

『いいかい。彼女達の好意に対して、加賀良介っ。キミはそれを受けるか、受けないか、自分も相手に好意があるのか、ないのか。一度も態度に示してないじゃないか！』

「え……」

『要するにキミは、相手の好意から逃にげ回っているだけだ』

　その言葉が、思いっきり良介を直ちよく撃げきする。

『そんな男がだ、キュールくんのまともな告白を受ける権利はない。男としての優しさがないとしか言えないね。いいか加賀良介、キミは男を磨みがいて出直してくるべきだ』

　ぐうの音も出ない。

　美菜から逃げ出した時のことを思い出してしまう。

　卑ひ怯きようだった。

　最低だった。

　確かに、そんな自分が告白されたりするのは間違っているかもしれない。

　良介はその場に、思わずへたり込んでしまった。

　その姿に玉野が「フンッ」と鼻を鳴らす。

『分かればいい。いいか加賀良介、そもそも男子たるもの告白を待っていてどうする。男は、自分から告白するものなんだよ』

　きざっぽく玉野が髪かみを搔かき上げる。

『そうだな。後こう輩はい思いの優しい先輩であるこの僕が、真の男の告白というものを見せてやろうじゃないか』

　ニヤリと笑う。その姿にキュールが身を硬かたくした。

　キュールが良介に告白しようとしたのを、玉野はことごとく妨害した。その事実から、彼のターゲットが自分だとキュールは考えたのだ。

　が、玉野はキュールを一いち瞥べつすることもなくクルリと振り返る。

『あれ？　キュールは？』

　肩かたすかしを食くらったキュールが呆ぼう然ぜんと玉野を見た。

『ん？　ああ、キュールくんのタイミングになったのは、この燕尾服の準備に手間取ってしまったものでね』

　悪びれることなく玉野が言い、歩き出す。しゃがんだまま良介はその先を見た。そこに居るのは、リサラだ。

『リサラくん。キミには好きな相手はいるのかい？』

『は？』

　唐とう突とつに聞かれてリサラが、目を見開く。玉野が満足そうに頷うなずいた。

『なるほど。分かるぞ。キミの瞳ひとみには、僕しか映っていないね』

　当たり前である。目の前にいるのだ。しかもリサラの目が見開かれたのは、驚いただけだ。

『この玉野光。リサラくんが好きだ。そしてキミも僕が好きだ。万ばん々ばん歳ざいだっ。さあ、さあ、今こそ誓ちかいの』

　拡声器を下ろし、玉野が思いっきり唇くちびるを尖とがらせ目を閉じる。

「キッスをしようじゃないか！」

「ふざけるな！」

「ふざけないでよ！」

　玉野を挟はさんで、前と後ろから同時に怒ど鳴なり声が上がった。

　一人がリサラだと良介にはすぐ分かった。それから少し遅おくれて、自分が叫んだと良介は気が付いた。その事実に自分が驚おどろいてしまう。

　と、ゴンッという音と共に「ぐぎゃっ」と悲鳴が上がり、顔面を腫はらした玉野が床ゆかに沈しずんでいく。

　良介は見た。

　玉野の顔があった場所に、リサラのグーパンチがあるのをだ。

　どうやら右ストレート一発で、ボクシング部部長である玉野をＫＯしたらしい。

「ったく、何を考えてるのよ！」

　目を吊つり上げてリサラが怒おこっている。その怒り顔を見ていると、良介もなんだか腹が立ってきた。

「そもそも、リサラ。お前が玉野先せん輩ぱいなんかとコンテストに出るから、危ない目に遭あうんだろうが。もうちょっと気をつけろよな」

　立ち上がり、リサラに向かって言う。

「なによ、それっ。私だって別に出たくなかったけど、強ごう引いんに連れてこられたのよっ。さきそう言ったの、聞いてなかったわけ？」

　リサラが詰つめ寄ってきて、良介の間近でがなる。

「油断してるのが悪いんだよ」

　良介が答えると、リサラの人差し指が良介の胸を突つついた。

「何よその言い方。そもそも、私を一人だけ置いていったのは良介じゃない！」

「置いてって、参加したくないって言ったのはリサラじゃないか」

「あら、やっぱり良介はこのベストカップル決定戦に出たかったのね。ええ、ええ、そうでしょうそうでしょう。ずーっと鼻の下、伸のばしっぱなしだったものね！」

「し、仕方ないだろっ。男はどんな時だって、こう、その……エッチな刺し激げきには弱いんだよ！」

「あら、特に良介がだらしないだけじゃないの？　そもそも、今はこんなことしてる場合じゃないでしょ。玉野先輩の言葉、あの人にしては珍めずらしく正しかったと私は思うわよ？」

「ぐ……」

　言い返す言葉が見当たらない。

「ほら見なさい。自覚はあるんじゃないの。だったら、さっさと行動──」

　勝ち誇ほこったように告げたリサラが、急に言葉を吞み込む。

「リサラ？」

「な、なんでもないわよ。とにかくっ、こんな所で遊んでないでさっさと行動してあげなさいよね。可哀かわい相そうだわ」

「ああ……うん」

　良介は頷くことしか出来なかった。

「ん、あれ？」

　思い付くことがあって、顔を上げる。そして周囲を見回す。

　キュールがしゃがみ込んで、ブツブツと文句を言いながら床に指先で円を描かいている。観客達は玉野の乱入あたりで飽あきたのか一人もいない。司会者は……イベントが壊こわれて隅すみっこで泣いていた。

「どうかしたの？」

　リサラが聞いてくる。

「いや、このコンテストさ。美菜も参加予定だったじゃないか。どういうつもりだったんだろうと思って」

「みんなの前で、良介の答えを聞こうと思ったんじゃないの？」

「らしくないだろ、それ」

　昨日の夕方から、美菜は確かにらしくなく押しが強い。にしても、引っ込み思案で決して目立ちたがり屋とは言えない美菜が、そんなことを望むだろうか。

「みんなに……見てもらって公こう認にんカップルになりたかったとか」

「そんなの、後から言えばいいじゃないか」

「それはそうだけど。なら、引くに引けないところに良介を立たせて、何が何でも答えを引きだそうとしたとか」

「美菜は、もっと相手のことを考える優やさしい奴やつだ」

「そうね」

　素す直なおにリサラが頷く。

「第一、そんな目的ならもっと悔くやしがってるはずだろ。あの顔が、そう見えるか？」

　体育館入り口近くに、美菜が居た。

　ニコニコと微笑ほほえみながら、どこか満足そうにこちらを見ている。

「確かに、計画失敗って表情ではないわね。何を考えてたのかしら……」

「さっぱりだ」

　良介はお手上げだと頭を振ふった。

　そして、ふと気が付いた。

　今日初めて、リサラとまともに会話している。ギクシャクしたものではなく、いつも通り喧けん嘩かして、いつも通り話している。

「どうしたのよ？」

　リサラが怪け訝げんそうに見てくる。そんなリサラに、良介は笑った。

「いや別に。それより、そろそろクラスに戻もどらないと怒られるぞ」

「あ、いけないっ。大おお幅はばに休きゆう憩けい時間オーバーしちゃってるじゃない！」

「ああ。学園祭が終わるまで、こりゃ休憩時間なしだな」

「ま、仕方ないわね」

　軽く肩をすくめてリサラが笑った。

　その、今日初めて見る笑え顔がおに、良介は思わず見とれてしまった。リサラが視線に気が付き、慌あわてて顔を背そむけた。

「な、何よっ、じっと見て」

　どこかぎこちなく抗こう議ぎしてくる。

「別に大したことじゃないっていうか……あー、まぁ、うん。なんか今日初めて笑ったなって思ってさ」

　誤ご魔ま化かそうと思ったのに、良介の口からは素直な感想が出てしまっていた。

「………………そうかしら」

　数秒黙だまった後に、リサラが顔を背けたまま言う。

「そんな気がする」

「そっか。うん、そうかもね」

　うんうんとリサラが頷いた。そして、良介に振り返る。

　破顔だ。にこやかに、笑顔マックスで笑っている。

「ヘルガのこととか美菜のこととか、もーやんなっちゃうくらい色々あるけど、せっかくの学園祭だもんね。もっともっと笑っててあげるわ。嬉うれしいでしょ？」

　見とれながら良介は、しっかりと頷いた。

「行くわよ、良介、美菜！」

　花道を、リサラが軽かろやかに走って行く。

　誰だれよりも、花道を並んで歩く姿が似合うかもしれない。ふと良介は、そんなことを思ってしまっていた。




　　　　※　　　※　　　※




　炎ほのおが上がっている。

　グラウンドの中央に積み上げられた薪まきが、燃え上がっているのだ。
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　空を見上げれば、月や星が出ていてもう完全に夜だ。

　桃園学園の学園祭は土曜日曜と二日間だ。そして今日、二日目が終わって生徒達だけで楽しむ後夜祭となっていた。

　キャンプファイヤーの周りでは、生徒達が輪を作って踊おどっている。今日この日にカップルになる生徒も多いらしい。

　そんな輪を、良介はやや離はなれた場所からボケーと眺ながめていた。

　結局今日は、ガルダーブロウグもその手下のヘルガも襲おそってこなかった。《イレギュラー》候補である美菜の周りで、特に怪あやしいことは何一つなかったのだ。

　そして、結局良介は美菜には何も言えないでいた。

　こんな気分では、とても輪に入って踊る気になれない。

「むしろ美菜のヤツ、よく平気で楽しめるよな」

　踊っている美菜を見て、良介は小さく息を吐ついた。ライファンもキュールも、楽しそうに踊っている。

「女って分からねぇ……」

　ぼやきが思わず出た。

「男だって分からないわよ」

　ストンと隣となりにリサラが座ってきた。

「お前は踊らないでいいのか？」

「良介と同じよ。とてもそんな気分にはなれないわ」

　炎を見ながらリサラが答える。

「その割には、クラブピーチじゃ楽しそうにしてたじゃないか」

「せっかくのイベントだもの。楽しまないと損でしょ？　それに……」

「それに？」

　オウム返しで聞き返す。

「それに、誰かさんに笑ってないとか言われちゃったら、意地でも楽しんで笑わないと癪しやくじゃない」

「あ、あのなぁ」

「半分は冗じよう談だんよ。じっさい楽しんじゃったもの」

「半分ねぇ。だったら、どうして今はダメなんだよ」

「良介と同じじゃないかしら」

「……なるほどね」

　学園祭が終わってしまったのだ。楽しかった出来事が終わっていく。幾いくばくかの寂さびしさを感じてしまった。

　そしてその寂しさは、心にヒビを作ってしまう。その小さなヒビはきっかけとなって、あえて忘れていた問題を再び心の表層へと解き放つのだ。

「どうするのよ」

　リサラが、端たん的てきすぎるほど端的に口にした。

「どうする……か」

　どうすればいいのか、分からない。キュールへは、答えがあった。だから──告白されても、良介はどうすればいいか分かった。逃にげる気は全く起きなかった。

　でも、美菜へはどうすればいいのか、分からないのだ。

　好きだと言われた。

　愛してると言われた。

　でも良介には、どうしていいか分からない。

「もしかして良介、答えが決まってないの？」

　リサラの言葉が、良介の懊おう悩のうに割り込んできた。

「答えか」

「ええ。美菜の告白に、どう答えるか良介は決まってないの？」

「そうだな。うん、決まってない」

「だから逃げ出したわけ？」

　少し非難がましいリサラの声だ。

「うーん」

　答えがないから、逃げたのだろうか。答えがないから、怖こわくなったのだろうか。

　何か違ちがう気がする。

　ただ言えることもある。美菜からの告白を良介は、聞きたくなかった。あの告白によって、良介にとって幼おさな馴な染じみで家族のような美菜が変わってしまった。

　もう、良介が慣れ親しんだ美菜はいない。

「どうしたの？」

「いや……告白なんて聞きたくなかったって思ってさ」

　良介が呟つぶやいた瞬しゆん間かん、リサラが顎あごを取って無理矢理自分へ向かせる。そして思いっきり顔を近づけて睨にらんできた。

「な、なんだよ」

「あのね、良介」

　静かな口調だが、確かに怒いかりを感じてしまう。

「女の子が告白──ううん、女の子も男の子も同じね。好きな人に告白するって、どれだけ勇気がいることか分かっているの？」

「勇気……」

「そう勇気よ。相手のことが好きであればあるほど、告白するってことは勇気がいることなの。怖いことなの」

　真しん剣けんな、説得力のある声の響ひびきだった。

「美菜はね、そんな怖いことを勇気を振り絞しぼってやったのよ。それを答えも言わないで逃げ出した上に、聞きたくなかったなんて言うべきじゃないわ。いいえ、良介には言う資格はないわ」

　ひしひしとリサラの怒りが伝わってくる。彼女が言っていることに、間違いはない。その怒りは正当なものだ。

「分かった？」

「ああ、分かった」

　顎を摑つかまれたまま、良介は小さく頷うなずく。リサラが、顎から手を放した。ただ、まだ睨んでいる。

「なら、一つ約束して」

「約束って、何を約束すればいいんだよ」

「美菜に、ちゃんと答えて」

「いやでも……」

　答えたくても、答えがないのだ。良介は、美菜の告白にどうしていいのか分からない。

「良介、怯おびえてるだけじゃない」

　リサラの言葉に、良介は思わず目を見開いた。

「美菜に好きだって言われたのでしょ？」

「ああ」

「その事実に良介はずっと怯えてるだけで、答えを探そうとしてないでしょ。私にはそう見えるわ」

　分からないとは思う。答えが分からない。では、そこから先、答えを分かろうとしてきただろうか。答えを探してきただろうか。

　良介は、首を左右にするしかなかった。

　自分が美菜をどう思っているのか。自分が好きな人がいるのか。美菜に告白されてから、そのことを良介は考えてはこなかった。

　何な故ぜだろう。

　怖いからだ。

　美菜が変わってしまったように、好きな人を明確にすることで、自分も、自分の周りも変わってしまう気がする。

　何より。好きな人がいて、その想いが相手に受け入れられなかったら──そう考えるだけで、良介は目の前が真っ暗になってしまう。

　怖い。

　恐おそろしすぎて、今のままでいいと思ってしまう。

「良介」

　リサラが、ふわりと微笑ほほえんだ。

「その怖さを、美菜は乗り越こえたのよ。だったらそんな美菜の行動に、ちゃんと向き合ってあげるのが良介でしょ」

「俺か……」

「そうよ。女の子が宝物だっていう貴方あなたの言葉が本当なら、美菜の勇気にちゃんと向き合ってあげなきゃだめよ。だって」

　リサラが、夜空を見上げた。

「だってね。好きだって告白して受け止めてもくれないなんて、私だったら、きっと辛つらいわ。辛すぎるもの」

「リサラ、お前優やさしいな」

　良介が言うと、リサラがキョトンとした。暫しばらくしてから、顔に驚おどろきが広がっていく。

「な、何よっ、急にっ。変なこと言わないでよね！」

「変なことじゃないって。だって美菜のことそこまで考えて、美菜の立場になって考えるなんてさ。優しいし、美菜と仲が良い証しよう拠こじゃないか」

「まあね」

　リサラがなんとも言えない顔をした。苦い、ばつが悪い、困る。そんな感じがごちゃ混ぜになったような表情だ。

「どうしたんだよ？」

「ん、ううん。なんでもない」

　リサラが、俯うつむき頭を微かすかに振ふった。それから小さく息を吐き、顔を上げてキャンプファイヤーの炎ほのおを見る。

「それよりも良介。ちゃんと考えてあげてよ？」

「ああ、そうする」

　辛いことだけれど、考えることからも逃げ出したいことだけれど、リサラの言うとおり、それが美菜に出来る優しさだ。美菜を大切にするなら、考えるべきだった。

「ありがとな」

「なにがよ」

「いや、リサラに言われなかったら、考えることからも逃げてたからさ」

　良介の答えにリサラはちょっと笑みを浮うかべると「なら」と、人差し指でトンッと心臓あたりを突つついてきた。

「約束よ。美菜のことをちゃんと考えて答えを伝えること」

「おう」

　しっかりと頷く。

「そして」

「え、そして？」

「答えを伝えるまでは、他ほかの女の子にデレデレしないこと。いい、告白してくれて答えを待っている、それも美菜みたいに本当にステキな女の子がいるのよ。他の子にデレデレしたら、美菜がやきもきして可哀かわい相そうだわ」

「あ、ああ、うん。そうかな」

「そうに決まってるでしょっ。気になって仕方ないのよ？　何い時つだって見ちゃうし、考えちゃう。それなのに、他の女の子とデレデレしてたら、どれだけ辛いと思う？　腹立たしくなってぶん殴なぐってやりたくなるわよ」

　リサラが、ゴンッと自分の左ひだり掌てのひらを右みぎ拳こぶしで殴った。勢いがありすぎて、ちょっと痛かったらしい。

「つぅ……」

　左掌にフーフーとリサラが息を吹ふきかける。その様子に苦く笑しようしながら良介は話した。

「リサラ、本当に美菜のことが気になるんだな」

　ビクンとリサラが肩かたを跳はねさせた。そして息を吹きかける姿勢のまま、良介を見ることなく答える。

「女の、女の友情って濃こいものなのよ」

　そう言うと、そそくさとリサラが立ち上がった。

「いい良介。約束だからね。答えること、そして他の女の子にデレデレしないこと。いいわね？」

　見下ろしながら、リサラが強く迫せまってくる。

「ああ、分かった」

　その答えに満足したのか、リサラは小走りでキャンプファイヤーの輪へ入っていった。

　良介は、そんな彼女の背中を見つつ、少しだけ首を捻ひねった。

「なんか必死だったよな……」









　三章　おもいを口に










　それは夜の出来事だった。

　後夜祭も──良介はあまり楽しめなかったが──無事に終わった。明日あしたは学園祭の振ふり替かえ休日ということもあって、やや夜よ更ふかしをしてしまった。

　深夜のテレビを見ながら、学園祭のことを話した。

　色々とあったが、良りよう介すけとリサラは以前と同じように接することが出来た。キュールもまた、ベストカップル決定戦のことがなかったかのようにいつも通りだった。

　そして、良介は布ふ団とんに入ったのだ。

　体は正直だ。

　学園祭初日は美み菜なが誘ゆう拐かいされヘルガと戦い、夕方には美菜に告白された。二日目は二日目で、イリア達の企たくらみに巻き込まれた。結果、かなり疲つかれていてすんなりと深い眠ねむりに良介は落ちていった。

　気持ちよく、夢も見ないような深い睡すい眠みんに包まれていく。

　ふと目が覚めたのは、どれくらい寝ねてからだろうか。世界はまだ真っ暗で、朝とは到とう底てい思えない。目覚めの気分的には、眠りに落ちてから一時間といったところだろうか。

「なんだってんだ……」

　不ふ機き嫌げんに呟つぶやいて、良介は少し乱れていた掛かけ布団を引っ張って被かぶり直そうとした。

「ん？」

　布団が重い。まるで何かが乗っているかのようだ。

　それより何より、何故か両手首が手て錠じようか何かで拘こう束そくされてしまっている。いや、両りよう脚あしもだ。脚は左右に引っ張られて開かれた形で拘束されている。

「なんだ？」

　焦あせる気持ちを抑おさえて、良介は目を細くして暗くら闇やみを凝ぎよう視しした。すると、ボウッと暗闇に青い輪が浮かび上がった。その奥には、人ひと影かげらしきものまで見える。

「なっ!?」

　良介は慌あわてて拘束された両手で、慣れ親しんだ位置にある枕まくら元もとの灯あかりのスイッチを入れた。

　部屋が明るくなる。掛け布団に乗った相手がハッキリと見て取れて、良介は大きく息を吐はいてしまった。

「あのな、キュール。何をやってんだよ」

　キュールは何も答えない。ただブツブツと何やら詠えい唱しようをしている。

「て、なんだ……その刺し激げき的過ぎる格好は！」

　肩かた紐ひもが黒くやや丈たけが短いキャミソールだ。おヘソがはっきりと見える。その下には青いリボンが付いた黒いショーツだけだ。

　と、キュールが良介の右みぎ腕うでを指差した。

「《氷ラグ》」

　強く一言だけ唱える。するとキュールの前に展開されていた青い輪が、良介の腕に収束されていく。

「冷たっ！」

　まるで手錠そのものが氷になったかのような冷たさを一いつ瞬しゆん感じて、思わず悲鳴を上げてしまう。

「ふぅ。冷たかったってことは成功ですわね」

　キュールが満足そうに頷うなずく。

「成功ってどういうことだよ。あと、そのなんというか、目のやり場に困る格好はなんなんだよ」

　と言いながら、良介の視線はどうしてもおヘソに集中してしまう。

　いや違ちがう。これでも、遠えん慮りよしているのだ。

　本当は、キャミソールの膨ふくらみを見たい。

　本当の本当は、黒いショーツをガン見したい。だってチラッと見た感じ、黒いショーツの面積は小さいのだ。腰こし紐ひもはホントの紐状になっていて両サイドで結ばれている。股こ間かんは、三角形の小さめの布で覆おおっている。フリルが付いているが、布面積そのものはかなり小さかった。脚の付け根は完全に露ろ出しゆつしていて、その先にある秘境が見えてもおかしくなさそうなのだ。

　だから見たいが、良介は約束したのだ。

　美菜に答えるまでは、他の女の子にデレデレしないと。

　でも、女によ体たいの魔ま力りよく、魅み惑わくには抗あらがいがたい。

　だから、一いつ般ぱん的にはあまり性的とは言われない、おヘソを良介は見ていた。

　まだくびれきっていない、幼さを残すキュールのウエスト。その中心にあるおヘソの周りには、余計な肉は全くなかった。

　リサラの鍛きたえられたウエストとは違う、単にまだ肉が付いていないお腹なかなのだ。

「これはこれで趣おもむきがあるな」
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　うんうんと良介は頷いた。

　そう趣だ。これはデレデレしてるわけでも、エッチな目的でもない。芸術なのだ。少女から女へと変わりつつあるお腹には、神が宿っている。

「そうとも。これこそが神が造りたもうた、自然の芸術。今、この輝かがやきを目に、記き憶おくに留とどめたいと注視することの、どこが悪いことだろうか。どこがエッチなことだろうか。純じゆん粋すいな、純粋過ぎる美が、このお腹とおヘソにはある！」

「言い訳もそこまで来ると見事ですわね」

「い、言い訳じゃないぞ！」

　必死になって言うと、キュールが「はいはい」と思いっきり聞き流した。

「では、と」

　掛け布団をいきなり引っぺがす。

「なんだよ、いきなり!?」

「あら、分かりませんの？」

　キュールが良介の腰をまたいで、仁に王おう立だちで見下ろす。

「ええと、分からない方向で一つ」

「あら、良介さんらしくありませんわね」

「いやだって俺は今、そのあれだ、女の子に色々と……するの禁止中だからさ」

「フフッ」

　キュールがニヤリと笑う。

「そのことなら問題ありませんわ。キュールが解決いたしましたから」

「は？」

　思わず素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。だって良介の問題は、良介にしか解決出来ない。そして良介は、まだ美菜に何も答えてないのだ。その答えさえ、まだ結論が出ていない。

「ああっ。疲れてて考える前に寝ちゃってたじゃないか、俺！」

　思わず頭を抱かかえた良介に、キュールが目を白黒させる。が、すぐに気を取り直して話し始めた。

「いいですか。良介さんがエッチ出来ないのは、《グレイプニル》があるからですわ」

「あ、そっちのことか。まぁそうだな。《グレイプニル》のせいで、俺の生きる力がどれだけ興奮しても、全部吸われちまうからな。おかげで俺の息子むすこは、役立たず状態だ」

「その通りですわ。でも、ご安心を」

　キュールが微笑ほほえみながら膝ひざを下ろし、良介の頭の両りよう脇わきに手を突ついた。四よつん這ばい状態だ。

「な、何を安心すればいいんだよ」

「さっき右腕に氷が触ふれた感じがしましたでしょう？」

「あ、ああ」

「あれは術式が成功した証あかしなんですの」

「どういうことだ？」

「コレ、ですわ」

　キュールが手錠を指で撫なでる。

「そうだ、これなんだよっ。なんで俺はＳＭプレイされてるんだ？」

「え、えすえむ……。違いますわよっ」

　キュールが一瞬顔を赤らめてから、声を荒あららげた。

「えーだって、拘束プレイはＳＭの王道だろ？　いやでも、俺は痛いのは嫌いやだからなっ。されるのもするのも、俺の主義に反する。俺のエッチは、愛だ。優やさしさだ。痛いのは俺の主義ではない！」

　言い募つのると、ハァとため息しか返ってこなかった。

「この手錠はＳＭプレイの道具じゃありませんわよ。対術式用の術式が施ほどこされたアイテムですわ」

「対術式？」

「そうですわ。これで《グレイプニル》を一時的に凍とう結けつ封ふう印いんしてるんですの。だから一瞬、冷たく感じたんですわ」

「ほう……。するとどうなるんだ？」

「まったく、あらゆる方向に鈍にぶいんですから」

　キュールが頭を振ふる。四つん這い状態なので、ウェーブが掛かった髪かみがサワリサワリと良介の首元に触れて、なんともくすぐったい。

「《グレイプニル》が封印されて効果を失う。つまり、良介さんのエッチな魂たましいは抜ぬき取られないってことですわ」

「あ、なるほど」

「ええ、それはつまり──良介さんの、ココが使い物になるってことですわ」

「はうわっ!?」

　キュールが体を起こして、良介の股間、息子の上に座った。

「つまり、今の良介さんとならエッチが出来ますの」

　顔を赤らめながら、キュールが腰をグリグリッとグラインドさせる。

「お、おふぅっ。ちょっと待てって、俺は今っ、他ほかにも別な理由でエッチをしてはだな！」

「あら、そんなの知りませんわよ。欲ほしい物は奪うばった者勝ちだって、イリアさんも言ってましたわ」

「いやいや、アイツに影えい響きようされちゃダメだっ、ふおぉぉぉぉんっ」

　キュールが、良介の股間の上で前後に腰を擦こすり始める。

「んっ、くうんっ……イリアさんのを見てましたけど、んはっ、難しいですわね」

「やめてくれっ、今日は、今日はまだちょっと」

「いいえっ。キュールは今日ベストカップル決定戦で、はっきりと分かりましたの」

「何をだよっ」

「躊ちゆう躇ちよしてはダメなんです」

「は？」

「良介さんに告白しようとして躊躇してしまい、結局玉たま野のの馬ば鹿かとお姉様に邪じや魔まされて、好きってキュールは言えませんでしたわっ。あの時、言い淀よどんだりしないでさっさと言っていれば……言っていれば、キュールはこんなに苦しい思いしないですみましたわ！」

　叫さけぶようにキュールが言いながら、良介の胸にすがりついてくる。

「キュール。お前の気持ちは、あの時はっきりと俺に伝わったからさ」

　良介は、拘こう束そくされた手でぎこちなくキュールの頭を撫でた。

「良介さん……」

「でも俺はさ、キュール──お前の想おもいには応こたえられないんだ。嬉うれしいけどさ、俺のお前が好きってのは、そういう想いとは違うんだ。分かってくれるよな？」

　良介が諭さとすように言うと、キュールが低く笑い出した。

「フッ、フッフッフッ……ここまで来て、止まるわけありませんわ！」

　ガバッと頭を上げて、宣言する。

「ええぇっ。今、ちょっといい話だったよな！」

「そんなの知りませんわっ。世の中で一番大事なことは、事実の積み重ねですわよ！」

「はぁ？」

「キュールの初めては、良介さんに奪われたって言えば……アルメイア様も、キュールの両親も、リサラお姉様も、美菜さんも納なつ得とくしますわっ」

「あ、あのなぁっ、どう見ても奪われるのは俺だろ！」

「フッ」

　キュールが勝ち誇ほこったように笑う。

「女の涙なみだと男の涙では、価値が違いますわ。泣きじゃくれば、キュールの勝ち！」

「いっ、い─────や─────！」

「あーひっどいっ、良介さんってばこんなに純真無む垢くで清らかな乙女おとめとのエッチが、嫌だって言うんですの！」

「純真無垢じゃないっ、どこも純真無垢じゃない！」

「そーいうこと言う人には、こうですわ！」

「おふぅっ!?」

　キュールがまたグリグリと腰を動かし始める。迷めい惑わくなことに、幾いく分ぶん慣れてきたらしく、さっきまでよりもスムーズで大だい胆たんな動きだ。

「くっ、んっ、んっ、ふあぁんっ」

　しかも、なんだか色っぽい吐と息いきをキュールが漏もらし始める。

　キャミソールの下で、既すでにリサラを大きく超こえて八十はあるキュールの胸が揺ゆれる。しかもキャミソール越ごしに揺れが見えて、なんともいえないチラリズムがあって、凄すごくエッチな揺れなのだ。

「く、くそっ」

　良介は呻うめいた。見事なまでの三カ所同時攻こう撃げきだ。

　視覚──おっぱいの揺れ。

　聴ちよう覚かく──キュールの色っぽく漏れる声。

　触しよつ覚かく──股こ間かんをキュールの股間で擦られる快感。

　抗あらがおうとしても、濁だく流りゆうのような興奮に抗いきれない。男の本能とは、とても哀かなしいものなのだ。徐じよ々じよに徐々に、良介の息子さんが力を取り戻もどしてくる。女の子との戦せん闘とう態勢を整え始める。

「あんっ……やだ、良介さんの、んっ、か、硬かたくなり始めてますわ」

「く、くうぅぅぅっ」

　違ちがうんだと、良介は頭を左右に振る。しかし、自分でも分かる。哀しいほどに、反応してしまっている。

「フフフ、そしてコレですわ！」

　キュールが、何かを持ち上げた。小型のボトルだ。先せん端たんが管になっていることからすると、液体が中に入っているらしい。

「なんだよ、それ」

「初めてでもスムーズに致いたせると噂うわさの神秘のヌチョヌチョゼリーですわ！」

「ローションか!!」

　使わせてはまずいっ。良介の本能が叫んだ。

　ボトルの蓋ふたを開けることに集中したキュールの隙すきを突いて、上半身だけ起き上がる。

　そして気が付いた。

「あ、最初から起き上がればよかったじゃん俺」

「え……きゃんっ!?」

　起き上がった良介の上でバランスを崩くずして、キュールが仰あお向むけに倒たおれた。

　拘束された両手を伸のばし、ボトルを良介は摑つかんだ。

「させませんわ！」

　倒れたままキュールが握にぎった手に力を入れて、ボトルを引き寄せようとする。

「無む駄だな抵てい抗こうだぞ！」

　ボトルを引き寄せる。

「負けませんわ！」

　ボトルを放さず、キュールもまた上半身を起こす。

　股間の上に元々乗っていたキュールは、まだ両りよう脚あしを良介の体の左右に投げ出していて、太ももに乗っかる、抱だっこする形で起き上がった。

　エッチな業界用語だと、対面座位というヤツだ。

　必然的に、至し近きん距きよ離りで二人は睨にらみ合った。

「放せキュールっ。お前に大人の玩具おもちやはまだ早い！」

「キュールはもう大人ですわ！」

　互たがいにボトルを握って引っ張り合う。

　それから数回引っ張り合った時だ。ボトルが二人の握あく力りよくに、耐たえきれなくなる。

　蓋が吹ふっ飛び、ドバァァァァァァとヌチョヌチョゼリーことローションがボトルから噴き上がった。

　互いに拮きつ抗こうした引っ張り合いのさなかだ。ボトルの口は、真上を向いていた。

　噴ふん水すいのように上がったローションは、そのまま重力に従って真下へと落ちていく。

「きゃんっ！」

　キュールが小さな悲鳴を上げた。

　ローションが、ちょっと冷たかったのだ。しかもキュールの股間を守るのは、布面積が小さいショーツだけだ。

　肌はだに直接ローションが掛かかって、その冷たさにキュールが身をよじる。

　ニチャッと粘ねん質しつな音が響ひびいた。

「あんっ」

　キュールが艶なまめかしい声を上げる。

「な、なんですの、このヌルヌルとした感じ……」

　キュールが股間を見下ろした。つられて良介もまた見る。

　と、二人の股間の間でローションがヌチャァと糸を引いているのだ。艶めかしいというか、とっても下品に感じられる光景だ。

「ぬ、濡ぬれ濡れみたいだな」

「キュ、キュールのじゃありませんわよ！」

　良介の感想に、キュールが声を荒あららげる。

「分かってるよっ。てか、誰だれがどう見てもお前の持ってきたローションだろ！」

「あ……コホン、まぁそうですわね。ですが、結果的にこれで準備万ばん端たんだってことですわ」

　うんうんと頷うなずいて、キュールがショーツの腰こし紐ひもを摘つまんだ。両サイドで結ばれている部分だ。

　慌あわてて良介は、その動作にストップを掛ける。

「ちょ、ちょっと待った！」

「なんですの？」

「その結び目を解ほどくとどうなるんだ？」

「ショーツが外れますわね」

「つまり？」

「下半身が裸はだかに、キュールの一番大事なところが露あらわになりますわ」

　ドクンッ。

　良介の魂たましいが跳はねる。

　カァァァッと熱くなりだし、本能が雄お叫たけびを上げ始める。

　見たい。触さわりたい。したい。最後まで行っちゃいたい！

　理性を本能が凌りよう駕がしていく。

『約束よ』

　誰か、女の子の言葉が唐とう突とつに、本能の底から吹き出てきた。その瞬しゆん間かん、本能とも理性ともつかない心が、良介いっぱいに広がっていく。

　違う、と。

　自分が見たいのは、キュールじゃない。

　自分が触りたいのは、キュールじゃない。

　自分が最後まで行っちゃいたいのは、キュールじゃない。

　顔の輪りん郭かくが徐々にはっきりとしてくる。赤い、赤い女の子だ。

　そうだ、この赤い女の子と自分は──、

「良介っ、何をやってるわけ！」

　怒ど声せいが響いた。振ふり返り良介は、

「エッチしたい」

　なんでか、そう答えてしまっていた。

「なんですってぇぇぇぇぇっ！」

　火に油だ。怒ど髪はつ天てんを衝つくといった顔で、リサラがノシノシと荒あら々あらしく近づいてくる。

「あ、違うっ。今のは、なんか違う意味でっ。その、現状を表したり、お前に言った……ん？」

　自分の言葉に、良介が引っかかると同時に、リサラが咆ほえる。

「ドタドタとうるさいと思って来てみれば、これはどういうこと良介！」

「俺は被ひ害がい者しやなんだってばっ。ほらほら、見てよ、見てっ、この手て錠じよう！」

　両手首の手錠を、上げて目立つように良介は振った。それを見て、リサラが断言する。

「ＳＭプレイね！」

「違ちげぇよ！」

「まさかキュールと、こんなアブノーマルなことするとはねっ」

「あ、あはははは」

　キュールが、冷ひや汗あせを搔かいている。

　良介なんて冷や汗どころか、息子むすこさんは「ヒッ」と萎い縮しゆくしてしまったし、心の中では警けい戒かい警報が鳴りっぱなしだ。

　正まさしく逃にげ出したい。

「そもそも何よっ、これは！」

　ベッドサイドまで来たリサラが、指差す。

　そう、良介とキュールの股間をだ。

　はい、ヌチャヌチャです。糸引いちゃってます。

「いや、これはキュールが勝手に」

　慌てて言い訳した良介に、キュールがすぐに反論する。

「違いますわっ。ボトルを握りつぶしたのは、良介さんだって一いつ緒しよにやったことですわ！」

「それはそうだけどっ、俺がボトルを握ったのとお前が握ったのじゃ、目的が違うし！」

「でも握ったのは事実ですわ」

「だからそれはっ」

　リサラに睨まれながら、キュールと言い合っていた時だ。良介は気が付いてしまった。見てしまった。

　キュールの黒いショーツがローションでビチャビチャなのだ。

　いや、それは当然だ。そんなこと、頭では分かっている。

　問題は、黒いショーツ越ごしにキュールの栗くり色いろの髪かみとほぼ同じ色しき彩さいが浮ういていることだ。

「良介さん？」

「あ、いや、リサラと同じで、髪の毛と下の毛って同じなんだなぁと」

　カァァァとキュールが顔を赤くする。

　そして、スパァァァァァァァンと乾かわいた音が部屋に響き渡わたった。

　やや遅おくれてから、良介の頰ほおに痛みが走る。

「最低男！　約束はどうしたのよっ。美菜のことはどうしたのよっ」

「え、ち、違うんだ、ついちょっと目が、あ……」

　頰をさすることも忘れて、良介はリサラを見た。

　赤い瞳ひとみが潤うるんでいた。

　リサラが涙なみだを溜ためていた。

「真ま面じ目めに美菜の気持ちを受け止めもしないでっ、頭の中はエッチなことばかりじゃないのっ。私、私は、なんでこんなヤツのこと……知らないよ、もう！」

　腕うでで慌てて目を擦こすり、リサラが良介に背中を見せた。

　その瞬間、良介を絶望が包む。

　取り返しのつかないことを、してしまった。

　リサラの背中にあるのは、拒きよ絶ぜつだ。

　その背中が遠ざかっていく。

　止めたい。

　呼び止めたい。

　なのに声が出ない。

　そんな権利はないと心が冷れい笑しようして、叫さけびたい心を冷やしてしまう。

　リサラがドアノブに手を掛ける。

　出て行ってしまう。リサラが行ってしまう。今、何かを言わないといけない。なのに、良介は何も言えない。言う勇気が出ない。

　その時だ。

「オオォォォォォォォォォォォォン！」

　カエサルの雄お叫たけびが家中を包んだ。

　かつて聞いたことのないほどの、切せつ迫ぱく感のある咆ほえ声だ。

　リサラが、ドアから飛び退のく。

　ほぼ同時に、音もなく扉とびらが切り刻まれた。

　子供が、立っている。

「まったく、どうしようもないガキ共ですね」

《雷神の雹テイールハガル》の高級幹部《四し雷らい斧ふ》の第二格。ガルダーブロウグの切り札。《旧ふるき五つ》が一つ《殺さつ戮りくの剣けんダーインスレイブ》を持つ死しに神がみ──ヘルガ・キヴィレフトの幼い姿が、そこにはあった。

「取り込み中ですか。ごめんなさい」

　薄うす手でのジャケットにホットパンツを着た少女、それがヘルガだ。ジャケットに付いたフードを深く被かぶっているが、小学生高学年程ほどの顔つきだと分かる。

　ただその目は、冷たい。

　相手を見下すことしか知らないような、そんな冷たい目だ。

　手に持つは、血に濡れた剣だ。それは良介の魂に刺ささっているのと同じ、黄昏たそがれの戦い以前より伝わるとされる《旧き五つ》が一つ《殺戮の剣ダーインスレイブ》だった。

　無造作に部屋に入ってくる。

　その背後に、階段を駆かけ上がってきたカエサルが姿を現した。

「カエサルでしたっけ。貴方あなたが咆えてなければ、廊ろう下かでこっそりと仕事が終わっていたのに、面めん倒どうなことをしてくれますね」

「どういうことよ」

　リサラが、いつでも飛び込めるように腰こしを低く落としながら、ヘルガを睨にらんだ。

「分かりませんか。レストール家令れい嬢じようと言っても、頭はあまりよくないのですね」

「安い挑ちよう発はつね」

「ま、いいでしょう。教えてあげますね」

　ヘルガが《ダーインスレイブ》をリサラに向けた。その切っ先からは、止めどなく血が滴したたる。

「ガルダーブロウグと僕の目的は《イレギュラー》です。でもね、ちょっと邪じや魔まが入っているんです」

「邪魔？」

　リサラが、その一挙手一投足から意図を探さぐろうとヘルガを見つめる。

「なかなか厄やつ介かいな護衛を付けてくれましたね」

「護衛。そう、お母様がもう動いてくれてるのね」

「だから、まずは貴方を倒たおすことにしました」

　何の感情もなく、説明文でも読み上げるようにヘルガが宣告する。

　その言葉を聞いてすぐ、良介はキュールに小声で話しかけた。

「キュール、俺の拘こう束そくを早くとけよ！」

「あ、そ、そうですわね」

　慌あわててキュールが、両りよう脚あしの拘束をまず解除し始める。

「……どうしてそうなるかしら」

　リサラが慎しん重ちようにヘルガと間合いを取り続ける。

「そんなことも分からないんですか？」

　ほとんど表情は変わらない。ただ僅わずかに唇くちびるの端はしを歪ゆがめて嘲あざける。微び細さいにも拘かかわらず、相手を心底馬ば鹿かにしていることが、はっきりと伝わってくる。

「レストール家の次期当主の筆頭である貴方が死ねば、レストール家は大混乱になります。そうなれば、アルメイア・レストールも、サイラ・ゼリアも、自由には動けなくなる。そして護衛は戻もどらざるを得なくなる。自明の理だと思いますけど」

「そう上う手まくいくかしらね」

「どうしてです？」

「二つの見落としがあるわよ。第一に、レストール家のいざって時の結束を甘くみないで欲しいわ」

　リサラに、ヘルガがまた唇の端を僅かに歪めて嘲る。

「《雷神の雹テイールハガル》の腕は長いんですけどね」

「裏切りものがいるっていうのっ!?」

「裏切りもの？　違ちがいます。正しい死神と人間の関係を目指す、本流ですよ。で、物を知らない貴方が言う、二つ目の見落としはなんですか？」

「いいわ。今からそれを見せてあげるわよっ。《装束デイスラード》」

　リサラが叫ぶ。

　衣服が崩くずれ始め、塵じん芥かいがリサラの周りを渦うずとなって回り始める。

　やがて黒い革かわのような素材でリサラの体が覆おおわれる。

　死神が戦う時に着込む戦せん闘とう服だ。

　だがヘルガは、無表情にリサラの行動を見ているだけだ。

「こいつ……後こう悔かいしても知らないわよ！」

　手を伸のばし、武器を呼ぶ。

「《カルヌーンプラデュール》！」

　掌てのひらの上で炎ほのおが上がる。左右へと蛇へびのように伸び、やがて鎌かまの形になって固まる。

「行くわよ！」

　リサラが、地面を蹴ける。

《カルヌーンプラデュール》を大きく振り上げて、一いつ閃せんする。だがそこに、もうヘルガの姿はない。

　リサラが、振ふり下ろした鎌を右横へと撥はね上げる。

　だが、ヘルガはまた避さけた。

「ちょこまかと！」

　リサラが更に追う。その姿を見つつ、良介は立ち上がった。

「ちょっと良介さん、まだ両手の手て錠じようが！」

　キュールが叫んだ。彼女の言う通り、良介の両手にはまだ手錠がはまったままだ。

「キュール。お前、俺とエッチする気だったろ？」

「え、ええ」

　尋たずねられたキュールが目を丸くする。

「ちなみにエッチって、どのくらいの時間ヤるか知ってるか？」

「今はそんなこと話してる場合じゃありませんわっ。リサラお姉様は頭に血が上って忘れてますけど、昨日は、ヘルガに歯が立たなかったんですのよ！　急いで助けに入らないと」

　焦あせりを隠かくすことが出来ずに、キュールがすがるように叫ぶ。

「分かってる。俺だって苦戦したんだ。だから聞いてる。お前、エッチってどの程度の時間ヤるものだと思ってた」

「ああもうっ。一時間から二時間程度だと思ってましたわっ。だってエッチするホテルって、それが基準の時間なのでしょう！」

　自や棄けになったキュールが答えてくれた。その答えに、良介はニィッと唇を歪めて笑った。想像通りだった。それなら、十分に時間がある。

「良介さん？」

　良介の様子が変わったことに、キュールが気が付いて不ふ審しんそうな視線を投げる。その視線を無視して、良介は手錠が付いたままの両手で胸を叩たたいた。

「《グラム》、出番だぞ！」

　キュールが、良介の意図に気が付いて叫んだ。

「あっ……ダメですわっ、良介さんっ。《グラム》はあと一回しか使えないんですわよっ。今ここで使ったらガルダーブロウグが現れた時に、対処の方法がありません！」

「なあに、その時はカエサルがいるだろ」

　良介の言葉に、足あし下もとに来ていたカエサルが尻しつ尾ぽを振った。

「オンッ（仕方ないな）」

「ああ、明日あしたの危機より、目の前の女だ」

　そう答えた時、良介の頭の中ではっきりとした。

　赤い女の子。

　自分がエッチをしたい赤い女の子。

「ふふっ、あはははははははははははは」

　爆ばく笑しようものだ。

　キュールが目をぱちくりとして良介を見た。いや、リサラとヘルガですら戦いを止めて、突とつ然ぜん笑い出した良介を驚おどろいて見ている。

　足下のカエサルだけがニヤリとした、どこか共感した目で見ていた。

「ははははははははは、馬鹿だな、俺。こんなに笑えることはないぜ」

　笑いながら赤い女の子とのエッチをする妄もう想そうが、イメージが、赤い草原が頭の中に広がってくる。

　すると、魂たましいが熱く熱く燃え上がってくる。

（おいおい、思いっきり燃えたぎってるじゃねぇか）

《グラム》が驚いた声と共に目覚めた。

「分かったのさ。らしくなく悩なやんだりするより、俺は、俺の生きる力はエッチすることだってな」

（どういうことだ）

《グラム》の疑問に、良介は破顔した。そして、堂々と宣言する。

「見たい女の子は幾いくらでもいるさ。触さわりたい女の子だっている。揉もみたいおっぱいだって多い。でもな、最後までしたいって女の子は、俺には一人しかいないんだよ。それはもう、愛だろ！」

　ドンッともう一度、良介は手錠付きの両手で拳こぶしを作って胸を叩いた。

（愛かっ。恥はずかしいことを堂々とぬかすようになったじゃねぇか！）

《グラム》が咆える。

　燃えた。火山が噴ふん火かするように、魂の奥底から炎が噴ふき出てくる。

　柄つかが、胸に姿を現した。ムクムクと立ち上がってくる。

　その柄を、親指を自分に向けて摑つかみ良介は一気に引き抜ぬいた。

《折れた剣グラム》だ。

　長く太く厚く硬かたい、逞たくましい刀身を持った剣だ。刀身を、いや、鞘さやや柄にも飾かざり立てる装そう飾しよくは何一つ無い。ただ、グリップを確かなものとするために柄に彫ほり込みがある。

　造形美や優ゆう雅がさ鋭えい利りさなど、微み塵じんもない。

　刃はで斬きり裂さくのもいいだろう。刀身で殴なぐり潰つぶすのもいいだろう。目の前に立った敵が破は壊かいさえされれば、何でもいい。

《グラム》の存在意義とは破壊、それだけなのだ。

「ウルオォォォォォォォォォォォォォォォォ」

《グラム》が歓かん喜きの雄お叫たけびを上げた。ジャラリと、柄から良介の魂へと伸びる鎖くさりが震ふるえ鳴る。

「《グラム》っ、どうして!?」

　驚くリサラに、キュールが目を逸そらしながらボソボソと弁明めいて呟つぶやく。

「キュールが、その、《グレイプニル》を凍とう結けつ封ふう印いんしてまして、ええとまぁ、なんと言いますか……《グラム》は、今現在フリー状態なんですの」

「キュール、なんてことを！」

　リサラが、ヘルガが前にいるにも拘らずキュールに詰つめ寄った。

「ちょ、ちょっといいんですのっ」

「《グラム》が覚かく醒せいしちゃった以上、もう私達の出番はないからいいのよ」

　フンッとリサラが鼻を鳴らす。

　その言葉に、良介と《グラム》は笑った。

「信しん頼らいされてるってことかな」

　良介の言葉に、《グラム》は刀身を震わせて応える。それは、さっさと戦わせろという催さい促そくでもある。

「さてと、ヘルガ。昨日の続きといくか」

　無造作に良介が近寄る。その態度に、ヘルガが眉まゆをひそめた。

「随ずい分ぶんと度胸がありますね。昨日は引き分けだったと思いますけど？」

「ああ、そうだな」

　頷うなずき、更に近寄る。

「分かりませんね。昨日の貴方あなたは、《グレイプニル》ですか？　半身とはいえ鎧よろいを纏まとっていた。でも今日はパジャマ姿です。この《ダーインスレイブ》の血から身を守る術すべがないんですよ？」

　ヘルガが苛いら立だたしげに告げる。良介は苦笑しながら頭を搔かいた。

「違うんだよな」

「何がです」

　ヘルガが切っ先を良介に向け、血がボトボトと大量に滴したたり始める。

「《グレイプニル》が封印されてるせいか、なんか違うんだよ。そうだな、なんて言うのかな、この感覚……ああ、そうだ」

　ニヤリと、自然に獰どう猛もうな笑えみを浮うかべてしまう。

「今の俺、いや《グラム》……違うな俺達か。好きな子がいるとさ、虐いじめたくなるだろ？　そんな感じだ」

「何を言ってるんですか？」

　ヘルガが侮ぶ蔑べつの視線を投げてくる。その視線に良介は何も答えず、《グラム》を天てん井じようへと高く突き上げた。

「今日の俺達は、マゾじゃなくてサドってことさ！」

　ただ前へ振り下ろす。斬ざん撃げきが衝撃波となり、空間を一直線に裂いていく。

「ふんっ、それがどうしたって言うんです？」

《ダーインスレイブ》の切っ先に溜たまった血が、巨きよ大だいな球となり斬撃へと飛ぶ。

　ジュッ。

　蒸発した。

「なっ──《装束デイスラード》！」

　ヘルガが叫さけんだ。塵芥が急速に竜たつ巻まきとなり、ヘルガを包む。

　しかし、斬撃が直後に竜巻を吹ふき飛ばしてしまう。

「ギャンッ！」

　ヘルガの小さな体が吹き飛び、壁かべに激げき突とつした。
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　薄うすくしなやかな白銀の鎧が、ヘルガの体を覆おおっている。ただ《装束デイスラード》の途と中ちゆうで斬撃に襲おそわれたためか、ほとんど鎧の体ていをなしていない。

　本来は頭部全体を覆うはずが、側頭部から三本の角が伸のび、顎あごに辛かろうじて鎧がある。

　体もまた、全身鎧のはずが腕うでや脚あしを辛うじて覆い、体幹はビキニ状態だった。

「はぁっ、はぁはぁ……よくもこの僕を」

　膝ひざを突き《ダーインスレイブ》を床ゆかに突き立てて、ヘルガが良介を睨にらみ付ける。

「悪いな。今日の俺は、絶好調なんだよ」

　両手で《グラム》を握にぎったまま肩かたに担かつぎ、良介はヘルガに歩み寄った。

「さてとだ。リサラ、コイツを捕つかまえるにはどうすればいいんだ？」

「僕を捕まえる？　あははははは、馬ば鹿かなことを言いますね！」

　ヘルガが《ダーインスレイブ》を床に突き立てたまま、構えることもなく良介を見上げた。

「なんだよ、まだやる気か？」

「やれやれ僕も随分と甘くみられたものですね。今日は《装束デイスラード》するのを忘れた油断のせいで、膝を突いているだけなんですよ？」

「負け惜おしみか」

「いいえ、これは事実です。本当の僕は、もっと強いんですから。少なくとも本気を出せば、貴方に引けを取るなんてことはありません」

　ムキになってヘルガが言い募つのる。その様子に、良介は肩をすくめた。

「はいはい、分かったよ。次の機会があれば、その本気ってヤツを見せてもらうから」

「分かりました。そうします」

　一転、冷静な口調だ。その様子に良介は危険なものを感じて、《グラム》を構え直した。

　が、ヘルガが良介へ攻こう撃げきに出ることはなかった。

　ただ、背後で悲鳴があがる。

「キャァァァァッ!?」

　リサラの悲鳴だ。そしてキュールが叫ぶ。

「お、お姉様！」

　振ふり返ると、リサラの周りを血が渦うずを巻いて取り囲んでいる。その血の渦から、腕が無数に起き上がり、リサラへと伸びていく。

「復ふく讐しゆうの渦。僕が意味も無く《ダーインスレイブ》を床に突き立てていたと思いますか？」

　ヘルガが勝ち誇ほこる。床に突き立てられた《ダーインスレイブ》は黒く明めい滅めつし、血を垂れ流している。その血がリサラへと伸びていたのだ。

「観察力不足ですね」

　ヘルガが平然と立ち上がる。

「さて、どうします？　僕を倒たおしてもいいですよ。でも、あと十秒もすれば──」

　その言葉を最後まで聞く気は良介にはなかった。

　ヘルガに背を平然と向けて、リサラの下もとへ走る。

「なっ。いくら何でも無防備過ぎでしょう。殺したくなる。はぁ、ま、でも怒おこられますからね……」

　ヘルガが小さく頭を振った。

「《水ラグ》」

　小さく唱えて、ヘルガは術式によって影かげに沈しずみ消えた。

　背後で起きた出来事には一いつ切さい注意を払はらわず、良介は血の渦に突つっ込んだ。昨日の対戦で、この血が肌はだを焼くことは知っていた。その血を、良介のパジャマが防げるわけもない。

　だが良介の頭にあったのは、自分の服装や肌が焼けることではなかった。

　リサラの白い肌を焼かれることが、何よりも腹立たしかったのだ。

「おらぁぁぁぁっ！」

《グラム》を右から左へ水平に一いつ閃せんする。

　血の腕がジュッと音を立てて、数本蒸発した。

　そのまま渦の中に飛び込む。数本の腕が迫せまり、良介の手や脚を焼く。

「つぅっ！」

「良介！」

　リサラが叫ぶ。が、彼女を視線で制して良介は《グラム》に語りかけた。

「おい《グラム》。お前は正面から叩たたき潰すことしか出来ないんだよな」

（悪いか、相棒。俺はこんなけたくそ悪い術は趣しゆ味みじゃないんだよ。なんでもいいから、とにかく真正面からぶつかって叩き潰すのが、俺のやり方だ）

「てことは、昨日と同じくか」

　小さく息を吐はき、吸う。良介は渦へ《グラム》を振り、スペースを作る。そこに入り、渦に沿って走り始めた。《グラム》を振り続け、片かたっ端ぱしから血を焼しよう却きやくしていく。

　その過程で、何度か肌を焼かれても止まらない。

　ぐるぐると血の上を走り、数十秒ほどで渦は綺き麗れいさっぱりなくなっていた。

「ふぅ、これで終わりだな」

　その場に良介がへたり込むと、《グラム》が少し寂さみしげに笑った。

（よくやったじゃないか。レストールの話が本当なら、これで俺が覚醒することはもうないらしいが、正直、少し残念だぞ）

「《グラム》……」

（俺をここまで使いこなしたヤツは、王族にもいなかったからな。まぁでも）

　良介の魂たましいの中へ消えながら、刀身が「クックックッ」と笑い震えた。

（なんとなく、俺はまたお前に叩き起こされそうな気がしてるよ、相棒）

《グラム》の姿が完全に消えていく。良介は、胸に手を置いた。

「だと、いいな……」

　そう呟いた時だ。

「平気なの、良介！」

　リサラが駆かけ寄ってくる。

「ん。ああ、それよりヘルガは？」

「もう逃にげたわよ。ねぇ、本当に平気なの？」

　良介の前に座って、真しん剣けんな顔で見てくる。

「所々焼けてるけど、まぁ平気かな」

「所々って……」

　焦こげたパジャマをリサラが強ごう引いんに引きはがし、良介の体を丹たん念ねんに眺ながめた。

「平気じゃないわよ、火傷やけどがあちこちにあるじゃない！」

「まぁ、あちこちヒリヒリしてるな」

「氷と薬を持ってくるわ」

　立ち上がろうとしたリサラの手首を、良介は摑つかんだ。そのまま、また座らせる。

「なによ、良介」

　イライラとリサラが良介を睨んだ。

「あのさ、リサラ」

「だから、なによ」

「俺さ、答えを見つけたんだ」

　じっとリサラを見つめて、良介は告げた。リサラは、ただしばしキョトンとした顔で良介を見返す。

「え……答え？」

　ようやくの返答も、間が抜ぬけたものだ。

「美菜への答えだよ」

「あ……ああ……って、美菜への答え？　分かったの？」

「ああ、分かった。ヘルガと戦う時にな。ある意味、キュールのおかげもあるかな」

　突然呼ばれたキュールが、自分を指差して目を丸くする。

「どういうこと？」

「格好良く言えば、目の前に迫った敵が、戦う理由を俺に教えてくれた。ってとこか？」

　冗じよう談だんめかして言うと、リサラが視線を少し泳がせた。

「守ること……ね」

「ん？」

「ううん。いいの。でもよかったわ、美菜にちゃんと答えてあげるのね」

　少しぎこちない笑え顔がおをリサラが浮うかべる。

「ああ、随ずい分ぶんと待たせちゃってるからな。明日あした、伝えるよ」

「ねぇ、良介」

「ん？」

「だったら、デートした方がいいわよ」

「ああ、なるほどな。二人きりで会って、答えた方がいいって言うのか」

　リサラが「そうそう」と頷うなずく。

「いやでも、またヘルガとかガルダーブロウグが襲ってきたらどうすんだよ。元々強敵な上に、今の俺は《グラム》をもう覚かく醒せいさせられないんだぞ。みんな一いつ緒しよの時の方がよくないか？」

「みんな一緒？」

「その方が、何かあった時に美菜を守れるじゃないか。いや、もちろん俺が美菜に答える時は、ちょっと目を逸そらせてもらうというか、離はなれるけどさ」

　提案すると、リサラがハッキリと首を左右にした。

「私達は家で留守番するわ」

「やけにきっぱり言うな」

「え……うん、その、ほら美菜の周りにはレストール家の護衛がいるのよ？　それもヘルガが警けい戒かいするような護衛よ。だったら、問題はないはずだわ」

　やや早口でリサラが問題ないと力説してきた。

「そういや、そんなこと言ってたな……」

「でしょ？　だから平気よ」

　念を押すようにリサラが言う。その言葉に何か良介が言う前に、リサラが口を開いた。

「だから良介は美菜に集中すること。さっきみたいに、キュールの誘ゆう惑わくに負けたら承知しないからね」

「負けてないって。必死に耐たえたんだぞ」

「ふうん」

　疑ぎ惑わくの視線をたっぷりと投げてから、リサラが苦く笑しようした。

「ま、いいわ。それでも答えを出したんだから、貴方あなたを信用するわ。いい、美菜にしっかりと答えてあげなさいよ！」

　ドンッとリサラが良介の胸を叩いた。そして、呼び止めようとした良介にはもう耳を貸さずに、氷と薬を取りに行ってしまったのだった。




　　　　※　　　※　　　※




「お姉様」

　リサラが廊ろう下かに出ると、キュールがそっと後に付いてきて囁ささやいた。

「なによ、キュール」

　振り返らずに答えると、キュールが前に出てのぞき込んでくる。

「ふうん」

　ジロジロと顔を見てから、可お笑かしそうにニヤニヤと笑った。

「キュール、何が言いたいわけ？」

　リサラは苛いら立だちを抑おさえることが出来ず、キュールを睨にらんだ。すると、更さらに腹立たしいことにキュールがクスクスと笑う。

　その態度につい怒ど鳴なってしまう。

「キュールっ！」

「あら、怒らせてしまいましたわね。でも、そのくらいでお姉様は怒ってはいけないと思いますわよ」

　怒鳴られたにも拘かかわらず、すました顔でわけが分からないことを言う。

「ま、いいですわ。そのうち、分かりますわよ。下手をすれば明日にもね。残念なことですけれど」

　そう言うと、キュールはさっさと離れていってしまう。

「キュールっ。言いたいことだけ言って、説明もしないわけ？」

「当然ですわ。説明なんて口が裂さけてもしたくありませんもの。キュールは腹いせに、お姉様を虐いじめたかっただけですわ」

　見もせずにキュールが憎にくまれ口を叩く。

「さてと、ローションでべちょべちょですし、シャワーを浴びませんと」

　もうリサラには用はないと、キュールは風ふ呂ろ場ばへと入っていった。

「な、何よっ、あの子っ」

　薬箱を開けながら、リサラの口からはブツブツと文句が漏もれ出す。

「私が、私がどんな気持ちで良介の背中を押したか、分かってるわけっ。良介が、美菜って決めたんだから……もうどうしようもないじゃない」

　慌あわててリサラは、目を擦こすった。そして、鏡をのぞき込む。

「赤くは……なってないわね」

　白目の色を確かく認にんして、リサラは氷と薬を手に良介の部屋に戻もどったのだった。

　そして、夜が明けていく……。









　四章　もうわかってた










「あれ、もう来てたのか」

　翌日月曜日。待ち合わせの十時より十五分ほど早く良りよう介すけが駅の改札口に行くと、美み菜なが既すでにニコニコと立っていた。

　クリーム色のワンピースに、丈たけの短いベージュ色の七しち分ぶ袖そでジャケットを羽織り、トートバッグを肩かたから下げた秋らしい、そして大人しめだが可愛かわいいファッションだ。良介は、思わずジロジロと見てしまった。

　何しろ良介はいつものデニムに長袖Ｔシャツという、まぁいつも通りとしか言い様がない格好なのだ。

　今日の朝八時に連れん絡らくした突然過ぎるデートの約束なのに、美菜はどうして、こうもちゃんと可愛い服装が出来たのだろう。

「なに？」

　美菜が、何か変なところでもあるのかと自分の体を見回す。

「いやその、見たことない服装だから、つい」

　良介が慌てて言うと、美菜が苦笑した。

「良介くんの知らない服だって、私持ってるよ」

「そりゃそうだよな」

「うん。それに、今日は良介くんが誘さそってくれたデートだもん。気合い入れた服装なんだから、ね？」

　美菜が両りよう拳こぶしを握にぎって肘ひじを引き、気合いを入れるポーズを取る。そして、照れくさそうに微笑ほほえんだ。

「ああ」

　何とも間の抜けた答えを出すと、美菜が一歩良介に近づいて来て、微笑みながら睨んできた。

「加か賀が良介くん」

　なんでかちょっと先生みたいな口調だ。

「は、はい」

「私の服装への感想はどうしたんですか？」

「……あ」

「もうっ。こういう時は、ちゃんと女の子の服装を褒ほめてあげるものだよ？」

　元の位置に戻って、美菜が言う。

「そう、うん、そうだよな」

「うん、そうです」

「…………」

「で？」

「あ、ええと、その」

　妙みように緊きん張ちようしてしまって、褒め言葉が出てこない。

「もうっ。素す直なおに言えない男の子は、フラれちゃうよ？」

　上半身をかがめて、美菜が睨んでくる。

「私の服装、どう？」

「あーうん……か、可愛いと思う」

　つい目を逸らしてしまったものの、なんとか伝える。強制されたような格好だが、素直に可愛い服装だと思ったのだ。ただ、そういうことを口にするのは……とても照れる。

「うん。ありがとう、良介くん」

　視界の端はしで、満面の笑みを浮うかべた美菜がいた。

　その笑みは、目を逸らしてしまったことを後こう悔かいさせるくらい、華はなやかで幸せそうな笑みだ。

　だからこそ、良介は──。

「ねぇ、良介くん」

　美菜が、いきなり良介の手首を取った。

「これからどこに行くつもりなの？」

「そうだな」

　決まってなかったりする。

「あ、決めてきてないんでしょう？」

　さすがは幼おさな馴な染じみで、鋭するどく良介の心中を見み透すかした。

「だったら私が決める？」

　良介は美菜を見た。ここまで完全に美菜に甘えっぱなしだ。今日、良介は美菜に伝えなくてはならないことがある。だから良介が美菜を誘ったのだ。

　なのにこの有あり様さまは、みっともなさ過ぎる。

　何より来てくれた美菜に、失礼だ。

「いや。一分待ってくれ」
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「もちろん」

　美菜が、優やさしく微笑む。その微笑みに包まれながら良介は暫しばらく考え、口を開いた。

「秘密基地に行こうぜ」

　良介の提案に、美菜が息を吞のむ。そのまま何も言わない。

「あれ、もしかして忘れてるのか？」

　不安になって聞くと、美菜は大きく首を左右に振ふった。

「そんなわけないよ。違ちがうの。私もね、あそこに行きたいなって思っていたから。ふふ、同じことを考えたんだね、私達」

　嬉うれしそうに笑う美菜を見て、今日は良介は彼女から目を逸そらさないように心に決めていた。




　　　　※　　　※　　　※




「落ち着いたらどうですの？」

　いきなりキュールが、呆あきれ果てたといった顔で言ってきた。

「私のどこが落ち着いていないのよ」

　つい唇くちびるを尖とがらせてリサラが振り返ると、小こ憎にくらしくやれやれと頭を振る。ひとしきり振った後、頭を上げてシュガーポットを指差した。

「お砂糖を取り出して、また入れ直す」

「は？」

「キュールが見ていただけで、六回はしてましたわ。シュガーポットの中でピラミッドでも作ってますの？」

　言われて、自分がそんなことを何度も繰くり返していた、ような気がしてきた。だからといって、認めるのは悔くやしい。

「…………そ、そうよ」

　憮ぶ然ぜんと言い放ち、リサラは意地になってシュガーポットの中で、ピラミッドの構築を始めた。

「まったく、子供なんですから」

　その言葉にピタリと構築を止め、リサラは睨んだ。

「キュールには言われたくないんだけど」

「あら、そうですの？　どうもキュールには、最近お姉様の方がお子様に思えてならないんですけれど」

「言ってくれるじゃない。どのあたりがそうだって言うのよ」

　キュールが、指を三本立てた。一本、まず折る。

「短気」

「……否定はしないけど」

　キュールが二本目を折る。

「鈍どん感かん」

「は？　どこがよ」

　リサラの答えを聞き流し、三本目を折る。

「臆おく病びよう」

「聞き捨てならないわね。私のどこが臆病ですって」

「そうですわね。具体的に言えば──」

「ここに居ることじゃないかしらね」

　イリアが、居間の入り口で柱に寄りかかって腕うでを組んでいた。

「イリア、どうしてここに！　そもそも、どうやって入って来たのよ！」

　リサラが問いただすと、イリアが小こ馬ば鹿かにした笑みを浮かべて腕を解ほどいた。そのまま歩いて来て、どかっとソファに、リサラの横に横おう柄へいな態度で座る。まるで自分の家のような態度だ。

　そして天てん井じようを指差した。

「二階？」

「良介くんの部屋の窓、開いてたの」

「不法侵しん入にゆうじゃないの」

「あら、違うわよ。だって住人が二階によじ登って部屋に入るの、認めてくれたもの」

　イリアが堂々と言い返してくる。

「住人って誰だれよ」

「カエサル」

　イリアが答えると同時に、トットットと軽い足取りでカエサルが入って来て、窓まど際ぎわに寝ね転ころんだ。

「カエサル、どういうつもりよ！」

　リサラが批難すると、

「……フワァ（用があるって言うんだから、いいだろ）」

　欠伸あくびしながら答えてくる。

「だからってね」

「オンッ（それに、今のお前にはイリアが居た方がいいかもしれないぜ）」

　意味不明なことを言うと、その場で目を閉じてしまう。

「なんだってのよ、もうっ」

　納なつ得とく出来ないリサラだ。その様子を横目でチラリと見つつ、キュールがティーカップを手に取った。

「で、イリアさんの目的はなんですの？」

「ところでお茶は出ないのぉ？」

　マイペースでイリアが、要求してくる。

「セルフサービスですわ」

「ちっ、サービスが悪い家なんだから」

　乱暴に立ち上がると、イリアは冷蔵庫に行き勝手に漁あさり出す。

「それで、目的はなんですの」

　キュールが改めて聞く。

「護衛よ、護衛」

「誰のです？」

「イリアが、リサラや貴方あなたの護衛をすると思うのぉ？」

「思いませんわ」

「そもそも、私より弱いじゃない」

　キュールとリサラが答えると、イリアは冷蔵庫から牛乳パックを持ち出し、がぶがぶと直接飲み始める。

「無む駄だなあがきですわ」

　感想を漏もらしたキュールをギロリと睨にらみ、また飲む。三十秒ほど飲み続け、イリアはようやく牛乳パックを冷蔵庫に戻もどした。

　そしてソファに戻り、また横おう柄へいに座ると、横のリサラを見た。リサラは目も合わせたくなく、そのまま前を向き続けようとしたが、

「美菜さん、今日は良介くんとデートなんですって？」

「ど、どうしてそれを！」

　驚おどろきのあまりイリアを見てしまった。そこには、満面の笑えみがある。

「引っかけたのね！」

「違うわよぉ。確かく認にんしただけかなぁ」

「どういうことですの」

　キュールの言葉に、イリアが肩かたをすくめた。

「くっだらない話よ。休みの日に、最近マルベックの馬ば鹿かは逆ナンしてるわけ」

　そう言って、イリアが鼻で笑う。パオイ・マルベック、イリアと同じメルロー人生保障に所属する四級死しに神がみで、良介達が通う桃もも園ぞの学園に死神契けい約やくを教える講師として赴ふ任にんしている。

　曲がりなりにも先生ではあるのだが、一級死神で幹部連帯直属特務室極東支部主任のイリアの部下として、日々扱こき使われている可哀かわい相そうな行き遅おくれでもあった。

「逆ナンって、ええと、逆ナンパ？」

　リサラの疑問にイリアが頷うなずく。

「その通り。ま、でもね、一回後を付けたことがあるんだけど、あんなの逆ナンなんて呼べないわよぉ。ナンパされそうな所をうろうろと歩いてるだけなんだもん。しかも、必死の形相で歩いてるから、みーんな敬遠しちゃってるしねぇ。ホント、馬鹿な部下を持つと大変よね」

「でも、それがどうして良介さんと美菜さんのデートを……あっ」

　キュールが小さな声を上げた。

「もしかして、歩いているところを見たんですの？」

「そ、アンタの言う通り。公園に向かって並んで歩いてたんだってぇ。微笑ほほえましいわよねぇ、ね、リサラ」

　リサラに顔を近づけて、イリアがわざとゆっくりと告げる。その顔をリサラは「うっとうしい」と押しのけて、イリアを睨んだ。

「それだけのことでわざわざウチに来たなんて、イリアもよっぽど暇ひま人じんね」

「それだけねぇ」

　ニヤニヤと笑う。が、すぐにイリアは顔を引き締しめた。

「あの護衛はどういうことよ」

　その言葉に、リサラとキュールに緊きん張ちようが走る。

「マルベックは馬鹿でどうしようもないけどね、あれでも一応特務室の死神なわけ。尾び行こうや、尾行している相手を割り出すのは、ま、得意な方よ。しかも、その相手がそーいったことにあまり慣れてないとなればね」

「何が言いたいの」

「簡単なことよ、リサラ。美菜さんは尾行は素人しろうとだけど、凄すご腕うでの死神が護衛に付いている。イリアには、一つの事実が思い浮うかぶってわけ」

　イリアがリサラとキュールを順々に見て、今にも舌なめずりをしそうな、貪どん欲よくな顔をした。

「《イレギュラー》」

　その単語に、リサラとキュールがびくりと反応してしまう。

「やっぱりね。美菜さんが《イレギュラー》だったってわけかぁ」

「イリア、貴方、この情報をどうする気よっ。メルローに渡わたすんじゃないでしょうね！」

「さー、どうしよっかなぁ」

　リサラの前で、わざとらしく顔を交こう互ごに傾かたむけて悩なやんでいるフリをする。

「でも、なるほどねぇ。やっぱり良介くんが鍵かぎだったわけだ。動きを気にしてて正解って感じかな♡」

「鍵？」

「美菜さんの魂たましいの解放、つまり彼女が一番望んでいること、それが良介くんへの恋こいが実ることなんでしょ？　だからあの二人がデートしてるのに、リサラもキュールも、ここでボケッとしてるんでしょ」

　リサラが、唇くちびるを少し嚙かんで俯うつむいた。が、キュールは平然とした顔でティーカップに口を付ける。

「あら、キュールちゃんは違ちがうっての？」

「残念ながら、そこの臆病者とは違いますわ。キュールはもう、ゆうべ告白して、見事玉ぎよく砕さいしてますもの。ま、それならばと既き成せい事実を作ろうとしたんですけど、それも失敗してしまいましたしね。女の子の人生で自分から襲おそい掛かかるなんて真ま似ね、一回で十分過ぎますもの、もう打つ手なしですわ」

　優ゆう雅がに、落ち着き払はらった様子でキュールがピーチティーを飲む。

「襲い掛かったわけ？　やるじゃないの」

「イリアさんに褒ほめられても嬉うれしくありませんわ。男性の股こ間かんに跨またがって、腰こしをグラインドさせるテクニックは、もうキュールの方が上ですし」

　妙みようなテクニックで、キュールが上から目線でイリアを見た。その視線にイリアは軽く苦く笑しようすると、リサラを向いた。

「ま、アンタに関しては想像通りよねぇ」

「何よ！」

　反射的にリサラが嚙み付くように言う。その響ひびきを、イリアは嘲ちよう笑しようした。

「あははは、昔っから愚ぐ図ずよね。レストールの死神養成学校の寮りようで、ず────っとルームメイトだったのに、イリアがバストサイズを操作してたのにも気が付かないし。しかも一年目で、イリアがパッド入りブラジャー持ってたのを知りながらね」

「あ、あれは、あんなこと二度もやるとは思わなかったのよ！」

「ま、究極的には《フロッティ》よね。お祖じ父いさんが、リサラのために首席卒業者の贈ぞう答とう品として用意したんでしょ？　イリアね、あの輝かがやく姿を見た瞬しゆん間かんから欲ほしくなっちゃったのよぉ。でもほら、イリア達の成績って互ご角かくだったじゃない？　だからね、クソ真ま面じ目めなやり方しか知らない貴方を、バストサイズを誤ご魔ま化かして出し抜ぬいたってわけぇ」

　滔とう々とうと語るイリアに、リサラがギリッと歯ぎしりをする。

「おかげでイリアが首席で、リサラが次席だもんねぇ。あの時のアンタの顔や、レストール家のお歴々の顔ったらなかったわぁ。イリアに出し抜かれて、リサラ大おお恥はじだもの。ホントもー、思い出すだけで愉ゆ快かい痛快よ」

　手を拍うって、ケラケラとイリアが笑い出した。

「イ、イリア！　貴方っ、私を馬鹿にしに来たわけ！」

「ええ、そう」

　即そく座ざにイリアが首を縦に振ふった。

　その仕草にリサラがキレる。立ち上がって、手を上げ叫さけぶ。

「《カルヌーンプラ──!?」

　イリアが、リサラを見つめた。その瞳ひとみには嘲あざけりも冷やかしもなく、イリアにはおよそ似つかわしくない真心が映っている。

「イリアは、欲しいものは欲しいの。手段を問わないから、人には色々と言われてる。でもね、欲しいものがあった時、何もしないで諦あきらめたりしない。だってイリアは、ド田舎いなか出身で、そこでも貧びん乏ぼうで、何も持ってなかったから」

　リサラは、何も言えず立ち尽つくした。

　イリアがフフッと柔やわらかく笑う。

「ええ、もちろんアンタに卑ひ怯きようなこととか、法律違い反はんすれすれのことが出来るなんて思ってないわよ。短気なアンタにできっこないしね」

「なっ」

　短気と言われて、まんまそのまんま短気に反応してしまうリサラだ。その様子に、またイリアが柔らかく笑いつつ、まるで反応が分かっていたかのように「でも」と、リサラの言葉の機先を制した。

「リサラ、アンタは欲しいものに対して、何かした？　正せい攻こう法ほうすらしてないでしょうが」

　イリアの指し摘てきがリサラを刺さし貫つらぬいた。

　刺された穴から、怒いかりが噴ふき上がってくる。

「イリアに何が分かるのよっ。私はねっ、美菜の友達なのよっ。それに、死神よ。人間じゃないのっ」

「へぇ、そう」

　たったそれだけのイリアの感想が、更さらに怒りの火に油を注ぐ。

「なによりっ、レストール家の跡あと取とりなのよ。その立場の重さが、イリアに分かるわけがないわっ。私が良介を……良介を好きになっちゃいけないのよっ。そんなことになったら、美菜だって、お母様だって、ううん、レストール家の死神みんなにも、迷めい惑わくが掛かるわ。そんなこと、出来るわけないじゃないっ。田舎者のイリアには、分からないわよ！」

　まさに爆ばく発はつだった。

　リサラが怒りで顔を真っ赤にして目に涙なみだを溜ためて、わめき散らした。レストール家の歴史や、《存在ボドウライス》を使い続けないと死神は人間界にいられないことを叫ぶ。

　そして──。

「それに、それに、美菜の方がきっと良介を幸せに出来るじゃないっ。美菜みたいな、可愛かわいくて優やさしい人間の女の子の方が、私みたいに死神で短気で、胸も小さいヤツより、良介だっていいに決まってるじゃないの！」

　胸が張り裂さけんばかりに、リサラが絶ぜつ叫きようした。

　あまりに叫んだせいで、ハァハァと息を吐はいてしまう。

　そんなリサラをイリアは見て、鼻で笑った。

「バーカ」

「────！」

「アンタ、良介くんに誰だれが好きか聞いたの？」

「だってそんなの決まってるじゃないの！」

「なんでよ。アンタが勝手に決めてるだけじゃない」

「それは、き、聞かないでも分かりきってるから……そうよ、分かりきってるわ」

　徐じよ々じよに、リサラの声が力弱くなっていった。

「ホント臆おく病びよう者よね。アンタさ、イリアと最初に大げんかした時も『ごめんなさい』を、手紙で終わらせたでしょ」

　それは二人が知り合って一年ほどの、まだ幼い時の話だ。互たがいに相手の大切なブラジャーを壊こわしてしまったことがあった。

　イリアは、売り言葉に買い言葉に近かったとはいえ「ごめんなさい」と伝えた。だがリサラはその機会を逸いつし、結局イリアの机の中に謝罪文を入れたのだ。だが、イリアが机の整理なんてまったくしないため、その謝罪文は延々と引き出しの中で眠ねむり続け、二人の敵対関係は決定的なものとなってしまった。

「あれは、いつも使ってる引き出しに入れたから絶対に見るって」

　言い訳をしたリサラを、イリアは心の底から嘲った。

「バーカ。ごめんなさいくらい、直接口で言うもんでしょうが」

「くっ……」

　悔くやしそうにリサラが唇を嚙む。イリアは立ち上がり、リサラの襟えり首くびを摑つかんで引っ張り上げた。

「な、何をっ」

「いい、今だって同じなのよ。相手のこと、勝手に決めつけるんじゃないわよ、このバカ。どうして私が、必ず引き出しの中を確かく認にんするって決められるわけ？　どうして、良介くんが美菜が好きだって決めつけられるわけ？　アンタは良介か、ああ？」

「わ、私は……」

「それにね。キュールちゃんは玉砕したわよ」

　その言葉にキュールが一瞬体を強こわばらせ、苦笑と共に脱だつ力りよくし、微笑した。

「アンタは、お姉様ぶってるアンタはリサラ、玉砕すらしない気？　告白してふられる経験すらしない気なの？」

　イリアが襟首から手を離はなす。リサラは、その場に座り込んでしまった。そんなリサラを、イリアは見下ろす。

「好きなら玉砕くらいしろっての」

「で、でも、そんなことして……も、もし、上う手まくいっちゃったら、どうするのよ」

　弱々しくリサラが抗あらがう。だが、イリアは朗ほがらかに笑った。

「なんとか出来るわよ」

「は？」

「立場も、美菜との関係も、リサラが良介のことを本当に好きなら、なんとか出来るわよ」

「どうしてそんなことが分かるのよ」

　イリアの無責任な言葉に、リサラは顔をしかめた。すると、予想外の方向から答えが返ってきた。

「キュールには分かりますわよ。ま、イリアさんと同じ理由でしょうけれど」

　キュールが優雅にティーカップを置き、リサラを微笑ほほえみながら見た。

「キュールのお姉様ですもの。良介さんが本当に欲ほしいなら、本当に好きなら、手に入れた後で、なんとか出来るだけのパワーと才覚がありますわ」

「私、なら？」

　信じられない、リサラはそんな顔をしてしまった。

　その途と端たん、目の前にイリアがしゃがんだ。

「そうそう。クソ真面目で馬ば鹿か正直で短気で単純なくせに、イリアと張り合うんだから。やんなっちゃうけど、アンタの実力は本物ってこと」

　言い終わり、ビシッとリサラの額にデコピンを放つ。

「痛いじゃない！」

「そんくらい我が慢まんしてよね。メルローには黙だまってるように、マルベックにも言ったんだから。あーあー、ボーナスが吹ふっ飛んじゃう」

　立ち上がり、イリアが心底残念そうにため息を吐く。

「へぇ、なるほどなるほど。イリアさん、もしかして……」

　キュールが、ニヤァと口元を歪ゆがめて笑った。

「リサラお姉様を励はげますために、わざわざ来て下さったんですのね」

　その言葉の直後、イリアが石のように固まった。

「フフッ、普ふ段だんは色々と言い合ってるくせに、やっぱり友達なんですのね～」

「ち、違ちがうわよっ、こんな貧ひん乳にゆう粗暴女とイリアが友達なわけないじゃないっ。きょ、今日来たのは、あれよっ、リサラを虐いじめるためよっ。それが、なんか、ちょっと言い方間違って励ますことになっちゃったっていうか、その、とにかく、そうなの！」
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「ふ～ん、へ～、ほ～、そ～なんですか～、たまたまなんですか～」

　ニヤニヤとキュールが笑う。

「[image: うだくてん][image: うだくてん]、こ、この性しよう悪わる小こ娘むすめ！」

　イリアが、キュールに摑みかかろうとした時、リサラはその後頭部を軽くコツンと叩たたいた。

「なによ！」

　興奮したままイリアが振り返る。その顔に微笑みを返しながら、リサラは延々と待たせてしまった言葉を口にした。

「ごめんなさい、イリア」

「────！」

　イリアの顔が、何故か赤くなる。

「うん、こんなものかしらね。イリア、勇気の練習ありがとね」

「え……って、なにそれっ、イリアを練習台にしたわけ！」

「あら、練習台でも謝ったことには変わらないわよ。文句ないでしょ？」

「ないわけあるか────！」

　イリアが肩かたを怒いからせて怒ど鳴なる。リサラは怒鳴り終わるまで耳を押さえた。そして、フフッと笑う。

「ホント、キュールとイリアって……」

「なんですの？」

　キュールが小首を傾かしげた。

「似てるわよね。意地っ張りだし、腹黒いし」

「し、失礼ですわねっ。キュールは腹黒くなんてありませんわ！」

「ええ、ホントよ。イリアと、こんな小娘を一いつ緒しよにして欲しくないし！」

　ほぼ同時に二人が抗こう議ぎの声を上げたせいで、リサラには何を言ってるのかよく分からなかった。ただ、似てることだけはやっぱり事実らしい。

「ねえ、二人とも」

「なんですの？」

「なによ？」

　またもや同時に、同じく不ふ機き嫌げんそうに二人が返してくる。

「もう一つ似てるところがあるんだけど、分かる？」

　リサラの問いに、二人が同時に互いを指差した。

「イリアさんは違いますけど」

「キュールちゃんは違うけど」

　似たようなことを同時に言い、綺き麗れいに最後はハモる。

「「優しいところ」」

　ハッと二人が顔を見合わせた。

「フフッ、アハハハハ、やっぱりそっくりじゃないの」

　リサラが笑うと、キュールとイリアが照れ隠かくしに悔しそうな顔をする。

「さてとっと。じゃ、私は良介の所に行ってくるわね。もしかしたら、もう手て遅おくれかもしれないけど」

「ふんっ。そん時は、代わりにイリアが聞いてあげるわよ。言うつもりだった言葉を」

　イリアがそっぽを向きながら、悪ぶった。でも、言ってる内容はどこも悪くない。むしろ優しいもので、リサラは苦く笑しようしてしまった。

　もっとも、キュールはニコニコとお人形のような可愛かわいらしい笑みを浮うかべながら。

「お姉様の弱みを握にぎるんですわね」

　ひどいことを言った。

　もっとも、イリアは無言でキュールと握あく手しゆしたのだが。

「まったく。ま、らしいかしらね」

　リサラは居間から廊ろう下かへと出て、ひょいと顔だけで居間を覗のぞいた。

「ありがとうっ。大だい嫌きらいな大親友に、生意気すぎる妹さん！」

　その瞬しゆん間かん、イリアとキュールが赤くなって固まる。その様子にリサラは大満足して、しっかりと歩き出したのだった。

　背中で、リサラへの照れ隠しの罵ば詈り雑ぞう言ごんを聞きながら。




　　　　※　　　※　　　※




「久しぶりだね、この公園を二人で歩くのって」

　並んで歩く美菜が、入り口から公園を見み渡わたした。

　かなり大きな敷しき地ち面積を誇ほこる公園で、うっそうとした樹木の中に湖があった。湖の周りには桜が数百本植えてあり、春ともなれば花見客で大おお賑にぎわいだ。

　湖面にはアヒル型や普通のボートが多数浮かんでいて、カップル達が思い思いに楽しんでいる。

「小学校低学年くらいかな。よくココで遊んだのは」

　良介が言うと、美菜がちょっと遠い目をした。

「良介くん、憶おぼえてるかな」

　苦笑しながら言う美菜に、良介はピンッと来た。

「美菜が家出した時だろ」

「あははは、うん、その通りだよ。小学校三年生だったね」

「そうそう、お前の父親が地方に赴ふ任にんになるんで引っ越こすはずだったんだよな」

　公園の中を歩きながら、二人は当時に思いを馳はせた。

「うん。でも私は引っ越したくなくて……」

「傑けつ作さくの置き手紙を残して家出したんだよなぁ。『私はこの街に単身赴任します』だったっけ」

　良介が思い出しながら言うと、美菜が照れくさそうに頷うなずいた。

「うん。お父さんとお母さんが単身赴任はやめようとか、話していたのを聞いてたんだと思う」

「美菜も頑がん固こだからな、夜よる遅おそくになっても見つからないんで大おお騒さわぎになった」

「らしいね。私、後でもの凄すごく怒おこられたもの」

「俺は、もの凄く感謝されたぞ。お袋ふくろも喜んで、ゲーム機買ってくれたぐらいだ」

「だって、良介くんだけが私の居場所を分かってくれたんだから、当然だよ」

「そりゃ当然だろ。だって美菜が居たのは、俺と美菜だけの秘密基地だぜ。秘密じゃなきゃ意味が無い」

　良介の言葉に、美菜が懐なつかしそうな顔で頷いた。

　当時美菜は、引っ込み思案なこともあってよく学校で虐められていた。なかなか周りに解け込めないで、ずっと悩なやんでいた。良介が遊んであげてても、虐めてくる連中までいたのだ。

　だから、良介は一計を案じた。

　秘密基地だ。

　この公園の湖の畔ほとり、大きな桜の木の裏側に出来たスペースに、段ボール箱や廃はい材ざいで小屋を作ったのだ。

「ま、小屋とは呼べないほどお粗そ末まつなもんだったけどさ」

　良介がおどけてみせると、美菜が小さく首を左右にした。

「でも、あの時の私にとっては、本当に家に思えたんだよ？」

「何かっていうと、すぐに秘密基地に籠こもってたもんな、美菜は」

「でも私が籠もると、すぐに良介くんも来てくれたよ」

「そりゃ、分かるだろ。いなくなったんだから」

「そうかなぁ。当時、私は存在感がない幽ゆう霊れいみたいだってよく言われてたもの」

「あの連中に見る目がないだけだろ。それに、俺はずっとお前と一緒だったしな」

　良介の言葉に、美菜が嬉うれしそうに頷いた。

　秘密基地があった桜の木が見えて来て、良介はふと立ち止まった。

「思い出した」

「何を？」

「美菜が家出した時、俺は秘密基地に行ったんだ。でも、そこにお前はいなかった」

「うん。正確に言うと、居たんだけど……落ちちゃってた。良介くんが来る前に誰だれか来たと思って秘密基地から出て、もう夜で暗かったから、足を踏ふみ外してドボンッて湖に落ちてたの。当時、私はまだ泳げなかったから……もがいていたら、そのまま基地から離はなれちゃって」

　美菜が目を閉じながら、当時のことを語る。

　そうだった。秘密基地にいると確信していた良介は、あの時ずいぶんと焦あせったのだ。そんなわけがないと。

　キョロキョロと秘密基地から周りを捜さがした。

　そして微かすかな水音が聞こえたのだ。慌あわてて向かうと、岸からやや離れた所で美菜が溺おぼれていた。

「良介くん飛び込んでくれたんだよね。良介くんが助けてくれたんだってちゃんとわかったのは、岸に辿たどり着いてからだったけど」

　そう言う美菜に、良介は思い出しながら聞いた。

「溺れてるとさ、しがみついたりして普通は助けられないって言うだろ。でもあの時の美菜はさ、声を掛かけて触さわったら、急に暴れるのをやめたんだよな。俺のなすがままになった。まぁ、だから子供の俺に助けられたんだけど」

「うーん、良介くんのこと信用してたからかな。あと、きっと助けにきてくれるとも思ってた気がするし」

「な、なるほどな……」

　昔のこととはいえ、妙みように照れくさい良介だ。

「まぁ、お前の行動のおかげで、おじさんが単身赴任して街に残ることになったんだよな」

「うん。でも良介くん、一つ忘れてることがあるよ？」

「え、まだ何かあったっけ」

「あのね」

　美菜が桜の木を見上げた。当時既すでに巨きよ木ぼくといっていい大きさだったが、今もまだ元気で更さらに大きくなっている気がする。

「大きくなって、もし、良介くんにお嫁よめさんがいなかったら、私をお嫁さんにしてくれる？　って、お願いしたんだよ、私」

「……そうだったっけ？」

　欠片かけらも憶えてない。

「やっぱり忘れてた。あの時、良介くんなんて言ったか分かる？」

　美菜が聞いてくる。

「あ、その、うん、ごめんなさい」

　完全に白旗だ。全く憶えていない。その様子に、美菜が怒るわけでもなく、クスクスと笑った。

「分かったって言ったんだよ。そしてね、俺と美菜が結けつ婚こんしたら、この秘密基地がマイホームだって宣言までしてくれたんだから」

「ちょっと待て、そんなことまで俺、言ったのか？」

　額に指を当てて、考え込む。

　必死に、必死に当時の記き憶おくを漁あさる。

「あっ」

「憶えてたの？」

「いや、その……憶えてない理由が分かった」

　鮮せん明めいに記憶が甦よみがえってきた。

「あの時の記憶さ、ほとんどおっぱいで占しめられてる」

　良介が言うと、美菜がさすがにキョトンとした。そんな彼女に、少し照れながら良介は説明した。

「美菜、ずぶ濡ぬれだっただろ」

「う、うん」

「あの日のお前は、ブラジャー着けてなかったんだよ」

「え……」

「だからその、もう大きくなり出してたお前のおっぱい、あ、胸がさ、透すけて見えてて、俺大興奮。あの時の記憶、ほとんどそれになってる」

　申し訳ないと心の底から思ってると言うと、美菜がプッと噴ふき出した。そして本当に可お笑かしそうに笑う。

「あはははははは、やっぱり良介くんだね」

「そりゃ、俺は俺だからな」

「うん。でも、私はそんな良介くんのことが──」

　美菜が笑え顔がおのまま言い始めた時だ。

　ガサリと桜の木から音がした。それも裏側、秘密基地があった場所からだ。思わず良介と美菜は顔を見合わせて、慌てて走り寄った。

　桜の裏側をのぞき込む。

　昔はあれほど広く思えた根っこが絡からんで出来た広場は、笑ってしまうほど狭せまい。その狭い広場に、小屋があった。

　シールや、お菓か子しの箱などで装そう飾しよくされた、子供の基地が確かにあった。

「噓うそだろ……」

　良介が呟つぶやくと同時に、基地から小さな住人が二人顔を覗のぞかせてきた。

「なに？」

　小さな女の子は少し怯おびえて。

「なんだよ！」

　小さな男の子は威い嚇かくするように。

　すると美菜が、しゃがんで二人の頭を軽く撫なでた。

「ごめんね、驚おどろかせちゃって。ここは貴方あなた達二人の基地なの？」

「うん！　二人の基地だよねー」

「当たり前だろ！　他ほかの連中なんて入れてやんないよっ」

　二人が勢いよく頷いた。

「そっか。素す敵てきな基地ね」

　美菜が褒ほめると、二人が誇ほこらしげに笑う。

「しっかり女の子を守ってあげてね」

　美菜が言うと、鼻を擦こすりながら男の子が剣けんのつもりだろうか、棒きれを突つき上げた。その様子に女の子がパチパチと拍はく手しゆする。

「貴方も、こんなステキな男の子から目を離しちゃだめだからね」

「え？」

　女の子が不思議そうな顔をした。チラリと美菜が良介に振ふり返った。笑っているけど、どこか寂さみしげだ。

「男の子はね、すぐ違ちがうところに行っちゃうんだから。ね」

「う、うん」

　女の子はよく分からないのだろうが、おずおずと頷いた。その頭をまた美菜は撫でて、立ち上がった。

「ありがと」

　バイバイと右手を振って、良介の所に戻もどってくる。

「美菜……」

　良介は美菜を見つめた。美菜の想おもいが、本当の想いが伝わってきた。

　今日ほど、この大切な幼おさな馴な染じみが大事だと想ったことはない。愛いとおしいと想ったことはない。そして、強いと想ったことはない。

「うん。もう一度だけ良介くんに、伝えてもいい？」

　視界が滲にじんだ。

　そのことがばれないように、何度か瞬まばたきをしてから良介は頷うなずいた。

「ありがとう。大おお倉くら美菜は、良介くんのことが大好きです。愛しています」

　まっすぐに良介を見つめながら、美菜が告白した。

　良介はその言葉を、しっかりと受け止めようと思った。自分に刻んだ。

　だから、美菜を良介もまたまっすぐに見て、告げる。

「俺が、したいと想った人は美菜じゃないんだ。美菜じゃない、別の好きな人がいる。だから、ごめん」

　酷こくかもしれないが、それでもしっかりと誤解がないように良介は断った。そして深く頭を下げる。

　美菜は暫しばらく何も言わなかった。微かに、洟はなを啜すする音が、乱れる息が聞こえる。

　良介は頭を上げなかった。それが礼れい儀ぎだと思うから。

　そのまま何分過ごしただろうか。

「言ってくれて、良介くんありがとう」

　口を開いた美菜の言葉は、感謝だった。

「美菜、俺は……」

　驚いて頭を上げると、美菜が微笑ほほえんだ。

「分かっていたの。私が捕つかまえる前に、良介くんの心がもう捕とらえられちゃっているのは」

「美菜……でも、だったらどうして」

「だって、良介くんってば臆おく病びようなんだもん」

　人差し指で、右目め尻じりを拭ぬぐいながら美菜が、出来の悪い子を見る母親みたいに、微笑んだまま困っていた。

「好きな人がいるのに、気が付かないフリをずっとしてた。ふふっ、相手の子もそっくりだよね。良介くんのことが好きなのに、自分を誤ご魔ま化かしてばっかり。本当に、臆病で困った二人なんだもん。しかも、二人とも私に気を遣つかうでしょう」

「もしかして……だから美菜、お前」

「もちろん、私が良介くんのことが好きって気持ちを知ってもらいたかったのが、一番だよ。でも、そうね、ちょっと良介くん達の背中を押したいって気持ちも、本当にちょっとはあったかな」

　右手の親指と人差し指で、数センチの隙すき間まを作って美菜がのぞき込み、そこから良介を見た。

「ベストカップル決定戦に出たのもそうなのか？」

「うん。私が大勢の前で告白すれば、逃にげられないでしょう。そこで断れば、後に引けなくなった良介くんがちゃんと自分の気持ちに気が付くかなって。失敗しちゃったけど、あれから良介くん達、いつも通りになったからよかったかな」

「そうか、悪い。俺が悪いんだよな」

「ううん。そんなことない。良介くんは、きっと一人でもしっかりと伝えたはずだもん。ただ私がけしかけられて、焦あせっちゃったのかもしれない」

「そんなことないさ。美菜、本当に悪かった。ごめん。そしてありがとう」

　深々と頭を下げる。

　その頭を美菜が優やさしく撫でようとして、手を引っ込めた。

「ねぇ、良介くん。聞いていい？」

　良介は頭を上げた。

「良介くんの好きな人は、私の親友の赤い髪かみの毛の……意地っ張りな女の子だよね」

「ああ。リサラだ」

　きっぱりと良介は言い切った。

「今、世界で俺が唯ゆい一いつ最後まで致いたしたい。あー、うん、エッチしたいのはリサラだ」

　その瞬しゆん間かん、美菜の周りに何か、光の膜まくのようなものが生まれ出す。だが、当の本人はそのことに全く気が付いていない。

「ふふっ。リサラに伝える時は、ちゃんとした言い方しないとダメだよ？」

「あれ、ちゃんとしてないか？　普ふ通つうじゃないかな……」

「かなり普通じゃないかな」

　赤い目でクスクスと美菜が笑う。ひとしきり笑ってから、遠えん慮りよがちに良介を見た。

「一つ、我が儘まま言ってもいい？」

「もちろん」

「リサラへの告白だけど、私の前で……言ってもらってもいい？」

　その我が儘に、良介はちょっと驚いてしまった。普通は、聞きたくないものじゃないだろうか。

　美菜が胸の前で手を合わせる。

「建前はね、私が大好きな二人が幸せになるところ見てみたいからなの」

「いや、自分で建前って……」

「ふふ。本当はね。ちゃんと目の前で見たいの。そうすれば、良介くんのことちゃんと諦あきらめられるから」

「っ」

　良介は息を吞のんだ。それを見た美菜が、慌あわてて言う。

「今も、ちゃんと諦めてるよ？　でも、しっかりしたスタート地点が欲ほしいって感じっていうか、その……」

「いや、いいよ。分かった」

　良介はしっかりと頷く。それと同時に、美菜を覆おおう光の膜の輝かがやきが、更さらに強くなっていく。

「嬉うれしい……。私、すごく哀かなしいのに……すごく嬉しい。変だね」

　美菜が、堪こらえきれずにボロボロと涙なみだを流し始めた。

　その頭を、良介は優しく抱だいた。恋こい人びととしてではなく、幼馴染みの親友として、その涙を受け止めてあげたかった。




　　　　※　　　※　　　※




「え……抱き合ってる、の？」

　光が気になり駆かけつけたリサラが見たのは、まさにその瞬間だった。

　二人の愛が成じよう就じゆした瞬間だ。

　そうとしか、リサラには見えない。

「ダメね、私……。イリアの言う通り、やっぱり愚ぐ図ずなんだ」

　涙が、我知らず流れ落ち始めた。




　　　　※　　　※　　　※




　良介の腕うでの中で美菜がしゃくり上げた。

「ありがと、良介くん……ぐすっ、でも、明日あしたからは……もう、平気だから。良介くんの恋人は、リサラになる……んだからね」

「分かってるよ。こうやって美菜を甘やかすのは、これで最後だって」

「うん……ごめんね、迷めい惑わく、最後まで掛かけちゃって、ぐすっ……」

　泣きながら、美菜の体の輝きが更に強くなってくる。

　加速度的に光り、輝き始める。内側から光が溢れ出してくるのだ。

　そして、爆ばく発はつした。

「なっ!?」

　美菜を抱かかえていた良介の視界が、真っ白になる。

　胸の中で、美菜の意識が途と切ぎれていく。

「み、美菜ぁぁぁぁぁっ！」

　何も見えず、何も分からずに良介が叫さけんだ時だ。

「危ないわ！」

　聞き覚えのない声が響ひびき、剣と剣とがぶつかり合う音が響く。

「な、何が？」

　戸と惑まどう良介を無視して、叱しつ咤たが飛ぶ。

「リサラっ。何を惚ぼけているのよ！　良介くんと大倉美菜を確保しなさい！」

「サイラ叔お母ば様っ……は、はい！」
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　リサラの声だ。いつから居たのか知らないが、間ま違ちがいなくリサラの声だ。

「まったく野や暮ぼなことをするのね、ヘルガ・キヴィレフト！」

　大人の女性の声だ。即、ギンッと剣けん戟げきが響く。

「その顔、サイラ・ゼリアですか。レストールも、随分と大物を護衛に付けましたね！」

　ヘルガの声が響き、気合いがほとばしった。

「大物って分かっているなら、さっさと退ひいたらどうなのよ。お姉さん、今なら見逃してあげるわよ」

「これも命令なんで、好意だけもらっておきますよ、おばさん」

　イヤミたっぷりにヘルガがサイラに返した。

「毛も生えてなさそうな小娘が！」

「ふんっ、どうせ真っ黒なんでしょう！」

　激しい剣戟が響き出す。

　更に数度、剣戟の音が響いた後、良介は腕を引っ張られた。その指、息づかい、不思議と分かる。リサラのものだ。

　何の不安も感じずに、良介はリサラに従った。

（ああ、そうか。溺おぼれた美菜が暴れなかったのも、同じ気持ちだったのか）

　そんな、場違いで吞のん気きな感想が浮うかぶ。

「でも、さすがはサイラ叔母様ね。ヘルガを圧あつ倒とうしてる……この場はこれで平気そうね」

　リサラが隣となりで呟つぶやいた。

「サイラ叔母様って誰だれだ？　て、そうだリサラっ。お前いつから！」

　まだ真っ白い視界の中、声を頼たよりにリサラを向く。

「サイラ・ゼリア。キュールのお母様よ。そして……」

　リサラが、言いにくそうに言葉を切った。何度か言いかけ、何度も切り、ようやく言葉にした。

「ごめんなさい。良介と美菜の大事な日を邪じや魔まする気はなかったの。ううん、その、なんというか……間に合ってれば邪魔になってたかもしれないけど、でも本当に、良介の幸せを邪魔する気はないのよ」

　まくし立てるように、一気に言う。

「え、いや、お前は何を」

　言っている意味がよく分からなくて聞き返そうとしたが、

「これはっ、結界!?」

　リサラが切せつ迫ぱくした声で叫び、機会を失ってしまった。

「《隔離の小島リユングヴイ》よね……それも、強い」

　リサラの言葉の後に、はっきりと分かる声が響いた。

「強力な護衛がいるとは聞いていたが、まさか貴方あなただとはね」

　何度も戦い、何度も危機に陥おとしいれられ、一度は撃げき退たいした敵、ガルダーブロウグだ。良介には見えないが、いつも通り暗くら闇やみよりも深い漆しつ黒こくを全身に纏まとい、黄金の縄なわで編み込まれた仮面を付けている。その仮面もまた、以前良介に切り取られたままだ。

　ただ、圧力、圧あつ迫ぱく感かん、引き締しまった肉体に内包している力そのものが、良介には見えないながら、圧倒的に違う気がした。今まで感じた以上に、強さを強きよう烈れつに放っているのだ。

　その圧力を感じて、良介は美菜を背にしてガルダーブロウグの方を向いた。少しでもかばいたいのだ。

「ヘルガが苦戦するのもよく分かる」

　ガルダーブロウグが言葉とは裏腹に、さして感心した風もなくただ言う。

「ガルダーブロウグ、どうしてここに……」

　サイラが呻うめくように言うと、ガルダーブロウグが哄こう笑しようした。

「ハハハハハハハハ、この期ごに及およんでどうしてときたか。リサラ以外で唯ただ一人、本家の血を引く貴方がそれではレストール家の平和ぼけもここに極きわまれりだな」

　徐じよ々じよに視界が戻もどってくる中で、ガルダーブロウグが《不幸の運び手テュルフィング》を無造作に叩たたきつけた。

　サイラの持つ剣が、真っ二つに切り裂さかれる。

「なっ」

　驚きよう愕がくするサイラを無視して、ガルダーブロウグは《テュルフィング》を振ふり、喋しやべる。

「私はね、《雷神の雹テイールハガル》を完全に掌しよう握あくしているのだよ。そして、人間に媚こびへつらわねば生きていけぬ今のシステムに不満を持つ死しに神がみは──」

「きゃぁぁぁぁっ!?」

　サイラの持つ剣が、跡あと形かたもない。そして最後の柄つかごと切り裂かれ、サイラが着ていた《装束デイスラード》が切り裂かれ、崩ほう壊かいしていく。

　右腕から、血が滴したたり落ちる。

「ふむ。悪くない乳ちちだが、やや垂れているな」

　冷たい目で、見下ろす。

「これでも娘むすめを産んでるのだから、仕方ないでしょう！」

「そうだ。貴方あなた達に不満を持つ死神の話だったな」

　サイラの言葉を完全に無視して、ガルダーブロウグが切っ先をサイラの喉のど元もとに当てた。

「叔母様！」

「リサラ、何をしているの、逃にげなさい！」

「ハハハハハハ、無む駄だだよ。今の私が張った《隔離の小島リユングヴイ》は、死神には破ることなど出来ん。そうとも、今の私は既すでに死神を超こえているのだよ」

「《ファヴニール》の力のおかげのくせに、随ずい分ぶんと大きな口を叩く男ね」

　サイラが睨にらみ付けると、ガルダーブロウグが軽くおどけた。

「この力を無駄にし続けたのも、貴方達のはずだがね」

「そ、それは……」

「いいかな。そんな貴方達に失望し、今の死神界に失望し、既に多くの死神が私の傘さん下かとなっている。中には、組織毎ごと忠誠を誓ちかった場合もな。そんな私が、人間界の行き来に不自由すると思うのかね。そうとも、今や私は、貴方達レストールよりも自由に行き来出来るというわけだ」

　ガルダーブロウグが勝ち誇ほこる。

　その頃ころ、良介の視界もようやく元に戻りつつあった。

「ねぇ、良介」

　リサラが本当に小さく小さく囁ささやく。

「なんだよ」

「《グラム》は反応しない？」

「《グレイプニル》があるからじゃないな。完全に沈ちん黙もくしてる感じだ」

「そう……。と言って、私の《カルヌーンプラデュール》と良介の《グレイプニル》じゃ、ガルダーブロウグどころかヘルガにも太た刀ち打ち出来ないわね」

　ゆうべは《カルヌーンプラデュール》一本でヘルガに立ち向かったはずだが……。

「何よ、その目は。ゆうべは、ちょっと頭に血が上ってたのよ」

　つかの間、リサラが唇くちびるを尖とがらせる。すぐに元の冷静な、戦う顔に戻ると、良介を真しん剣けんな目で見た。

「一つ、試したいことがあるの」

「なんだ？」

「右腕を出して」

　言われた通りに《グレイプニル》を付けた右腕を差し出す。するとリサラが《グレイプニル》を覆っている革かわを勢いよく剝むいた。

　これで《グレイプニル》の機能は制約され、《グラム》が覚かく醒せい出来る状態になる。

　なるが、もう良介の魂たましいには《グラム》を覚醒させるだけの霊れい力りよくのストックがないのだ。いくら魂の奥底に眠ねむる生きる力を燃やしても、共に湧わき上がる《ファヴニール》が残した霊力が無ければ、ただの人間である良介には、《グラム》を覚醒出来ない。

「私、良介の霊力を《グラム》を通じて貰もらっているでしょう？　《グラム》が覚醒していない時にね」

「ああ、そうだな」

　おかげでエッチな興奮をしていても、リサラに生きる力を吸い取られると、すぐにしおしおと萎しぼみ、男の子としての正しい興奮が失うせてしまうのだ。

「その逆は出来ないかしら」

「どういうことだ？」

「私はここのところ、良介から霊力を貰っているだけであまり使っていないわ。ゆうべの戦いだって、私はほとんど出番がなかったのだしね。つまり、今、私のこのブレスレットには良介の霊力が溜たまってるの」

　リサラが腕のブレスレットを見せる。

「そしてもう一つ。《グレイプニル》にも、良介の霊力がストックされているわ」

「ああ、興奮するたびに勝手に抜ぬき取りやがる」

「この二つを逆流させるわ。全すべて良介の魂の奥底に送り込むのよ」

「その霊力で、《グラム》をたたき起こそうっていうのか？」

「その通りよ。いくわよ」

　良介が賛否を言う前に、リサラが気絶したままの美菜を地面にゆっくりと寝ねかせ、良介の胸に両手を置いた。

「リサラ、お前に危険はないんだろうな」

「ええ、ないわ」

　やけにきっぱりと断言する。その様子はどうにも怪あやしい。

「おい、リサラ──うわっ!?」

　いきなり胸が熱くなる。リサラが手を置いた場所が、燃えるように熱くなってくる。だが、実際の熱とは違う。熱く、熱くなってくるのだ。燃え上がってくる。

「くっ、くおぉぉぉぉぉっ！」

　キュールの、ローションで透すけた黒いショーツが思い浮かんだ。

　股こ間かんに跨またがってショーツを擦こすりつけられた時の刺し激げき。

　ライファンのおっぱい。

　イリアの腋わきの下。

　次々と、エッチな刺激が思い浮かんでくる。

　どんどんと熱が表面から奥深くへと伝でん播ぱしていく。魂が、魂そのものが熱く滾たぎり始める。それは、良介がエッチな刺激を受けて大興奮した時に似た感覚だ。

　普ふ段だんは、エッチな刺激を受けて熱くなる。しかし今は、熱くさせられてエッチな刺激を思い起こしている。

　手順が逆なのだ。

　リサラが言った通り、蓄たくわえられた良介の霊力が戻って来たが故ゆえの現象なのだろう。

　だが足りない。《グラム》を覚醒させる時のような、熱い熱い奔ほん流りゆうにはなっていない。これではよしんば《グラム》が起き上がってきたとしても、精々半はん勃だちだ。

　そのことが分かるのか、リサラが焦あせりと共に呻く。

「くっ、まだなの……」

「何をしているんですか！」

　リサラが思わず漏もらした呻き声を、耳ざとくヘルガが聞きつけ、睨んできた。

「おい、リサラ。無理だって、この方法っ」

　ガルダーブロウグはなぜか動かずに面おも白しろそうに眺ながめているだけだが、ヘルガがゆっくりと用心しながら近づいてくる。

　今日は薄うすくしなやかな白銀の鎧よろいで全身を覆おおった、完全武装だ。

「黙だまってて……こうなったら、最後の手段よ！」

　リサラが左手を良介から離はなして、自分の胸を抱いだく。脚あしも少し閉じる。それから歯を食いしばった。全身から一いつ瞬しゆん輝かがやき、薄れていく。

「ほう」

　ガルダーブロウグが、何か感心したように声を漏らした。

「何を……お、おい、リサラ!?」

　良介の目の前で、リサラの衣服が薄くなり始めた。比ひ喩ゆではなく、本当に色しき彩さいが薄れていく。透とう明めいになっていくのだ。

「黙ってて……も、もう少しで」

「いやでも」

　ゴクリと生なま唾つばを吞のみ込んでしまう。

　普通、服が半はん透とう明めいになっていけば──普通はならないが──下着が見えてくる。白いシャツが濡ぬれた時、もっとも注目し刮かつ目もくすべきは透けた下着だと、全国男子アンケートでも出ているくらいだ。

　だがしかし、リサラの服が半透明になっていくにも拘かかわらず、下着は透けてこない。

　肝かん心じんの部分は、左手で胸を抱いているせいで見えない。

　下半身も脚を閉じたため、ちゃんとは見えない。ちらっと赤い草原の隅すみが、はみ出てるけれど。

「お、お前、もしかしてノーブラノーパンだったのか？　いつからだっ、いつから露ろ出しゆつの趣しゆ味みに目覚めたんだ！」

「違ちがうわよっ、このエロ介すけ！」

　リサラが思わず突つっ込み返して、慌あわてて集中する。

「いやだって……その、いきなりおっぱいが透けてきて、スカートの下もなんか赤いのが見えて来てるしさ」

　ドキドキしながら、良介はしっかりと見てしまっていた。だって見たいのだ。リサラのは見たい。もうガン見だ。

　その視線に、思いっきりリサラは羞しゆう恥ちで顔を赤くしつつ説明する。

「私の服は良介の霊力から作り上げているでしょ」

「あ、そういえばそうだな」

「だから、それを解体して、良介に戻しているのよ。だからその、一いつ緒しよに下着も……霊力に戻してるわけ」

「え……じゃあ、このままココでリサラはすっぽんぽんに、な、なるのか！」

「さあ、どうかしらね。たぶん、そうはならないんじゃないかしら」

　どこか寂さびしげにリサラが答える。だが良介は、ますます透明になり透けて見えてくるリサラの裸ら体たいで頭がいっぱいで、その響ひびきに気が付けなかった。

「やっぱり……もっとね」

　リサラが呟つぶやく。ますます薄くなっていく。透けていく。

「くっそっ。やっぱり透けるってのは最高だよなっ。透け透けってのは、どうにもオヤジくさい趣味だと思っていたけど、違うんだ。男が、行き着く一つのフェチの形なんだな！」

　熱く熱く魂が燃えてくる。それは霊力が注ぎ込まれているからか、目の前の透け透け服を着たリサラの半ヌードのおかげか。

　とにかく、良介の魂はフルスロットルだ。

「お、[image: おだくてん][image: おだくてん][image: おだくてん][image: おだくてん][image: おだくてん][image: おだくてん][image: おだくてん][image: おだくてん]ぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ、おっす、ごっちゃんです！」

　良介は立ち上がった。

　もう目の前にヘルガが来ているが、一いち瞥べつすることもなく、自分のＴシャツを脱ぬぎ、地面に手を突いて荒い息をしているリサラの肩かたに掛かけた。

「りょ、良介？」

「お前のエッチな姿を見ていいのは、俺だけだからな。ガルダーブロウグなんかに、見せてたまるか」

　言いながら、良介は振ふり返った。

　ヘルガが、あからさまに見下した顔をする。

「知ってますよ。もう《グラム》は覚醒出来ないのでしょう？　加賀良介、今の貴方あなたはただの人間なんですよ。そんなゴミくずが、僕の前に立ってどうしようっていうんですか？」

「さあ、どうすると思う？」

「そうですね。跪ひざまずいて、ブヒブヒ鳴きながら僕の脚を舐なめたら、気持ちよくしてあげますよ。男としての快楽は失いますけどね」

　ペロリと、まだ幼い唇を舌で舐める。

「悪いね。踏ふまれるのも、罵ば倒とうされるのもゾクゾクするし好きなんだけどさ、どうにもさ、お前は違うんだよな」

「へえ、残念ですね。僕はマゾ男の調教は巧うまいって評判なんですけどね。いい豚ぶたさんになれたと思いますよ」

《ダーインスレイブ》をヘルガが、良介に向けた。

「なら死しに神がみ界にも、大したエロソムリエはいないってことだな」

「なんですって？」

「俺のこの数あま多たのエッチな資料を見てきた目が、言うんだよ。お前は、サドじゃなくてマゾだってな。虐いじめられて喜ぶタイプだってな」

「なっ、ぼ、僕のどこがマゾだっていうんですか！」

　叫さけび、地面を蹴ける。血を滴したたらせながら《ダーインスレイブ》の切っ先が、一直線に良介へと襲おそい掛かった。

「相棒っ。短い別れだったな！」

　ギィィィィィィン。

　甲かん高だかい、金属音が鳴り響いた。

《ダーインスレイブ》を握にぎったままのヘルガの顔に、驚きよう愕がくが広がる。

　その切っ先が、良介に刺ささることなく十センチほど離れて止まっていた。いや、止められていた。

　その先にあるのは、柄つかだ。

　グリップを強くするための彫ほり込み以外は、何の装そう飾しよくもない柄だ。

　良介はその柄を握った。そして《ダーインスレイブ》を弾はじき飛ばして、引き抜く。

「うわぁっ」

　ヘルガが、《ダーインスレイブ》に振り回されるようにバランスを崩くずし、その場に尻しり餅もちをついた。

　その目の前で、《グレイプニル》から無数の縄なわが爆ばく発はつするように飛び出て《グラム》と良介に巻き付いていく。右胸と右みぎ腕うで、右手に縄が絡からみ、収縮し、黒い鎧となった。

　不思議だ。

　以前よりも、《グラム》と《グレイプニル》が反発していない気がする。

　いやむしろ一体化しつつあるような気がする。

（ああ。俺も不思議なんだけどよ、どうにもコイツ……懐なつかしい気がしやがる）

《グラム》が目を覚まし、語りかけてくる。

「そうだな。最初は、《グレイプニル》のおかげでお前の刀身も短かったのに、今日はギンギンだ」

「良かった……《グラム》が応こたえてくれたのね」

　今にも消えてしまいそうなか細い声だ。良介は慌てて振り返ると、リサラが地面に倒たおれ伏ふしている。

「おい、リサラっ！」

　駆かけ寄り抱だきかかえ、良介は言葉を失った。

　薄く、なっているのだ。

「リサラ、お前、薄く……」

「なに、胸のこと？」

　必死に強気の笑え顔がおを、リサラが作る。

「そんなわけないだろっ。リサラ、お前の体が透すけて来てるじゃないかっ」

　元々のリサラの衣服なんて、もうない。良介が掛けたＴシャツが、大事なところを隠かくしているだけだ。その端はしから伸のびる手脚は、先せん端たんがもうない。

　首は、その下の地面がはっきり見えるほどに透明になってしまっている。

　苦しそうな中で、必死に強気の笑みを作っている顔も、透明になりつつある。

「どういうことなんだよ、これ！」

　張り裂さけんばかりに良介は叫んだ。リサラは、ちょっと困った顔をした。

「はは……《グラム》に、自分が存在する霊れい力りよくまで注ぎ込んじゃったみたい、ね」

「注ぎ込んじゃったって、お、お前、どうなるんだよっ」

「き……きえ……て……恥はずかしい……わね」

　スゥッと、まるで元々居なかったかのように、リサラは良介の腕の中で消失した。掛けたＴシャツだけが、良介の腕に残る。

　居た。確かにリサラは居た。

　だって、Ｔシャツにはまだ彼女の体温が残っているのだ。

「ハハッ、後先考えないから消失なんて恥ずかしいことになるんですよ」

　ヘルガがお尻しりの土をパンパンと払はらいながら立ち上がった。

「しかし、まさか《グラム》を覚かく醒せいさせるとは、少し感心しましたよ。ガルダーブロウグの許可は得ていますからね。今ここで、正面からねじ伏せ、僕の豚さん十九頭目にしてあげます」

《ダーインスレイブ》を構える。

　良介はＴシャツを一回握りしめると、ゆっくりと立ち上がった。

「悪いな。豚になってブヒブヒ言う相手は、もう決めてるんだよ」

「あの貧ひん乳にゆう死神の豚にでもなるんですか？　あんなに貧乳なのに」

「はっ。お前に言われたくはないね」

　振り返り、《グラム》を正眼に構えた。

「失礼ですね。僕の胸は、まだまだ成長途と中ちゆうなだけですよ。あんな、才能も胸も先が決まってる死神とは、一緒にして──クゥゥゥッ!?」

　嘲ったヘルガに、良介は何も言わずにいきなり《グラム》を叩たたき込んだ。

《ダーインスレイブ》と刃はと刃が激しくぶつかる。血が飛沫しぶきとなり、火花が散る。

「いきなりですか！」

「うるせぇっ。お前なんかに貧乳が分かってたまるかよっ。貧乳は素す晴ばらしいんだぞっ。リサラの貧乳は特に、特に、特に素晴らしかったんだ！」

　背せ丈たけの差を利用して、上から《ダーインスレイブ》を押し込む。

「貧乳に価値はないと、ガルダーブロウグも言ってますよ！」

《ダーインスレイブ》の刀身から、無数の血の腕が襲い掛かる。

「オラァァァァッ！」

　気合いと共に手首を返して、ヘルガを斜ななめ上へ吹ふき飛ばした。眼前、触ふれるか触れないかの距きよ離りまで迫せまった血の腕ごとヘルガが浮うき、弾かれ、片かた膝ひざを突つきながら数メートル先に着地した。

　走り、着地地点に飛び込む。

「僕が勝つんですよ！」

　ヘルガが《ダーインスレイブ》を、下から振り上げる。

　良介は左脚を突き出し、地面をえぐりながら強ごう引いんに止まった。目の前を、《ダーインスレイブ》の切っ先が虚むなしく過ぎていく。

「なっ!?」

　ヘルガの顔に驚愕が広がる。

　その顔を見ながら、良介は右みぎ脚あしで地面を蹴った。同時に《グラム》を、切っ先が地面すれすれに触れながら、上へと振り抜いた。

　ギンッ。

　短い金属音を立てて、《ダーインスレイブ》が空を舞まう。

　数秒後、クルクルと回転しながら落下し、地面へと突き刺さった。

　ヘルガが、何もなくなった両手を呆ぼう然ぜんと眺ながめた。

「リサラのさ、リサラの貧乳はさ、どう考えても感度が最高なんだよ」

　良介は静かに告げると、《グラム》を振るった。

「────！」

　声にならない悲鳴を上げて、ヘルガがその場に崩れ落ちた。

　彼女の鎧よろいが崩れる。

　いや、全すべてではない。

（いい趣しゆ味みしてるじゃねぇか）

《グラム》が唸うなった。

　白目を剝むいて仰あお向むけに倒れたヘルガの鎧は、股こ間かん部分に手が入るタイプの旧スク型となっていた。

「子供の鎧は、これでいいんだよ」

　絞しぼり出すように、良介は呟つぶやく。

（てっきり俺は、怒いかりのあまり殺すもんだと思ったぜ）

「女の子は、敵だろうがなんだろうが、世界の宝だからな」

（気絶するほどの恐きよう怖ふは与あたえたけどな。しばらくコイツ、夜に一人でトイレに行けないぜ）

《グラム》が苦く笑しようする。

　良介はそれには答えず、一度リサラが居た場所に視線を置き、深呼吸をしてからガルダーブロウグへと向いた。

　すると、ガルダーブロウグが手を叩いた。

「いや、見事な造形美だった。まさか、この私が強化した、一つの到とう達たつ点ともいえる死神装しよう束ぞくが、こうも見事に切り取られるとはね」

「ガルダーブロウグ……」

　低く低く、唸るように名前を口にする。

「ふむ。やはり、リサラ・レストールの足りない考えだけではない──っ！」

　リサラの名前が、ガルダーブロウグの口から出た瞬しゆん間かん、良介の頭は真っ赤になった。怒りだけとなり、突っ込み、《グラム》を叩きつける。

「ふむ、やはり湧わき上がっているな」

　刃と刃が嚙かみ合った《テュルフィング》の先で、ガルダーブロウグの瞳ひとみが良介を、まるでその魂たましいまで見み透すかすように射い貫ぬく。

「だが、まだ足りないな。やはり、お前の本質は怒りではないかな」

「何を分からないことをっ」

《グラム》を押し込もうとして、まるで壁かべにでもぶち当たったかのような感かん触しよくを受けた。

「ハァッ！」

　ガルダーブロウグの気合いだ。

　同時に良介は弾きとばされていた。自分が弾かれたことを、地面に転がった時に気が付いたほどに、何が起きたか理解出来ない。

「力の差だよ。単純にね」

　ガルダーブロウグが《テュルフィング》の刀身を、左ひだり掌てのひらにのせながら笑った。嘲りではない、ただ上じよう機き嫌げんに笑う。

「くそっ……」

　口に入った土を吐はき捨てて、良介はガルダーブロウグを睨にらんだ。

　また走り込もうとした時、手を引かれた。

　サイラだ。

　振ふり払おうとして、一瞬良介は躊ちゆう躇ちよしてしまった。

　左ひだり腕うでで隠した、その大きく垂れたおっぱいに目が行ってしまったのだ。

　その様子に、ガルダーブロウグが更に笑った。

「ふむ。やはり、加賀良介とはそういう男か」

　その言葉は嘲りに聞こえた。良介は自分が恥ずかしくなる。

　リサラが消えてしまったことに怒り、戦っていたはずなのに、それなのにエッチな刺し激げきに目が留まってしまう自分が、どうしようもなく恥ずかしく感じられた。

「いやいや、それでいいんだ」

　ガルダーブロウグがまた言う。

　睨み付け、走りだそうとする。その手が、またサイラに引かれた。

「ダメよ。今の貴方あなたでは、ガルダーブロウグには勝てないの」

「やってみなければ！」

　その会話が聞こえたのか、ガルダーブロウグが話し始める。

「今の私は、キミが持っていた《ファヴニール》に蓄たくわえられていた霊力を、自在に扱あつかえるからね。そして、私はキミとは違ちがい、霊力を扱うことに関してはエキスパートだ。死しに神がみはもちろん、《ファヴニール》を持っていた頃ころのキミだって、私には勝てないわけだ。ま、もっとも。人間であるはずのキミが霊力を扱えたこと自体、色々と示し唆さに富むがね」

「なんだか知らないが、やってみなければ分からないだろうが！」

　良介の怒ど鳴なり声に、サイラが必死な形相で叫さけんだ。

「落ち着いて！　リサラは消えたけど、生きているから！」

「……え？」

　呆然と、ガルダーブロウグが目の前にいるにも拘かかわらず、良介は振り返ってしまった。

「あの子は、死神が人間界に居続けるための術式《存在ボドウライス》の霊力をも、貴方に注いだだけよ。だから、人間界には存在出来なくなって……死神界に強制召しよう還かんされたの」

　そういえば、そんな話があった気がする。

　いや、そもそもリサラが良介に《グラム》を突き刺さして霊れい力りよくを吸い取ったのも、その《存在ボドウライス》を使うためだった。

　初めて会った時のリサラを、良介はつい思い出した。

　雨の中でまるで捨てられた子こ猫ねこのように、周囲を敵視していたリサラを。そして、傘かさを渡わたした後、ついつい女の子大好き宣言をしてしまった良介に噴ふき出したリサラをだ。

「そうか、死神界に還かえっただけか……」

　気が抜ぬけてくる。疲ひ労ろうが、一気にのしかかってくる。

「まあ、死神としては最大級の屈くつ辱じよくではあるけど……でも、リサラは生きているわ。今いま頃ごろ、レストール家にいきなり現れて、大おお騒さわぎになっているはずよ」

「そ、そうか……あはははは、そうか、そうか！」

　思わず笑ってしまう。すると安心したせいか《グラム》が萎しぼみ、魂の奥底へと戻もどっていってしまった。

「え……あ、あれ、しまったっ。これじゃガルダーブロウグと！」

　慌あわてて見回すと、ガルダーブロウグは変わらず立って良介を見ているだけだ。

「やはり怒りでは、無理ということだな、加賀良介」

「さっきから、何を言ってるか俺にはさっぱりだぞ」

「フッ、フハハハハハハ、今はそれでいい。だがな、俺にはお前が必要だ」

「…………ホモ？」

「違うわ！」

　良介の突っ込みに、思いっきりガルダーブロウグが怒鳴り「コホン」と恥はずかしそうに、咳せき払ばらいをした。

「ま、いい。加賀良介、死神界で大倉美菜と共に待っているぞ」

「え……美菜っ!?」

　振り返ると、気絶していたはずのヘルガが美菜を、かなり苦しい体勢だがおんぶしている。そして嚙み付くような目で、良介を睨んでいる。

「加賀良介……ちびったこの恨うらみ、絶対に忘れません」

「え、貴方、怖こわくておしっこ漏もらしちゃったの？」

　サイラが、思わず突っ込んだ。

「わ────っ、わ──────────っ、ガルダーブロウグに聞こえるじゃないですか─────！」

　大声を上げ、ゼイゼイと息を吐く。

「絶対に、許しません！」

　指し摘てきしたのはサイラなのに、真っ赤になって良介を睨み、地面に消えていった。

「おい、美菜っ、美菜を……くっそぉぉぉぉ！」

　リサラが生きていた安心から急転直下、良介は再び後こう悔かいに叫び声を上げたのだった……。









　終章　いってきます










「なるほどね。そんな事態になっていたのか」

　ソファで脚あしを組んだライファンが、チラリと良りよう介すけを見る。

「一瞬、ものすごく霊力を感じたんですけど、やっぱりあれが美み菜なさんだったんですわね」

　キュールの言葉に、マルベックが「へ？」と不思議そうな顔をした。

「ええと、何かありましたっけ？」

「だからバカだ無能だって言われるのよ、この無能ホルスタイン！」

　ゲシッとイリアが、マルベックの向こう脛ずねを蹴けり上げる。涙なみだ目めになり、その大きすぎる胸をゆっさゆさと揺ゆらしながらマルベックが跳はね回った。

「でも、《イレギュラー》の霊力があれほどまでとは、イリア、吃驚びつくりよぉ。これじゃ、ほとんどの死神が気が付いたわよねぇ」

　ハァとため息を吐つく。

「イリアが隠かくしてたの、バレちゃうなぁ」

「ま、でも、争そう奪だつ戦せんにはならないわね。何しろ、あのガルダーブロウグの手の内にあるなら、対たい抗こう出来る勢力はレストール家くらいのものよ」

　サイラが言うと、ライファンが「さあ、それはどうでしょうね」と呟つぶやいた。サイラが、冷たく鋭するどい目を向ける。

「どういうことかしら？　元ピグノート家の当主さん」

「レストール家にも《雷神の雹テイールハガル》の協力者が無数にいるのは、もうご存じなのでしょう？　そして、リサラが強制召還されてまた跡あと継つぎ問題が再発するんでは？　レストール家は組織が大きすぎますからね。強力な当主が居ない限り、いつも内部で反目している。最近は、それが常態化してますしね」

「……元々傘さん下かで、《雷神の雹テイールハガル》の協力者だっただけあって詳くわしいようね」

「どういたしまして」

「まったく、二人でいがみ合っても仕方ありませんわよ」

　キュールがやれやれと頭を振り、立ち上がった。そして一同を見回す。

「キュールは、分かりきったことを話し続けるのは趣しゆ味みじゃありませんの」

　手の甲こうで、ふわりとウェーブが掛かかった髪かみを大きく搔かき上げた。

「今のガルダーブロウグに勝てる死神は、個人も組織も、死神界には存在しませんわ。そんなこと、分かりきってることではありません？」

　母親であるサイラも、敵組織の一員であるイリアとマルベックも、裏切り者だったライファンも、みなが頷うなずいた。

「でも、キュールは知ってますわ。ガルダーブロウグに勝てる可能性が、人間界に二つあることを」

　今度は全員が首を捻ひねる。代表して、イリアが問い質ただす。

「一人は分かるけど、もう一人って誰だれよぉ。そんな凄すごい人、どこにいるの？」

　キュールがニヤリと笑う。

「可能性二つとも、キュールの手の内ですわ。つまり、これからのガルダーブロウグ討とう伐ばつの指揮は、このキュールが執とらせていただきますわ！」

　その宣言に、一同喧けん々けん囂ごう々ごうだ。

　大だい紛ふん糾きゆうだった。

　そんな声を聞きながら、良介は麦茶を飲んだ。リサラが、ゆうべ淹いれた麦茶だ。パックを水に入れただけだけど。

「オンッ」

　足あし下もとにやってきたカエサルが、お座りをして見上げてくる。

「なんだよ、カエサル」

「オンッ（キュールのヤツも、好き勝手言ってくれるな）」

　苦く笑しようだ。そのカエサルの言葉で、ようやく良介にも二つの可能性が分かった。

　一つはもちろん自分だ。《折れた剣けんグラム》を持った良介なら、ガルダーブロウグと戦える。もっとも《グラム》がまた覚かく醒せい出来るかどうかは未知数、いや現時点では限りなく少ないのだが。

　そして二つ目が、カエサルだ。

《折れた剣グラム》、《不幸の運び手テュルフィング》、《殺さつ戮りくの剣ダーインスレイブ》と同じ《旧ふるき五つ》に名を連ねる《龍りゆう殺しの剣リジル》を、魂たましいに刺した犬の中の特異者、それがカエサルだ。

　実際カエサルは、過去数回ガルダーブロウグとの戦いを繰くり広げている。

「バウッ（さてと良介、最後のレクチャーだ）」

　カエサルが、良介の足先にお手をした。

「最後の？　穏おだやかじゃないな」

「オウンッ（ま、そりゃそうだろ。良介、死神界に行くんだろ。美菜を取り返すためガルダーブロウグと戦いに、そしてリサラに会いに）」

「ああ。当たり前だ」

「……オンッ（俺も付き合う。美菜もリサラもいないと、この家は静か過ぎるからな）」

　カエサルが、耳を少し垂らしながら部屋を見回し、また苦笑した。

「バウッ（今は賑にぎやか過ぎるけどな）」

　そして、良介を睨にらむ。

「オンッ、オンッ（今度こそ、ガルダーブロウグとの決戦だ。俺も良介も、無事に帰って来られるかどうか分からないからな。それにだ）」

「それに？」

「オンッ（教えることも、そろそろないってことさ。モテるためのレクチャーはな。随ずい分ぶんと良介、いい男になってきてるぜ？）」

　その言葉に、良介は自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべた。

「美菜を守り切れずに、リサラに負担を掛けまくった俺がか？」

「オウンッ、オンッ（取り戻せばいいのさ。いい男の条件ってのはな、奪うばわれないことじゃない。奪えることだ）」

「なるほど」

「オンッ（だから良介、これが最後のレクチャーだ。いいか、瞳ひとみを見て愛してるって言いな。そうすりゃ、好きな相手に想おもいを刻み込めるさ）」

「は、恥ずかしいな……。まぁうん、頑がん張ばるよ」

　良介の返事に、カエサルがパタパタと尻しつ尾ぽを振ふる。

「ってことは、あれだ。会わないと話にならないからな。あげくに、美菜との約束もある」

　そうだ。美菜が見ている前で、リサラに好きだと告白すると約束したのだ。

　美菜を取り返さない限り、良介はリサラに想いを告げられない。

「二人とも、死しに神がみ界だろうが天国だろうか、どこだって奪い返しに行ってやろうじゃないかっ」

　強く拳こぶしを握にぎり、良介は立ち上がった。

「オォォォンッ」

　カエサルもまた咆ほえた。そして、キュール達に早く死神界に行こうと言う良介を見つつ、一人苦笑した。

「……オンッ（ま、天国は、告白した後にどうせ行くんだろうけどな）」

　そのために──エッチするために戦い、頑張る。

　それこそが男だと、カエサルは良介を見ながら心底思う。

「オンッ（つまり、俺のご主人様こそが男なのかもな）」

　その考えは、カエサルにとって愉ゆ快かいなものだ。

「何してんだ、カエサルっ。死神界に行くぞっ。俺の恋こい路じを邪じや魔まする、ガルダーブロウグの野や郎ろうをぶっ倒たおしにな！」

　振り返った良介が叫さけぶ。

「オオォォォォォォン！（手伝うぜ、俺のご主人様よ！）」

　良介の呼びかけに、カエサルは誇ほこりを持って咆えたのだった。

　真の主人と戦うことが、犬にとってなんと喜ばしいことか！




　　　　※　　　※　　　※




「ククク、今の死神界に失われたアイツを倒せば、俺の革命は完成する」

　荘そう厳ごんな石の台に寝ねかされた美菜を見ながら、玉座に座ったガルダーブロウグはほくそ笑んだ。

「そうとも、アイツにはなんとしても覚醒してもらわないとな。俺が世界の支配者になるための、大切な生いけ贄にえになってもらわなければな」

　ガルダーブロウグが、《テュルフィング》の刀身を撫なでる。

「大おお倉くら美菜。お前の《イレギュラー》としての力、俺が竜りゆうとなるためにいただくぞ」

　呼吸のたびに揺れる美菜の胸をゆったりと見つめる。

「ヘルガ、術式の準備を急げよ」

「は、はい」

　怯おびえた様子でヘルガが、頭を垂れた。

「ふっ、加か賀が良介に負けて自信を失ったか」

　広間から出て行くヘルガの背中を見つつ、ガルダーブロウグは薄うすく笑う。

「まぁいい。しょせん、死神などその程度だ。俺は全すべてを、そうとも真の貴様を倒して全てを超こえるぞ、加賀良介!!」

　酔よったように、一人ガルダーブロウグは笑い続けたのだった……。










　あとがき







　十巻お買い上げありがとうございます。橘たちばなぱんです。




　十巻ですよ、十巻。

　二ふた桁けたまで来てしまいました。自分でも信じられない思いです。これも一ひと重えに、応援して下さっている皆様のおかげです。本当にありがとうございます。

　さて、この十巻ですが八巻最後の美み菜なの告白から続く物語になっています。八巻が二〇一二年七月刊行でこの十巻が二〇一三年四月刊行ですので、いやぁ九ヶ月も美菜は答えを待つ羽目になったわけですね。

　良りよう介すけも酷ひどいヤツです。

　ごめんなさい、俺が悪いんです。

　というか、新作があったり他にもなんか色々あったりして、そのあの、新刊が遅れてしまいました。お待たせしてしまい、本当に申し訳ありません。

　ですが、ご安心。

　続きの十一巻は、四ヶ月くらいで出せると……思います。そのはずです。ええ、間違いありません。

　でもって、まぁアレです。

　十一巻で『だから僕は、Ｈができない。』の物語も、一応の完結かなと考えています。二巻予定だったのに、よく続きました！

　冒頭にも書きましたが、皆様のおかげで本当にありがたく思っております。




　………………。

　ノリとしては、ここらであとがきを〆しめる流れなのですが、あれおかしいな。まだ八ページ近く残ってる。

　そもそもあとがきに十ページってどういうことですか！

　あとがきじゃなくて、もう本文ですよっ。

　あーまぁその、知りたくもないでしょうけど、まずは簡単な近況報告で紙面を埋うめてみましょう。




　実は先日、行きつけの某居酒屋に行ったのですが……。携帯電話を忘れるという大失態をしました。ええ、今現在携帯電話は手元にありません！

　でもって、某編集さんが原稿催さい促そくの電話をしたそうなのですが、出たのは店員さん。

　携帯電話の紛ふん失しつ先さきを教えてくれましたよっ。そしてついでに、サボって飲みに行ってたのが盛大にバレましたよっ。

　俺、涙目。




　ええ、他には……ない。何もない。

　忙しくて三ヶ月も髪を切っていません。

　忙しくて週四日くらいで、パスタ食ってます。夜十二時くらいにパスタ茹ゆでて、手抜きな「あえるだけ」具材でペペロンチーノにしもさもさ食べる。そんな生活です。

　おかげで瘦やせました。

　ゲームは、モバマスを飽あきずにやっています。確定申告では、ライトノベル作家兼シナリオライターという肩書きを前面に押し出し、資料代として申告しようと思います。廃はい課か金きん兵へいです。

　モバマスの闇やみは深い。

　あとは、パズドラもちまちまと遊びだしています。アレもなかなかに時間泥棒ですねぇ。モンスターのレベルが全然上がらない……。

　そんでもって、これまた時間泥棒ゲームの代名詞。モンスターハンターを、なんか久々に始めちゃいました。

　いえ、夏にモンハン４が出るじゃないですか。

　だから今から３ＤＳでの操作感になれておこうと、モンハン３Ｇを始めたんですよ。いやー、やっぱり面白い。隙すきを見つけては遊んでいるだけなんで、まだ村クエを全部クリアしただけなんですが。早く上位装備にしたい。

　そもそも、多人数プレイしてないんですよ。やろうと思いＷｉｉＵを買ったのですが、ですが、段ボール箱を開けてもいません。

　我が家に来て、はや二ヶ月。

　コイツをセット出来る日は来るんでしょうか……。

　あーあと、仁木英之先生の『大坂将星伝』が重度の歴史マニアな俺を刺激しまくっていまして、『信長の野望 天道』を夕飯食べながら（行儀悪い）遊んだりしています。伊だ達て晴はる宗むねで始めて、政宗が十八歳になるまで東北から出ちゃいけない縛りプレイとか、捻ひねくれた遊び方ですけれど。

　今年、新作が出るって噂うわさなんで今から楽しみですねぇ。

　他には……ない、何もない。

　遊びにも行けていませんし、買い物も出来ていない。春物の服とか買いたいんですけど、〆切がどっさりあると家から出ちゃいけない的な感じになってしまってですね……。

　明日あたり、こっそり抜け出して買い物しに行っちゃおうかしら（ボソリ）。

　いやだって、もうすぐお花見シーズンですよ？

　知っていますか。江戸時代にはお花見ってのは、出会いの場でもあったんですよ。ある意味ナンパ会場だったんですよ！

　まともな格かつ好こうで行けば、こんな俺にも出会いがあるかもしれないじゃないですかっ。

「やだ、あの格好良くお酒飲んでる人、ステキじゃない？」

「えー、私が先にそう思っていたのよ！　ダメっ、絶対っ」

「何よっ、恋は盲もう目もく、猪ちよ突とつ猛もう進しんなのよ！」

「き───っ、待ちなさいよ！」

「ふっ、待ちたまえキミ達。この橘ぱん、一晩で二人なら問題ないさ。なんなら三人一緒にどうだい？　ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ」

　とか、ステキな格好してたらなるかもしれないじゃないですか。

　いや、なるね。

　間違いなく、今年は行ける予感がしている。

　だからこそ服をですね。

　あと髪の毛をですね。

　あと体型をですね。

　あと顔をですね。

　ダメだ、死のう。




　知っていますか。これでもまだ半分なんです！




　自分で書いてて死んだので、そろそろ書くのを許してくれちゃくれませんかね、編集さん。

　聞くまでもなく即答でダメって言われた気がしたので、あとがきを続けます。




　いやでも、あと四ページあるんですけど、これ、どうしろって言うんですか。俺の恥はずかしい性癖とか、恥の多い人生の一いつ端たんを全国に公開しろとでも言うのでしょうか。

　間違いなく国会で追及されて、変態罪によって永久追放されてしまいます。

　ライトノベルを書いている人間は、みんな変態だとレッテルを貼られる端たん緒しよになってしまいます。ああまぁ、俺が知っている多くの作家さん達は変態かもしれない。

　噓です、ごめんなさい。

　みんな変態なら、俺が変態でも許されるかなって思っただけなんです。

　いやでも、小学校の教室で授業聞かずにおっぱいの模も写しやし続けたり、普通ですよね。

　泊とまりがけの学校行事で、大人の本を女子の部屋に持ち込んで朗読し始めるとか、普通ですよね。

　続けて読むと、魅み惑わくなエッチな単語になる文章を女の子に読ませたり、普通ですよね。

　すっげー怒られて、廊下で正座させられました。

　ああ、そうか。

　だから俺、学生時代モテなかったんだ。

　あ、うん。

　今もモテません。

　助けて下さい。




　ということになるので、昔のことは書き出すと逮たい捕ほされます。やめましょう。




　仕事の仕方とか書いてみます。

　理想は八時起き床しよう。書き出す。お昼休みを入れて、六時くらいに上げて夕飯。

　現実はお昼起床。朝飯兼昼飯。書き出す、夜十時十一時過ぎに上げて夕飯。

　なのですが、問題はその中身です、ええ。

　机に向かっている八時間くらいの中で、キーボード叩いているのは果たして何時間か。資料という名の本を、本をですね、ついつい……。

　まぁ書き始めると、一時間で原稿用紙十枚くらいは進むので、なんとか助かってはいるんですが、そろそろ、こう隙を見てはサボる性格をどうにかしたいです。

　テスト勉強している時も、シミュレーションルール作って一人で遊んだり、地図を広げて等高線を模写して、城じよう郭かくの縄張りして遊んだり、ＴＲＰＧのシナリオ考え出したり、ホントにサボります。呼吸するようにサボります。

　今も机の上にある、すーぱーそに子のおっぱいを弄いじりたくて仕方ありません。




　話がそれました。




　書いているソフトは、テラパッドというフリーのテキストでエディターです。シナリオライター時代からの愛用ソフトで、もう手放せません。

　日本語入力は安心安定のＡＴＯＫさん。

　これに広こう辞じ苑えんや大だい辞じ林りん、類語辞典等々を連れん携けいさせています。

　珍しいところで言うと、大漢和なる辞書もたまに引いています。世界最大の漢和辞典でして、今では古本でしか出回っていないブツです。

　基本的に、ラノベでは意味がありません。漢字の膨ぼう大だいすぎるほど膨大な知識が書いてあります。他にもどう考えたって印刷出来ない、奇天烈きてれつな漢字とか……。

　引いていると楽しいんです。サボり道具でした。




　あと最近購入して手放せなくなっているのが、電気あんか。

　寒いのはあまり気にしないのですが、足だけは我慢出来ないんです。モフモフスリッパとかも使っていたんですが、電気あんかが今のところ最高ですね。

　足を組んだり、わさわさ動かしたりするんで、どうにもスリッパは……。




　そんなわけで、ようやく最後が見えてまいりました。

　ドラゴンマガジンの連載も終わっていますし、夏頃予定の十一巻で、橘ぱん書き下ろしの『だから僕は、Ｈができない。』を皆さんにお届け出来るのも最後となります。

　本当に、いや本当に、あまりお待たせせずにお届けしますので、どうか楽しみに待っていてください。

　その間は、ファミ通コミッククリアさんでＷＥＢ連載をしている東雲しののめ先生『だから僕は、Ｈができない。カエサルの煩ぼん悩のう』や、ドラゴンエイジで連載している岡おか霧ぎり先生の『だから僕は、Ｈができない。』で、楽しんでください！




　それでは改めて、本当に本作を手にしていただきありがとうございました！








二〇一三年三月某日　気が付いたら十一時。今夜もパスタだ……。　橘ぱん














だから僕ぼくは、Ｈができない。10




死しに神がみと告こく白はく















橘たちばな　ぱん
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